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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　冬とう馬まさん！

　由ゆ花かがあげた叫びは、しかし少しも声にならなかった。

　冬馬さん！

　懸けん命めいに伸ばした手に、目の前の男はためらいなく踵かかとを落とした。

　激痛に否いや応おうなく身体からだがのけ反ぞる。

　痛みと恐怖に涙が滲にじみ、大声で泣きたくなったが、由花は奥歯を嚙かみしめて、男を睨にらみつけた。

　生まれついてのものなのか、あるいは染めているのか──腰まである銀髪を束ねた男は、酷こく薄はくな笑みをたたえて言った。

「心配しなくてもいいよ。おまえもあっちの子供も、殺しはしないからさ」

　そして、由花の指先をさらに強く踏みにじる。

「今はまだ、だけどね」

　あまりの痛みに、こらえていた涙がこぼれたが、それでも由花は男を睨むことをやめなかった。




　花に代わって緑が目立つようになった五月半ばのその日、大学もアルバイトも修行も休みということで、久しぶりにのんびり過ごしていた由花は、夕方、冬馬を誘って散歩に出掛けた。

　冬馬の通っている小学校のあたりから商店街までをぶらぶらと歩き、商店街の入り口にあるケーキ屋で夕食後にみんなで食べようとアイスクリームを買って、行きとは別の道から帰る。

　日も沈んだから早く帰ろうと、抜けると近道になる公園に入り、いくらか歩いたところで、由花は異変に気づいた。

　人ひと気けが全くないのだ。

　宵よいを迎えて間もないこの時間なら、家路につこうとする学生や会社員、買い物帰りの主婦、犬の散歩をする人などが行き交っているはずだというのに。

──これって、もしかして人払いの術？

　察した時には既に、男は由花たちの背後に迫っていた。

　術で匂においを消して。

　衝しよう撃げきが下腹部を貫き、由花は目を剝むいた。

　ほとばしった血が下した顎あごと頰ほおに張りつき、お気に入りだったブラウスを汚した。

　振り返った由花は、そこに銀髪の男の笑みを見た。

　次の瞬しゆん間かん、男の手が胸に押しつけられた。

　由花は飛び退のこうとしたが、間に合わなかった。

　衝撃が、今度は全身を貫いた。

　意識が弾はじけそうになったが、由花はこらえて男に向けて雷光を放った。

　掌てのひらからほとばしった青白い光は、男の全身に絡みつき、攻め立てた。

　反はん撃げきは予想外だったのか、男は細めていた目を見開いて後じさった。

　前まえ屈かがみになりつつ、由ゆ花かは男を見た。

　見覚えのない顔だ。

　二十歳そこそこといったところだろうか。男と表現するよりも、むしろ青年と表現した方がしっくりくる。

　上背のある瘦そう軀くを白のスーツに包み、切っ先の濡ぬれた細身の剣を手にしている。

　大きくよろめきはしたが、銀髪の青年は倒れなかった。

　突然の事態に呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた冬とう馬まに、由花は逃げるよう目と手で促した。

　逃げて、と叫びたかったが、刺し貫かれた下腹部の痛みが発声を妨げた。

　しかし、冬馬は、「由花ちゃん！」、アイスクリームの入った紙箱を投げ捨てて、由花に駆け寄ってきた。

「だ……め……」

　必死に声を絞り出した由花の耳じ朶だを、青年の嘲ちよう笑しようがかすめた。

「逃がしはしないよ。おまえたちには揃そろって餌えさになってもらうんだから」

　正面に向き直り、由花は青年を睨ねめつけた。

　青年は笑みを取り戻していた。

　目を糸のように細めるその独特な笑みは、由花に狐きつねの面を連想させた。

　ダメージを受けている様子は、ない。

　由花は嗅きゆう覚かくを働かせ──気づいた。

　不可視の結界が青年を守っていることに。

──こいつ、妖よう術じゆつ士しだ……！

「由花ちゃん……？」

　脚にしがみついてきた冬馬が、真っ赤に染まった由花の下腹部を見て、目を真ん丸にした。

「だい……じょうぶ……だか……ら……」

　冬馬の頭にポンと手を載せて、由花は掠かすれた声で言った。

　不意打ちで受けたダメージは、大きかった。

　足には力が入らないし、息を吸う度に胸が疼うずく。

　呼吸がままならないおかげで、獣じゆう気きを練ることも満足にできない。

「倒れずに反撃してきたのはたいしたものだけど、その身体からだじゃあ、さすがにもう闘たたかえないだろ？」

　青年が、くっくっと笑う。

　由花は、痺しびれて感覚の薄うすい拳こぶしを握りしめた。

　青年の言うとおり、この傷では勝つことはおろか、まともに闘うことすら難しいが、なんとかもちこたえてみせる。

　自宅までは、徒歩で十分ほどの距離。

　粘っていれば、静しず華かが血の匂においに気づいて駆けつけてくれるはずだ。

──お母さんがきてくれるまで、冬とう馬まさんには指一本触れさせないんだから！

　再び雷光を浴びせるべく青年に左右の掌てのひらを向けたその時、不意に周囲が暗くなり、直上で奇怪な声があがった。

　振り仰ぎ、由ゆ花かは目を剝むいた。

　一羽の巨大な鳥が、いっぱいに翼つばさを広げてそこにいた。

「──っ！」

　由花は、その巨鳥の姿をまじまじと見ることもせずに、冬馬を抱えて横に跳ぼうとしたが──かなわなかった。

　冬馬を抱えあげるために身を屈かがめようとした瞬しゆん間かん、左肩に焼けるような痛みが走った。

「逃がしはしない、って言っただろ？」

　青年の剣が、左肩に突き刺さっていた。

「つ……っ」

　由花が顔を歪ゆがめると、青年は「くすっ」と笑って剣を引き抜き、間髪入れずに今度は右の腿ももを突いてきた。

「由花ちゃん！」

　冬馬の叫びが響ひびく。

　由花は踏ん張ろうとしたが、胸を突かれ、たまらず倒れた。

「由花ちゃん！」

「叫ぶなよ。うるさいから」

　青年の手が、冬馬の髪を鷲わしづかみにする。

「離せよーっ！」

　両手をぶんぶんと振り回す冬馬を、青年は「ふん」と鼻を鳴らして、引き倒した。

　こめかみから地面に叩たたきつけられた冬馬は、動かなくなった。

「と──」

　叫ぼうとした由花を、上空の巨鳥の羽ばたきによって生じた風が、容赦なく叩いた。




　青年にしつこく踏みにじられた指は、火をつけられたように熱くなっていた。

　親指以外の四本は、全すべて折れている。

　由花が倒れた後も、青年はしつこく剣を振るった。

　四肢を何度となく突かれ、背中を斬きり刻まれた。

　最初に貫かれた下腹部以外の傷は、どれもそれほど深いものではなかったが、闘たたかうことはおろか動くことすら、由ゆ花かにはもうできなかった。

　できることはただ、青年を睨にらむことだけ。

「飽きたな」

　由花の視線など意に介した様子もなく、青年が呟つぶやいた。

「あっちの子供も、少し痛めつけておくか」

　青年の言葉は、由花の胸に冷たいものを突き刺した。

「や……め……」

　動かない手を、それでも必死に伸ばそうとする由花を無視して、青年は冬とう馬まの許もとへと歩いていく。

　未いまだ気絶したままの冬馬の傍らでは、巨鳥が悠々と羽は繕づくろいをしている。

──助けて！

　涙に濡ぬれた目をぎゅっとつむり、由花は心の中で叫んだ。

──冬馬さんを助けて！

　いくら叫ぼうとも、それが心の声では誰だれの耳にも届かない。

──助けて……！　助けにきて……！

　だが、それでも由花は、叫ぶことをやめなかった。

──助けて……！　お母さん……！　直なお純ずみくん……っ！

　叫び続けるそのうちに、いつしか由花の意識は闇やみに落ちていた。




「師匠」

　行きつけのタバコ屋の前で、声をかけられた。

　振り向くと、よく日に焼けた長身の青年が立っていた。

「直純か。早いな」

「珍しく定時にあがることができましたから」

　静しず華かは振り返って、買ったばかりのタバコの封を破った。

　一本取り出してくわえ、指先に灯ともらせた炎で火を点つける。

「往来ではライターを使ってください」

「いいんだよ。誰も見ちゃいないんだから」

　はたはたと手を振って、静華は歩き出した。

　直純が隣となりにつく。

　アパートと一戸建が両側に並ぶ通り。

　静華が引っ越してきて間もない頃ころは、農地に使用しているという名目の空き地が多かった場所だが、八年前の大地じ震しん以来、次々と住宅が建っていき、空き地はすっかり姿を消した。

「この通りは、この時間に通ると、いつもカレーの匂においがしますね」

　直なお純ずみが、ぽつりと言った。

「剛ごう田ださんトコだな。あそこは週末は必ずカレーだ」

　タバコの先で角の平屋を指すと、「それは……飽きないんでしょうか」、直純はわずかに首を傾けた。

「さてね。ちなみに今日のウチの晩メシは、ロールキャベツとイワシハンバーグだ。作ったのは、どっちもあたしだ」

「そうですか」

「作ったのが由ゆ花かじゃなくて、残念か？」

「……質問の意図がわかりません」

　予想どおりの答えに、静しず華かは小さく笑った。

　昨年の秋口から、直純は毎週末に都つ築づき家に夕食を食べに来るようになっていた。

　由花の招きに応じてのことだ。

　やはり他人の家というのは居心地が悪いらしく、初めのうちは生来のしかめっ面を殊更にしかめていた直純だったが、一カ月が過ぎた頃ころには、顔のしかめ具合は随分ゆるくなった。

　兄ができたようで嬉うれしいのか、直純は子供たちのウケがよく、特に冬とう馬まにはよく懐なつかれていた。

「そのまんまの意味だよ。おまえ先週、由花の作った肉じゃが、鍋なべに余ってた分までたいらげて、また作ってくれ、とかなんとか言ってただろ？」

「あっ、あれは、感想を訊きかれたからで──」

　わかりやすい慌て方をした直純の脇わき腹ばらを、静華は拳こぶしでつついた。

「感想なら、美味うまかった、の一言で十分じゃないか」

「……」

「男って生き物は、どうしてこうバカみたいに肉じゃがに弱いのかね」

「……」

「好きな女の作った肉じゃがは、やっぱり特別なものなのか？」

「……誰だれが誰を好きだって言うんですか」

　くぐもった声。

「おまえ、由花に一ひと目め惚ぼれしてたんじゃないのか？」

　直純は、うっ、と呻うめいた後、

「惚れてません！」

　怒鳴った。

　否定するまでに一いつ瞬しゆんの間があるあたりが、可愛かわいらしい。

「母親のあたしが言うのもなんだけど、あの娘こはいいぞ。華きや奢しやに見えるけど、脱ぐと結構ある」

「だからっ！」

「冗談だ」

　しれっと言って、静しず華かはタバコを口に運んだ。

　直なお純ずみがつんのめる。

「古いリアクションだな」

　ふーっと煙を吐いて、灰を落とす。

「……俺おれをからかうのは楽しいですか？」

「かなりな」

　即答された直純は、数秒拳こぶしをわななかせてから、がっくりとうなだれた。

「由ゆ花かが脱ぐと結構あるっていうのは、本当だぞ？」

　その言葉に、直純の返事はなかった。

　それから、しばし沈ちん黙もくが続いた。

　直純は無口なタイプなので、必要がない限り彼の方から話しかけてくることは少ない。

　肩を落としている状態の今なら、なおさらだ。

──少し、からかいすぎちまったみたいだね。

　上背のある男が肩を落として歩いている姿は、見るに忍びないものがある。

　ため息と一緒に煙を吐いた静華は、ジーンズのポケットから取り出した携帯用の灰皿にタバコを捨てて、直純に話しかけた。

「完成しかかってた例の新技、あれはどうなった？」

　その問いに、丸まっていた直純の背筋がピンと伸びた。

「あれは昨晩、ようやく完成しました。ただ、まだ攻こう撃げきに使用した場合の威力が中途半端なので、明日の夜の稽けい古こで師匠に見てもらおうと思っていました」

　直純の口調に、しぼんだ様子は微み塵じんもない。

　またしぼませるのもなんなので、脳裏に浮かんだ「修行バカ」という言葉は、口には出さないでおく。

「東京に来て完成させた技は、これで四つか」

　たいしたものだ、と静華は思う。

　直純が東京に来て一年余り──直純は強くなった。

　特に昨年の秋口以降の成長が目覚ましい。

　組み手では相変わらず由花の勝ちが続いているが、それはあくまでも組み手でのこと。

　殺す気で闘やり合えば、生き残るのは耐久力と一撃の威力で勝る直純の方だろう。

「そういや、新技といい火か竜りゆう閃せんといい、おまえの技は接近戦用のものがほとんどだな」

「ええ。炎を遠くに飛ばすのが、あまり得意じゃなくて……東京に来る以前、その克服に重点を置いて修行していた時期もあったんですけど、たいした成果はあげられませんでした」

「得手不得手ってのは、どうしたってあるものだからな。おまえの売りは腕力だ。下手へたに短所を補おうとするよりも、長所を伸ばして接近戦を極めた方がいい。直なおさんもそうしてた」

　それまで正面を向いていた直なお純ずみが、こちらに顔を向けた。

「兄さんの接近戦用の技の中で一番威力があったのは、どんな技だったんでしょうか？」

「知らないのか？」

「はい。兄さんの闘たたかいぶりは他人ひとづてに聞いたことがあるだけで、実際に闘っている姿は見たことがありませんから」

「まあ、そうだろうな」

　顎あごの先に指を添えて、静しず華かは直なお雪ゆきの勇姿を脳裏に甦よみがえらせた。

　直純が人生の目標としている兄・功刀くぬぎ直雪とは、まだ『院いん』に勤めていた頃ころ、半年ほどの短い期間ではあったが、組んでいたことがあった。

　傷だらけになりながらも決して怯ひるむことなく、前へ前へと打って出ていく闘いぶりは、今も鮮せん明めいに覚えている。

　仏頂面がデフォルトの直純とは対照的に、どんな苦境にあっても笑顔を絶やすことのない直雪のことが、静華は少し好きだった。

　だから、直雪に付き合ってほしいと言われた時は、嬉うれしかった。

　夏なつ彦ひこの存在がなければ、直雪の申し出を受けていただろう。

「師匠？」

「ん？　ああ……」

　直純の声で思い出の世界から帰ってきた静華は、大ざっぱに髪を搔かきあげて、直純の問いに答えた。

「直さんも、おまえと同じで炎と体術を融ゆう合ごうさせた攻こう撃げきが得意だったけど……あたしが知る限りで一番威力があったのは、炎を使わない技だったね」

　直純が目を瞬しばたたかせた。

「炎を使わない技……が、一番威力があったんですか？」

「ああ」

　直純が驚おどろくのも無理はない。

　静華が、直雪のその技を初めて目にした時は、やはり驚かされた。

「原理それ自体は単純な技だ。獣じゆう気きを一点に──」

　身振りをつけて説明しようと、片手を顔の前に運んだ瞬しゆん間かんだった。

　鼻孔に、その匂においが飛びこんできたのは。

　切れ長の目を見開いて、静華は立ち止まった。つられて直純の足も止まる。

「どうかしたんですか？」

「血だ」

「血？」

　怪け訝げんな顔をした直なお純ずみは、直後、

「──！」

　静しず華かと同様に目を見開いた。

　彼もまた嗅かぎ取ったのだ。

　排気や、家々から漂う夕飯の匂においに混じって流れてくる、血の匂いを。

　しかも、その血の主は──。

──由ゆ花か！

　静華は駆け出した。

　直純が一いつ瞬しゆん遅れて続く。

　人じん狼ろう族ぞくの運動能力は、変身していない状態にあっても、普通の人間とは比較にならないほどに高い。

　全力で走れば、その姿は否いや応おうなく通行人の目を引くことになるが、二人は構わず全力で走った。

　黒髪を大きくなびかせながら、静華は嗅きゆう覚かくを高めた。

　由花の出血量は──かなりのものだ。

　由花の側そばには冬とう馬まがいる。冬馬の血の匂いはしないが、無傷であるとは限らない。

　場所は遠くない。このままのスピードで道程を行けば三分で着く。

　だが、悠長に道程を行くつもりなど、静華にはなかった。

　目の前に迫る、民家の鉄てつ柵さく。

　静華は、その数メートル手前で跳ちよう躍やくした。

　鉄柵と、白い大型犬が放し飼いにされている庭を跳び越え、二階建の屋根の上に降り立つ。

　間髪入れずにその屋根を蹴けって、大通りの真ん中に着地する。

　半瞬後、同じように民家を跳び越えてきた直純が、傍らに着地する。

　着地の際に顔を覆おおった邪じや魔まな髪を荒っぽく搔かきあげて、静華は再び走り出した。




　血の匂いをたどって行き着いたのは、日ひ頃ごろ修行場として使用している市民公園だった。

　野球なりサッカーなりの試合ができるほどに広い敷しき地ちのほぼ中央に、由花は血まみれで倒れていた。

　ブラウスもジーンズも、露ろ出しゆつしている顔や手も──赤く染まっていない部分はどこにもない。

　静華は屈かがんで、直純に抱き起こされている由花の頰ほおに触れた。

　まだ乾いていない血が、掌てのひらに不快な生温かさを与える。

「やったのは、貴様か」

　直純が、食いしばった歯の隙すき間まから唸うなりに似た声を洩もらした。

　静華は視線をあげた。

　その先にいるのは、長い銀髪を束ねた白いスーツの青年と、人間なら優に三、四人は乗せてしまえるであろう大きさの、鳥。

　身体からだと翼つばさは、鷹たかや鷲わしなどの猛もう禽きん類に似ているが、頭部は違った。

　その巨鳥には眼めがなく、頭頂からは触覚のような細い羽根が数本生えていた。

　鈎かぎ形がたに曲がった太い嘴くちばしは、オウムに似ている。

「遅かったね」

　青年が、直なお純ずみの問いを無視して言った。

「あんまり遅いから、こっちの子供で遊ぼうかと思ってたところだよ」

　狐きつねの面のように目を細め、青年は右手に無造作にぶらさげていた冬とう馬まを、顔の前に持ちあげてみせた。

　足首をつかまれて天地が逆になっている冬馬は、怪け我がは見当たらないものの、意識は由ゆ花か同様に失われていた。
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「おまえ、何者だ？」

　青年は、くすくすと笑い声を返してきただけで、静しず華かの問いには答えない。

　すると、直純が由花を地面に横たえ、怒鳴った。

「答える気がないのなら、力ずくで答えさせてもらうぞ！」

　さらに直純は、ウインドブレーカーを脱ぎ捨てて、狼おおかみの咆ほう哮こうをあげた。

　夜の色はまだ薄うすいが、月の姿は既に西の空に見えているので、変身に支障はない。

　青年が、笑んだまま数歩下がる。

　上半身を赤い狼おおかみへと変じた直なお純ずみは、掌てのひらを突き出し、炎を放った。

　掌からあふれた炎が、巨鳥に向かって奔はしる。

　直純の怒りが具現化したかのような、激しい炎。

　しかし、巨鳥にも巨鳥の斜め後方に立つ青年にも、緊きん迫ぱくの気け配はいはない。

　オウムのそれに似た巨鳥の嘴くちばしが、漫然と開く。

　と、唐突に直純の炎が爆はぜた。静しず華かたちと青年たちの間に、紅ぐ蓮れんのカーテンが広がる。

「な──!?」

　直純から驚おどろきの声があがる。

　炎が爆ぜたのは、直純の意志によるものではないのだ。

「あの鳥……」

　静華は、ぽつりと呟つぶやいた。

　あの巨鳥には見覚えがある。

　大きさが違うから一目ではピンとこなかったが、もしあの巨鳥が、かつて見えたことのある異い形ぎようと同種であるなら、その能力は──。

　直純の炎に、さらなる異変が起こった。

　幾筋もに分かれ、巨鳥の口こう腔こうに吸いこまれていったのだ。

「──！」

　直純は、今度は声をあげることすらできなかった。

　紅蓮のカーテンは、火の粉すら残さず消え去り、再び青年の狐きつねの面のような笑みが目に映った。

「火ひ喰くい鳥だ」

　由ゆ花かの頰ほおから手を離し、静華はスッと立ちあがった。

「火喰い鳥……？」

「名前のとおり、炎を喰っちまう魔ま物ものだ。まだ生き残ってる奴やつがいたとはね……」

　火喰い鳥とは、まだ『院いん』に身を置いていた頃ころに、一度だけ闘たたかったことがあった。

　その火喰い鳥は、当時、既に獣じゆう聖せいの候補に挙がっていた静華の炎を、ことごとく喰らい、打ち消した。

　組んでいたエメラルドウルフの女性の活かつ躍やくがなければ、静華はやられていた。

　青年が、くすくすと笑い声をたてた。

「覚えていたんだね、火喰い鳥のこと。なら──」

　そして、左手に持っていた剣を地に突き刺し、空いたその手で銀髪をこれみよがしに搔かきあげてみせる。

「僕が何者なのかも、もう察しがついてるよね？」

「九く条じようの関係者、だろ」

「ご明察」

　青年は、にいと歯をみせた。

「九条政まさ宗むね。あんたに殺された、九条政まさ親ちかの息子だよ」

「九条……？」

「あたしが現役だった頃ころに倒した妖よう術じゆつ士しだ。詳しいことは後で話す」

　答えつつ、静しず華かは直なお純ずみよりも一歩前に出た。

「目的は、復ふく讐しゆうか」

「半分は」

「半分？」

「ふふっ」

　答えず、九条政宗と名乗った青年は、静華たちに背中を向けた。

　そして、振り向きもせずに言う。

「今夜十一時に、隣となり町の航空公園に来い。あんた一人でだ」

　火喰い鳥が首と胸を反らし、翼つばさを広げた。

「そうすれば、息子を返してやるよ」

　火ひ喰くい鳥が羽ばたく。

　生じた風が周囲の芝生を波打たせ、静華の髪と直純の体毛をなびかせる。

「逃げるつもりか！」

「人聞きが悪いこと言うなよ。舞台を移すだけだよ」

　叫んだ直純に、九条政宗は振り向いて笑い交じりの声を返した。

　火喰い鳥が飛び立つ。

　九条は、それと同時に跳ちよう躍やくし、火喰い鳥の背中に乗った。

「くっ！」

　逃がすまいと、直純が自らのまわりに無数の火球を生む。

　その熱が、静華の左半身にひりひりとした痛みを与える。

「やめろ」

　乱れた髪を搔かきあげつつ、静華は制止の言葉を直純に投げた。

「なぜです！」

　火球を滞空させたまま、直純。

「無駄だ。火喰い鳥に炎は効かない」

「なら──！」

「格かく闘とう戦を挑めば、冬とう馬まを盾にされる」

　それに敵は既に地上から離れている。静しず華かや直なお純ずみの跳ちよう躍やく力をもってしても、もう追いつけない。

　九く条じよう政まさ宗むねと冬とう馬まを乗せた火ひ喰くい鳥の姿は、群ぐん青じよう色の空に溶けこむように、ゆっくりと見えなくなっていった。

「くそっ！」

　火喰い鳥の姿が視界から完全に消えたところで、ようやく直純は火球を消した。

　そして、牙きばを剝むき出しにして、グルグルと唸うなる。

「とっとと変身を解いて、上着を着な」

　静華は足下に落ちていたウインドブレーカーを拾って、直純に投げ渡した。

「由ゆ花かは、おまえの家に運ぶ。ウチじゃあ夏なつ彦ひこやチビどもに心配をかけちまうからね」

「ずいぶん冷静なんですね。都つ築づきがこんな目に遭わされたうえに、冬馬まで攫さらわれたっていうのに」

　人間の姿に戻った直純の、皮肉めいた言葉。

「組んで闘たたかっていて一方がキレたら、もう一方はなにがあっても冷静さを保つ。基本だ。この先由花と組んでやっていくつもりなら、覚えておけ」

　南なん原ばら睦むつ美みと連絡を取るために、上着のポケットから携帯電話を取り出しつつ言うと、直純は押し黙だまってウインドブレーカーに袖そでを通した。

　小さく息をついて、静華は睦美に電話をかけた。

　幸いなことに睦美は自宅におり、すぐに駆けつけると言ってくれた。

「直純のアパートの場所は以前にも来てもらったことがあるから、わかるね？　由花はそっちに運んでおく。──頼むよ」

　電話を切って、上着ではなくパンツのポケットにしまった静華は、上着を脱いで直純の腕に抱えられている由花にかけた。

「睦美ちゃんのマンションからなら、おまえのアパートまで車で十分もかからない。急ぐよ」

　まず静華が駆け出し、由花を抱えた直純が一拍おいて続いて、静華たちは公園を後にした。




　いつかは、こんな日が来るだろうと思ってはいた。

　静華が『院いん』の一員としてヨゴレ者や魔ま物ものの討伐を行っていた時間は、それほど長くはないが、その間に捕ほ縛ばく・抹殺したヨゴレ者の数は、両手の指で数えきれるほど少なくはない。

　人の死は、そこに必ず感情のうねりを起こす。

　哀かなしみ、後悔、喜び、絶望──そして、憎しみ。

　憎しみは復ふく讐しゆうを生み、ひいては新たな死を呼びこむ。

　そんな光景を静華はこれまでにいくつも見てきたし、実際に復讐劇げきの端役になったこともある。

──今回は、主役になっちまったね。

　こんな日の訪れは常に心の片隅で覚悟していたことなので、静しず華かは取り乱さなかった。

　覚悟のあるなしではなく、単に身内が傷つくことに慣なれてしまった、というだけのことなのかもしれないが。

　そのあたりは、静華自身にもよくわからない。

「傷は全部塞ふさがりました。お腹なかの傷も急所は外れていましたから、問題ありません。ただ出血がひどかったので、動けるようになるには、二、三日はかかると思います」

「すまないね」

　労ねぎらいの言葉をかけつつ、静華が濡ぬれたハンドタオルを渡すと、睦むつ美みはそれで顔や首筋を拭ぬぐって、「ふーっ」と大きく息を吐いた。

　二時間以上も続けてヒーリングを行ったのだから、彼女の疲労は相当なものだろう。

「あとはあたしがやるから、睦美ちゃんは休んでていいよ」

「そうさせてもらいます～」

　睦美は立ちあがると、キッチンまでふらふらと歩き、冷蔵庫から一リットルの牛乳パックを取り出して、ゴクゴクとラッパ飲みをはじめた。

　直なお純ずみがいれば、顔をしかめて、「コップを使ってください」と言っただろうが、彼は今、玄関の外で由ゆ花かの治ち療りようが終わるのを待っている。

　牛乳を飲み干し、白い髭ひげをつけたままぐったりしている睦美を尻しり目めに、静華は濡らしたタオルで、布団の上に全裸で横たわる由花の身体からだを拭ふいた。

　睦美がヒーリングを行っている間にも一度拭いたのだが、血の粘りはやはりしつこく、すっかり綺き麗れいに、というわけにはいかなかった。

　血に汚れたタオルを洗面器に放って、睦美が気を利かして持ってきてくれた下着とパジャマを由花に身につけさせる。

　その作業が終わったところで、直純を呼び入れた。

「あの、都つ築づきの容体は……？」

　ようやく入室を許可された直純は、心配のあまり憔しよう悴すいしてしまったのだろう──上背のある逞たくましい身体が一回り小さく見えた。

「男の子が、そんな情けない顔しないの。由花ちゃんは、もう大丈夫よ。動けるようになるには、二、三日はかかると思うけど、意識は直に戻るわ」

　答えたのは、睦美。

　睦美の口まわりの白い髭に気づいた直純は、一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめたが、「ありがとうございました」、姿勢を正し、深々と頭こうべを垂れた。

「いいの、いいの。これがあたしの役割なんだから」

　はたはたと手を振って笑った睦美に、今度は会釈して、直純は由花の側そばに腰を下ろした。

　苦しげな由ゆ花かの寝顔を見やり、痛みに耐えるような顔をする。

　そんな直なお純ずみの横顔を、静しず華かは壁かべに寄りかかって、無言で見つめた。

　と、やがて直純の横顔に、抑えられていた怒りの色がふつふつと浮かびあがってきた。

　膝ひざの上の拳こぶしを、ぎりぎりと音が聞こえてきそうなほどにきつく握りしめて、直純は顔を静華に向けてきた。

「師匠」

　直純の顔に、もはや先程までの不安の色はない。

「あの九く条じよう政まさ宗むねという男は、何者なんです？」

　親の仇かたきを見るような、苛か烈れつな眼まな差ざし。

　息を一つこぼして、静華は言った。

「あいつは、あたしが昔に倒した妖よう術じゆつ士しの息子だ」

　九条政まさ親ちか、という男がいた。

　絶滅の一歩手前というところまで数を減らしている魔ま物ものの保ほ護ごを行っていた、妖術士だった。

　魔物の多くは人間に害をもたらすということで、九条政親の活動に反発する者も少なくなかったのだが、当時の『長おさ』の、魔物には研究価値がある、という意見により、『院いん』は九条政親の活動を黙もく認にんすることとなった。

　それが、九条政親を増長させた。

　人間を攫さらい、魔物の餌えさとして与えるようになったのだ。

『院』も、さすがにその凶行を見逃すことはできなかった。

　九条政親の抹殺の指示を受けた静華は、当時組んでいたエメラルドウルフの女性──小こ出いで亜あ子ことともに九条政親の許もとに赴いた。

　九条政親は、飼い馴ならしていた魔物を使い、抵抗した。

「火ひ喰くい鳥は、九条政親が繁はん殖しよくを目もく論ろんでいた魔物の一種だった」

　苦戦の末に魔物の群れを退けた静華たちは、九条政親に挑み、これを倒した。

「その時に負った傷の治ち療りようが遅れて、亜子さんは……死んだよ」

　静華より五つ年上だった小出亜子は、後こう輩はいの面めん倒どう見みのいい女性だった。

　敵地に向かう道すがら、学生の時分から付き合っていた恋人がようやくプロポーズしてくれたと、嬉うれしそうに話していた。

「結婚されたら、『院』は辞めるんですか？」

　という静華の問いに対し、亜子は、

「うん。そのつもり。こんなこと言ったら呆あきれられちゃうかもしれないけど、彼にプロポーズされたら、急に死ぬのが怖くなっちゃった」

　肩を竦すくめ、苦笑していた。

　彼女が負った傷の中で最も深かったのは、火喰い鳥に追いつめられた静華を庇かばって受けたものだった。

「その九く条じよう政まさ親ちかという男に息子がいたってことは、師匠は知っていたんですか？」

　直なお純ずみからの問い。

　静しず華かは、小さく頭を振った。

「あの一件に関しては、事後処理は全部上に任せちまったからね。その後の報告はなにもなかったし、あたしからも訊たずねなかった」

「奴やつの……九条政まさ宗むねの、あの銀髪は何なんです？」

「九条家の特徴だろ。魔ま力りょくに恵まれた一族ってのは、髪やら肌やらの色が変わってる場合が多いからね。九条政親も銀髪だった」

「その九条政宗って人の目的って、やっぱり父親の復ふく讐しゆう……なんですよね？」

　睦むつ美みからの問い。

「本人曰いわく、半分は、だそうだ。……睦美ちゃん、髭ひげ」

　静華が、鼻の下を指先でトントンと叩たたいてみせると、睦美は「あ」という顔をし、慌ててハンカチで口元を拭ぬぐった。

　そして、改めて訊ねてくる。

「半分は、って、どういう意味なんでしょうか」

「さてね。それは本人に訊きいてみるとするさ」

　よっこいせ、と声に出しつつ、静華は立ちあがった。

「直純、由ゆ花かのことは任せたよ。悪いけど睦美ちゃんも、由花が目を覚ますまでは付き添っておいてやってくれ。目が覚めた時に側そばにいるのが、この仏頂面一人じゃあ、色々と不便もあろうだろうから」

　睦美は、「あ、はい」と素直に答えたが、直純は眉まゆをひそめた。

「師──」

　直純の言葉を遮って、静華は言った。

「奴のところには、あたし一人で行く」

　半はん瞬しゆん後、

「バカなことを言わないでください！」

　アパート中に直純の大声が響ひびき渡った。

　とたん、隣りん室しつの住人が壁かべをドンと叩たたいて、「うるさい」と抗議してきたが、直純は構わず続けた。

「俺おれも一緒に行きます！」

「だめだ」

「どうしてです!?」

「九条政宗が、あの場であたしを殺さずに冬とう馬まを攫さらって逃げたのは、側におまえがいたからだ」

　直なお純ずみが言葉を吞のむ。

「あいつは、自分が数的に優位に立たない限りは闘たたかおうとしないタイプだ。おまえが一緒に来れば、あいつは冬とう馬まを殺して次の人質を取りに行くだろう。その標的が誰だれになるかは、わかるな？」

「秋あき斗とくんと、美み冬ふゆちゃん……」

　歯を食いしばり、怒りで全身をわななかせている直純に代わって、睦むつ美みが答えた。

「そういうことだ」

「だからって静しず華かさん一人で行ったら、それこそ相手の思う壺つぼに……」

「相手は、人質を取らなきゃケンカできないような小物だ。あたし一人で釣りがくるさ」

「相手が弱いとは限らないと思います。現に由ゆ花かちゃんだって──」

「都つ築づきがやられたのは、冬馬を盾に取られたか、不意打ちを仕掛けられたか、そのどっちかだ。そうでなければ、都築があんな男にやられるはずがない……！」

　睦美を遮った直純の声は、身体からだと同様に震ふるえていた。

「でも、その九く条じよう政まさ宗むねって人がそんなに強くなかったとしても、炎を食べちゃう魔ま物ものを従えているっていうのなら、やっぱり静華さん一人じゃ危険ですよ。ウチの兄貴とか真ま矢やさんとか、呼んだ方が……」

「必要ない」

「俺おれは行きますよ」

　直純が立ちあがった。

「だめだ」

「あの男がなにを企たくらんでいようと、師匠がなんと言おうと、俺は──がっ！」

　直純の台詞せりふは途中で短い悲鳴に変わり、さらに、

「ぐ……あ……」

　呻うめきに変わって、潰ついえた。

　うずくまる直純の後頭部にため息を落として、静華は拳こぶしを解いた。

「し、静華さん……？」

「獣じゆう気きを撃うちこんだ。三十分は動けないだろうけど、治ち療りようも心配も必要ない」

　直純を見下ろしたまま言って、静華は玄関に向かった。

「し……しょ……」

　直純の呻き声が追ってきたが、静華は振り向くことなく部屋を出た。




　九条政宗が指定した場所は、直純のアパートから車で十五分ほどのところにあった。

　静華が、直純と由花に稽けい古こをつけている市民公園よりも数倍広いそこは、略称で航空公園と呼ばれていた。

　テニスコートに野球場などの各種スポーツ施設から、滑り台等の子供用の遊具、果ては池や小さな滝まで造られ、晴れた休日ともなると千人単位の利用者で賑にぎわう場所だが、中心部に向かってサイクリングコースを歩く静しず華かの視界に、人の姿は皆無だった。

　公園内に入ってから、人はおろか子猫一匹すら目にしていない。

　施設はとっくに閉まっている時間だが、公園そのものの門が閉じられることはないので、人ひと気けがゼロになるということはありえない。

「このだだっ広い敷しき地ち全部に人払いの術をかけられるっていうんだから、あの坊やの魔ま力りよくもなかなかのモンだね」

　タクシーを降りたあたりから強くなってきた夜風に乱れる髪を押さえて、静華は独白した。

「九く条じよう政まさ宗むね、か……」

　静華が殺し、小こ出いで亜あ子こを殺した、九条政まさ親ちかの息子。

──いや……亜子さんを殺したのは、あたしか……。

　火ひ喰くい鳥に追いつめられた静華を庇かばったがために、亜子は致命傷を負った。

──あたしは、何なんだろうな……。

　これまでに経験したいくつもの死地を思い返し、静華は苦笑した。

　不利な闘たたかいがあった。大きな闘いがあった。

　勝ち目のない闘いも何度もあった。

　それらの闘い全すべてを、静華はくぐり抜けた。

──あたしは、いつも生き残ってきた。

　母が死に、父が死に、弟たちまでもが帰らぬ身となっても、静華はまだこうして、生きている。

　静華は思う。否、桜さくらとの闘いからのこの八年──ずっと思ってきた。

　なぜ、生き残るのは、いつも自分なのだろう？

　生き残った自分と、生き残ることができなかった亜あ子こや弟たちの間に、なにか違いがあるとでもいうのだろうか？

　その自問の答えは、未いまだ出ていない。

　立ち止まって、静華は息を一つこぼした。

　つまらないことを考えてしまっている。

　動揺などしていないと思っていたが、どうやらそうでもないらしい。

──こんなんじゃあ、直なお純ずみに偉そうに説教なんてできないね。

　また苦笑して、静華は歩き出した。

　そして、再び足を止めた時には、視線の先に九条政宗と火喰い鳥の姿があった。

　束ねた銀髪を風に揺らしている九条政宗の右腕には、冬とう馬まが抱えられている。

　冬馬に意識はないようだった。力なく九条政宗の肩に顔を埋めている。

「心配しなくても、子供にはかすり傷一つつけちゃいないよ──って、人じん狼ろう族ぞくなら言わなくても匂においでわかるか」

　言って九く条じよう政まさ宗むねは、「くっくっ」と笑い声をたてた。

　彼と、その隣となりで羽は繕づくろいをしている火ひ喰くい鳥の後方には、この公園のメイン施設であるところの博物館が聳そびえている。

　実際の航空機や、航空機に関する様々な物が展示されており、一昨年おととしだか一昨昨年さきおととしだかに家族で入った時には、秋あき斗とがフライトシミュレーターに乗って大はしゃぎしていた。

「人狼族の鼻は便利だよねぇ。僕も──」

「無駄話はいい。注文どおり一人で来てやったんだ。さっさと冬とう馬まを返しな」

　静しず華かに言葉をさらわれた九条政宗は、また「くっくっ」と笑った。

「まさか、一人で来さえすれば、本当に僕が子供を返すなんて思ってたわけじゃ──」

「あたしが言ったことが聞こえなかったのか？」

　静華は再度、九条政宗の言葉をさらった。

「冬馬を返せ、って言ったんだ。その年でもう耳が遠いのか、おまえは」

　九条政宗の顔から、スッと笑みが消えた。

「ただでさえ顔と頭が不自由で、皮も被かぶったままだっていうのに、耳まで遠くなっちまったんじゃあ、いよいよあれだな──」

　九条政宗が左手に持っていた剣が、かちゃかちゃと音をたて始めた。

「一生童貞、決定だ」

「殺す！」

　細い目を見開き、歯を剝むき出しにして、九条政宗が吠ほえた。

「殺やれ！　あの女を喰い殺せ！」

　火喰い鳥が動いた。

　翼つばさを広げ、突っこんでくる。

　静華は、体たいを沈めつつ横に跳んだが、避よけきることはできなかった。

「──っ！」

　鈎かぎ状じようの爪つめが左肩をかすめ、静華は大きく体勢を崩した。

　巨体だけあって、かすっただけでもかなりの衝しよう撃げきがある。

　踏んばったが、こらえきれずに片かた膝ひざをついた静華は、左肩を押さえて痛みに顔を歪ゆがめた。

　生温かな感触が、じわじわと掌てのひらに広がってゆく。

　と、背後で羽ばたきと風の唸うなりが聞こえた。

　静華は振り向くことなく地を蹴けって、火喰い鳥の突進をかわした。

　風圧が静華の左半身を叩たたく。

　紙一重だった。振り向いていれば、嘴くちばしに頭を嚙かみ潰つぶされるか、あるいは爪に身体からだを引き裂かれていただろう。

　喉のど元もとにじわりと滲にじんだ汗を手の甲で拭ぬぐって、静しず華かは火ひ喰くい鳥を睨ねめつけた。

　九く条じよう政まさ宗むねが従える火喰い鳥の動きは、彼の父親が従えていたものよりも数段速かった。

　かつてと違うのは、大きさだけではないらしい。

　火喰い鳥から、その隣となりの九条政宗に視線をスライドさせ、静華は舌打ちした。

　九条政宗が歯を剝むき出しにしたまま、狐きつねの面のように目を細める。

──読まれてる、か……。

　挑発をかけ、九条政宗自らに仕掛けさせることが、静華の目的だった。

　冬とう馬まを助けるためには九条政宗と一対一になる必要がある、と考えてのことだ。

──挑発には乗らないってんなら……。

　九条政宗と一対一になる方法は一つ。

　火喰い鳥を倒す。それしかない。

　火喰い鳥が翼つばさを広げた。三度、突進してくる。

　そのスピードはかなりのものだが、見切れないほどのものではない。

　横っ跳びで、今度は避よけきった静華は、すれ違いざまに火喰い鳥の首に掌しよう打だを撃うちこみ──舌打ちした。

　風圧と手首の痛みに顔をしかめつつ、飛びすさる。

　静華が放った掌打は、獣じゆう気きをこめた渾こん身しんの一いち撃げきだった。

　だが、その一撃によりダメージを受けたのは静華自身だった。

──折れちまったか……。

　右手首をつかんで、ふうっと息を吐く。

「どうした都つ築づき静華!?　弱すぎるぞ！」

　後方で九条政宗が高笑いをあげたが、静華は無視して、火喰い鳥に向かって駆け出した。

　静華の膂りよ力りよくでは、火喰い鳥にダメージを与えることはできそうにない。

　最大の武器であるところの炎も全すべて吸収されてしまう。

　静華では、火喰い鳥を倒せない。

　それはつまり、九条正宗と一対一になるのは不可能だということだ。

　しかし──。

　火喰い鳥の羽ばたきが起こした風が、静華の黒髪を躍おどらせる。

　火喰い鳥は、今度は正面からではなく、数十メートル上方からの急降下攻撃を仕掛けてきた。

　巨大な爪つめが、唸うなりをあげて迫る。

　足を止めた静華は、一拍おいて飛び退のいた。

　一本の爪の先端が、右の肩から胸の半ばまでを浅く斬きり裂いた。

　パッと飛び散った血が、頰ほおと首筋に張りつく。

──これでいい。

　心中で呟つぶやきながら、静しず華かは火ひ喰くい鳥の翼つばさの付け根に左の手しゆ刀とうを見舞った。

　先程の掌しよう打だ同様、効きはしないが、ダメージは初めから期待していない。

　全力で闘たたかっているように見せかけることができれば、それでいいのだ。

　着地した火喰い鳥の嘴くちばしが、静華の頭を狙ねらって突き下ろされる。

　右腕を振りあげつつ、静華は身を撚ひねった。

　火喰い鳥の嘴は、盾となった右腕の肉と骨の一部を削そいで、地面に穴を穿うがった。

　側頭部に再度手刀を撃うちこんで、静華は軽く飛びすさった。

　手首が壊こわれていたうえに骨まで達する傷を負った右腕は、もう使い物になりそうにないが──だが、これでいい。

　先程の爪つめによる攻こう撃げきも、今し方の嘴による攻撃も、完かん璧ぺきに避さけることは可能だった。

　それらの攻撃を静華がもらったのは、故意だ。

　全力で闘っているように見せかけつつ、あえて火喰い鳥に追いつめられる。

　静華の動きがいよいよ鈍れば、九く条じよう政まさ宗むねの性格から考えて、とどめは自らの手で刺しにくるに違いない。

　その隙すきを、つく。

　火喰い鳥を倒し、九条政宗と一対一になれないのであれば、こうするより他ほかに冬とう馬まを助ける術すべはない。

　静華は警けい戒かいを怠ることなく火喰い鳥から視線を外し、冬馬を見た。

──すぐに助けてやるからな。

　冬馬は──冬馬の命は、こんなところで潰ついえていいものではない。

　火喰い鳥が、不意に肉食獣じゆうの咆ほう哮こうさながらの声をあげた。

　静華は火喰い鳥に向き直り、目を剝むいた。

　いっぱいに開いた嘴の奥から、乳白色の光があふれようとしていた。

　静華が舌打ちして地を蹴けったのと、火喰い鳥の口こう腔こうから光が奔はしったのは、同時だった。

　光は右の脇わき腹ばらをかすめ、静華は足が地に着くや否や、くずおれた。

　自らの肉が焦げる匂においが鼻をついた。




　静華が出ていってから、およそ十五分。

　ようやく動けるようになった直なお純ずみは、畳に思いきり拳こぶしを叩たたきつけて睦むつ美みを驚おどろかせた。

「前々から思ってたんだけど、直なおくんってウチの兄貴並にタフだよね。静華さんは、三十分は動けないだろう、って言ってたのに」

　携帯電話をジャケットのポケットにしまいつつ、睦美。

　直純が呻うめく以外になにもできずにいた間、彼女は兄である鷹たか秋あきと、その相棒である柚ゆず本もと真ま矢やに何度か電話をかけていたのだが、どちらにも一度も繫つながらなかった。

「師匠にも、かけてみてください」

「かけたよ。でも、繫がらなかった。電源切られてるみたい」

「そうですか……」

　まだ疼うずきが治まりきっていない腹をさすりつつ、直なお純ずみは嘆息した。

　そして、これから自分がどう動くべきかについて考える。

　選択肢は三つ。

　一つは、このまま由ゆ花かに付き添いながら、静しず華かからの連絡を待つ。

　もう一つは、都つ築づき家に赴いて九く条じよう政まさ宗むねの襲しゆう撃げきに備える。

　静華が九条政宗を追いつめた場合、彼が冬とう馬まを殺して逃げ、次の人質を求めて都築家を襲おそうことも考えられるのだ。

　闘たたかいの場に駆けつけ、静華とともに闘うというのが、最後の選択肢。

　直純は腹に手を当てたまま、跡が残りそうな深い皺しわを眉み間けんに刻んだ。

　最初の選択肢を選ぶのは、論外。由花の付き添いは睦むつ美みに任せればいい。

　静華が望むのは二つ目の選択肢だろう。

　だが、直純としては、やはり静華の許もとに行きたい。

　九条政宗は由花を半殺しにした男だ。この手で一撃くれてやらないと気がすまない。

──どうする……？

　険しい表情のまま、直純は何の気なしに由花を見やり、目を丸くした。

　由花の目が、薄うすくではあるが開いていた。

「都築！」

　直純は全身を由花に向かせ、由花の顔を覗のぞきこんだ。

　顔色は最悪だ。青白いなどというものではない。透けてしまいそうなほどに白い。

「……な……お……ずみ……くん……」

　弱々しい声。

「喋しやべるな」

「おね……がい……」

　シーツの中から、顔色と同じように血の気を失っている手を出して、由花は言った。

「おかあさんを……おかあさんを助けて……」




　右腕が鉛のように重い。

　ただでさえ深手を負っていたというのに、さらに爪つめによる攻撃を二度も受けてしまい、とうとう指先を動かすことすらできなくなってしまった。

　光に灼やかれた右の脇わき腹ばらと、爪に裂かれた背中が、断続的に疼いている。

　傷が疼うずく度に、きつく歯を食いしばっているので、口内の感覚もあやしくなってきている。

　獣じゆう気きで痛みをやわらげることはできるが、静しず華かは敢あえてそれをしないでいた。

　痛みをやわらげてしまったら、意識を失ってしまうだろう。

　冬とう馬まを助けなければという思いと、傷の痛み──その二つが、静華を辛うじて立たせていた。

　九く条じよう政まさ宗むねは、未いまだ動いていない。

　とどめだけは自らの手で刺す、などというつもりは、彼にはないのかもしれない。

　もし、九条政宗がとどめを刺しに近づいてこなければ、静華は犬死にだ。

　静華が死ねば、その後で冬馬も始末される。

──まだだ……あの子を助けるまでは、あたしは……。

「いい加減に諦あきらめて死んだらどうだい、都つ築づき静華？」

　九条政宗の嘲ちよう笑しよう交じりの声が、静華の背中を撫なでた。

　正面の火ひ喰くい鳥に意識を集中していなければいけないにもかかわらず、静華は振り返ろうとした。意識が綻ほころんでいる証拠だった。

　火喰い鳥は、その隙すきを見逃さなかった。

　火喰い鳥の口こう腔こうから光が放たれた。

　光は静華の眼前で弾はじけ、十数本もの小型のナイフと化して静華を襲おそった。

「く──っ！」

　動く左腕を振るって数本を叩たたき落としたが、残りは静華に突き刺さった。

　赤い雫しずくを撒まき散らし、静華は仰あお向むけに倒れた。

　倒れるのと同時に、ナイフは気化して消えた。

　傷口から、どろりと血があふれ出る。

　一気に濃こくなった自らの血の匂においに、静華はむせ返りそうになった。

　全身から急速に力が抜け、視界に白い膜が張られてゆく。

　獣気で止血することも、ままならない。

「あ……ぐ……」

　呻うめいて、静華は身じろぎした。

「とう……ま……」

　視界を覆おおう白い膜の向こうに、静華は大小二つの人影を見た。

　中途半端に伸びた後ろ髪を紐ひもで結んだ、のんきそうな青年が、青年をそのまま小さくしたような男の子を肩車している。

　青年は笑っている。

　男の子も笑っている。

「とう……ま……」

　青年の名前は、月つき森もり冬馬。静華の弟。

　男の子の名前は、都つ築づき冬とう馬ま。静しず華かの息子。

　青年の冬馬の顔が、静華の方を向いた。

　青年の冬馬は、やわらかく微笑ほほえむと、小さな冬馬を肩から下ろして、消えた。

　小さな冬馬が、青年の冬馬の姿を求めて、きょろきょろと周囲を見回す。

　しかし、青年の冬馬はどこにもいない。

　心細くなったのだろう。小さな冬馬は、やがて泣き出した。

　そして、静華は聞いた。

（お母さぁん）

　と、静華を呼ぶ、小さな冬馬の声を。

　歯を食いしばって、静華は半ば閉じかかっていた目を見開いた。

　視界を覆おおっていた白い膜が破れて、小さな冬馬の姿が消える。

　代わって静華の目に映ったのは、流れの速い薄うす雲ぐもと、その向こうに浮かぶ上弦の月。

──まだだ……！

　まだ、死ねない。

　小さな冬馬には、かつての冬馬の分まで幸せに生きる権利と義務がある。

　冬馬の命は、家族や友人の死を横目にずるずると生き延びてきた静華の命よりも、遥はるかに重いものなのだ。

　なにより──。

──冬馬は、あたしの息子だ。

　子供の命を母親が守らずに、誰だれが守るというのか。

　止血のために獣じゆう気きを全身に巡らせつつ、静華は身体からだを裏返した。

　と、鼻先に値段だけは無駄に高そうな靴が見えた。

「そのしぶとさは、母親の執念ってやつかい？」

　静華は視線をあげ、九く条じよう政まさ宗むねの狐きつねの面のような笑みを睨にらみつけた。

「あのまま火ひ喰くい鳥に殺させるつもりだったけど……敬意を表して、とどめは僕の手で刺してあげるよ」

　九条政宗が剣を両手で振りかぶる。

　静華は素早く視線を動かし、冬馬が九条政宗の数メートル後方に打ち捨てられているのを確認した。

　それは、待ちに待った瞬しゆん間かんの訪れだった。

　しかも、九条政宗は冬馬を手放している。

「見ていてよ母さん。母さんの望みが、ようやく──」

　恍こう惚こつとした表情で紡がれる九条政宗の言葉。

　静華は容赦なく、それを断ち切った。

　左腕をぐんと伸ばし、掌てのひらから炎を放つ。
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「な──!?」

　炎は油断しきっていた九く条じよう政まさ宗むねの全身を包み、

「うわああああああああああっ！」

　彼に絶叫をあげさせた。

──今だ！

　静しず華かは立ちあがった。

　九条政宗にとどめを刺し、冬とう馬まを拾って、この場から逃げる。

　主あるじを失えば、火ひ喰くい鳥も混乱をきたすはずだ。逃げきることは、そう難しくない。

　静華は、とどめを刺すために再び九条政宗に掌を向け──絶句した。

　九条政宗を包んでいた炎が唐突に四散し、そのまま夜気に溶けるように消えてしまったのだ。

　静華は視線を斜め後方に走らせ、火喰い鳥を見た。

　獲え物ものを狙ねらう狼おおかみのように低く構えてはいるが、炎を消したのは火喰い鳥ではない。

　あれが火喰い鳥の仕業であるなら、炎は火喰い鳥の口こう腔こうに吸いこまれていくはずだからだ。

「アーッハッハッハッハッ！」

　九条政宗の哄こう笑しようが響ひびいた。

　静華は正面に視線を戻し、歯は嚙がみした。

　九く条じよう政まさ宗むねは、全くの無傷だった。

　炎を消された驚おどろきが、静しず華かの中で疑問に変わった。

　不十分な状態で撃うったものとはいえ、静華の炎を至近距離で喰くらって無傷でいられるわけがない。

　術で防ぐにしても、あの一いつ瞬しゆんで静華の炎を完全に遮断するような結界を張ることは、橘たちばな春はる海みクラスの術者であっても難しいはずだ。

「残念だったねえ、都つ築づき静華」

　言って九条政宗は、にいと歯をみせた。そして、

「僕が、火ひ喰くい鳥以外にあんたの炎を防ぐ手段を用意していないとでも思っていたのかい？」

　剣を静華に向けた。

「便利だよ、この剣は。なんたって持ち主が攻こう撃げきされると、自動的に結界を張って守ってくれるんだから」

　九条政宗が言い終えると同時に、火喰い鳥の羽ばたきが静華の耳じ朶だを打った。

　静華は振り向きもせずに横に跳んだが、背後からの火喰い鳥の突進を避よけきることはできなかった。

　右肩を爪つめに打ち据えられ、静華は前のめりに倒れた。

「く……」

　九条政宗の傍らに着いた火喰い鳥が、勝利を宣言するように高らかに鳴いた。

「さあ、今度こそ本当のとどめだ」

　九条政宗が、再び剣を振りかざす。

　風が一際強く吹いたのは、刃やいばが静華の首めがけて突き下ろされた、まさにその瞬間だった。




　緑をたたえた木々が、さざ波のような音をたてる。

　彼は、吹きつける強風を全身で切り裂いて、九条政宗に横手から迫った。

　彼に気づいた九条政宗の細い目が、この上もなく見開かれる。

　赤い稲妻。

　九条政宗の目には、迫り来る彼の姿が、そのように見えた。

　九条政宗に肉にく薄はくした彼は、力いっぱいに握りしめた拳こぶしを、鋭するどい呼気とともに放った。

　それは、九条政宗の顔面をものの見事に捉え、

「あぶっ！」

　九条政宗の身体からだは、矢のような勢いで吹っ飛んだ。

　混乱したのか、あるいは怒ったのか、火喰い鳥が翼つばさをばたつかせて喚わめき出す。

　そんな火喰い鳥を尻しり目めに、彼は長い息を吐いて、静華の方に体たいを向けた。

　二本の足で槍やりのように真っすぐに立つ、炎の色の狼おおかみ。

　静しず華かが無意識のうちに呟つぶやいたのは、かつて相棒を務めていた男の愛称だった。

「直なおさん……」




　直なお雪ゆきが助けにきてくれたのだと、静華は疑いもなくそう思った。

　嬉うれしさと安あん堵どが胸に広がり、目頭が熱くなった。

　しかし、涙がこぼれるよりも先に、目の前に立つ赤狼が直雪ではないことを、静華は理解した。

「師匠」

　直雪であるはずがないのだ。

　直雪はもう、八年も前に死んでいるのだから。

「師匠らしくないですよ。あんな小物に、ここまで手て酷ひどくやられるなんて。……立てますか？」

「ああ……」

　直なお純ずみの腕に支えられて、静華は立ちあがった。

「どうってことないよ、この程度。一人で立てる」

　正直なところ一人で立つのは辛つらかったが、弟子に寄りかかるのも締しまらないからと、静華は直純から身体からだを離そうとした。

　けれど、「だめです」、直純は離してくれなかった。

　それどころか両腕で抱き寄せられてしまい、静華は直純の胸に顔を埋める形になった。

「都つ築づきの言ったとおりでした」

　直純のその言葉には、ため息が含まれていた。

「側そばに誰だれもいなかったら、師匠はきっと無む茶ちやな闘たたかい方をするって、都築は言ってました。大方わざと追いつめられて、敵の油断を誘おうなんて考えたんでしょう？」

　闘うための筋肉で盛りあがった胸に顔を埋めたまま、静華は視線だけをあげた。

　ずっと高い位置にある直純の目は、子供たちを諭さとす時に夏なつ彦ひこが見せる目に、少し似ていた。

「由ゆ花かちゃんは知ってたんですよ。月つき森もり家の中で自分だけが生き残ったことに、静華さんがずっと負い目を感じてきてたってこと」

　横手からの声。

　静華は、そちらに視線を向け、目を大きくした。

「へへー。来ちゃいましたー」

　直純と並んで、睦むつ美みがそこにいた。

　にっこりと笑う彼女の腕には、冬とう馬まが抱えられている。

「冬馬……」

「冬馬さんに怪け我がはありませんから、安心してください」

　冬とう馬まの顔がよく見えるようにと、睦むつ美みが身体からだの向きを変える。

　冬馬の寝顔を見たとたん、静しず華かの緊きん張ちようの糸は切れた。足から力が抜ける。

　直なお純ずみに抱きしめられていなかったら、その場に崩れ落ちていただろう。

「師匠」

　直純が、先程よりも真しん摯しな口調で言った。

「もし師匠が本当に、自分が生き残ったことを負い目に感じているのなら……師匠は、なにがあっても生き延びなくちゃいけないと思います」

　静華を抱く直純の腕に、力がこもった。

「生き残った者の肩には、生き残ることのできなかった人たちの分の荷物まで載っているんだって、俺おれはそう思います。だから──」

「……」

「だから、自分の命を軽んじるような闘たたかい方は、やめてください。負い目から逃げ出さないでください。亡くなった人たちのためにも、都つ築づきや冬馬……家族のためにも」

　直純の腕が緩ゆるむ。

「おまえごときに説教されるなんて……あたしもいよいよ年だね」

　直純からわずかに身体を離し、静華は微苦笑した。

「今みたいな青臭い台詞せりふは嫌いじゃないけど……おまえは他人に説教たれるまえに、女の抱き方を覚えた方がいいな」

「はい？」

「女を抱き寄せる時は、腕は腰に回すようにしろ。あんなふうに背中を圧迫されたんじゃあ、色気もへったくれもない。ただ息苦しいだけだ」

「こっ、こんな状況で他人ひとをからかうのはやめてください！」

　直純が、牙きばを剝むき出しにして怒鳴った。

「からかわれてるってわかってるのに、いちいち生き真ま面じ目めにリアクションするんだから、直なおくんも付き合いがいいよねー」

　睦美が楽しげに笑う。

　満まん身しん創そう痍いの静華にからかわれたうえに、睦美にまで笑われてしまった直純は、

「助けになんて来るんじゃなかった……」

　そっぽを向いて、嘆息した。

　と──。

「ひとを放っぽらかしにして、なごんでるんじゃあないよ」

　呻うめき交じりの低い声が、緩んでいた場の空気を強こわ張ばらせた。

　声の主に視線を向ける。

　火ひ喰くい鳥に背中を預けて立っている九く条じよう政まさ宗むねは、顔の下半分をしとどに濡ぬらしている鼻血を拭ぬぐいもせずに、血走った目を静しず華かたちによこしていた。

　打だ撃げき攻撃に対しては剣の結界は働かないのか、あるいは直なお純ずみの拳けん打だの威力が結界の防御力を上回っていたのか、どちらにしろ直純の一撃は効いていた。

　翼つばさをばたつかせて喚わめいていた火ひ喰くい鳥は、今はもう落ち着き、濃のう厚こうな殺気を振り撒まいている。

「あと一歩……あとほんの一撃で、母さんの願いが叶かなったっていうのに……」

　ゆらり、と九く条じよう政まさ宗むねの背中が火喰い鳥から離れる。

「殺す……殺してやる……」

　静華は手振りで、睦むつ美みに下がっているよう指示した。

　頷うなずいて駆け出す睦美。

「師匠も下がっていてください。あとは俺おれが引き受けます」

　庇かばうように前に立った直純に、「火喰い鳥はあたしがやる」、静華はそう答えた。

　火喰い鳥に炎は通じない。

　睦美はホワイトウルフだが、冷気を操ることには長たけておらず、戦力にはならない。

　レッドウルフである静華や直純が火喰い鳥を討つには、肉弾戦を挑むしかない。

　直純の腕力は静華に勝るが、それでも素手で火喰い鳥を倒すのは難しいだろう。

「いくら師匠でも、その怪け我がじゃあ……」

「一撃で仕留める。心配は無用だ」

「一撃で？」

「ああ」

　直純の二の腕を小突いて、静華は前に出た。

「おまえのおかげだ」

「え……？」

　目を丸くした直純を置いて、静華は九条政宗と火喰い鳥に向かって歩いていく。

　静華の傷は、深い。

　右腕は全く動かないし、足もふらついている。

　だが、炎を使っていなかったために、獣じゆう気きは十分に残っていた。

　これならば、火喰い鳥を倒せる。

　その方法は、直純が──否、直なお雪ゆきが教えてくれた。

「やれぇ！　あの女をコナゴナにしろぉ！」

　狂気じみた叫びをあげて、九条政宗が火喰い鳥の首の付け根を思いきり殴りつけた。

　甲高く鳴いて、火喰い鳥が翼を広げる。

　静華は足を止めて、左手を浅く握った。

　そして、その手──正確には掌てのひらの中心に、獣気を集中させる。

　獣気が一点に集まっていくにつれ、失血により鈍っていた知覚が研ぎ澄すまされていく。

　火ひ喰くい鳥の口こう腔こうから、光が奔はしった。

　刹せつ那なのうちに迫るその光を、静しず華かは一歩横に移動しただけで避さけた。

　主あるじに似たのか、火喰い鳥の殺気は濃こく、攻こう撃げきの先読みがしやすい。

　冷静に臨のぞめば、静華ほどの使い手ならば、今のように必要最低限の動きで避けることができる。

　あっさりと避けられたことが悔しかったのか、火喰い鳥は翼つばさをばたつかせながら再び光を撃うってきた。しかも立て続けに五発も。

　静華は、それらも全すべて無駄のない動きで避けた。

　後方には直なお純ずみがいたが、心配はしなかった。

　直純の実力ならば、この程度の攻撃、難なく避けられるはずだ。

　冬とう馬まを抱えて逃げた睦むつ美みは、はじめから火喰い鳥の射線軸に入っていないので、こちらも心配ない。

　なおも掌てのひらの一点に獣じゆう気きを集めつつ、静華はフッと笑い、言い放った。

「下手へたくそ」

　とたん、火喰い鳥が、まるで癇かん癪しやくを起こしたように激しく頭を振り始めた。

　開かれたままの嘴くちばしの奥に、これまでとは色の異なる光が生まれる。

　もう一度、フッと笑って、静華は地を蹴けった。

　黒髪を躍おどらせながら、火喰い鳥との間合いを詰める。

　火喰い鳥が首と胸をいっぱいに反らした。

　必殺の一撃のための準備動作なのだろうが、静華にとっては好都合だった。

　がら空きになった火喰い鳥の胸に掌を軽く押し当て、すぐに飛び退のく。

　次の瞬しゆん間かん、火喰い鳥がもたげていた首を地表スレスレに下ろし、光を撃ち出した。

　一面から夜の色が失うせるほどの、凄すさまじい光量。

　威力も比例しているのだろうが、どれだけ威力があろうと、火喰い鳥の攻撃が先読みしやすいものであることに変わりはない。

　光が撃ち出される半瞬前に、静華は射線軸から離れている。

　火喰い鳥の必殺の一撃は、夜気と地表だけを斬きり裂いて、彼方かなたに消えた。

　この時点で、決着は既についていた。

　火喰い鳥に背中を向けて、静華は呟つぶやいた。

「無む炎えん殺さつ」

　刹那、火喰い鳥の片かた翼よくが、くぐもった爆ばく発はつ音を響ひびかせて付け根から吹き飛んだ。

「な──!?」

　九く条じよう政まさ宗むねが目を剝むき、直純が息を吞のむ。

　それから数秒後、身体からだを斜めに傾かせ、小刻みに震ふるえていた火喰い鳥の、今度は背中と胸が同時に爆はぜた。

　肉片と羽根があたりに飛び散る。

　さらにその数秒後には、風船が破裂するような音をたてて頭部が四散し、火ひ喰くい鳥は崩れた。

　直なお純ずみの方に向かいつつ、静しず華かはパチンと指を鳴らした。

　火喰い鳥の身体からだが炎に包まれる。

　炎を吸収する能力を持っていようと、死んでしまえばただ大きいだけの鳥だ。

「こう臭みが強いんじゃあ、食えたもんじゃないね」

　直純の手前で足を止めた静華は、漂ってきた悪臭に表情を歪ゆがめた。

「師匠、さっきの技は……？」

　目と声に驚おどろきの色をたたえて訊たずねてきた直純に、

「無む炎えん殺さつ……おまえが知りたがってた、直なおさんの一番の技だ」

　静華は、そう答えた。

「さっきの技が、兄さんの……」

　驚きの色をさらに濃こくした目を、直純は燃え盛る火喰い鳥の死し骸がいに向けた。

「掌てのひらの一点に集中・凝ぎよう縮しゆくした獣じゆう気きを、敵の真ま芯しんに送りこんで炸さく裂れつさせる。獣気をありったけ使っちまうから一発外せばそれまでだけど、決まれば威力はご覧らんのとおりだ」

　直なお雪ゆきがこの技を編み出したのは、静華と九く条じよう政まさ親ちかの闘たたかいから、およそ二カ月後のことだった。

（あんたが炎の効かない敵に苦戦した、って話を聞いてな。炎に頼らない技があれば、また同じような敵とぶつかっても闘えるだろ？　欠点が色々とあるから、お世辞にも使い勝手のいい技とはいえないけど、教えてやるから、あんたも覚えておけよ）

　ふと直雪の笑顔と声が脳裏に甦よみがえり、静華は小さく笑った。

　当時の静華は、自分のせいで亜あ子こを死なせてしまったという自責の念にかられ、全すべての物事に対して無気力になっていた。

　静華は思う。直雪が修行場にこもりきりになってまで、二カ月弱という短い時間で無炎殺を編み出したのには、静華の体験から炎に頼らない技の必要性を痛感したという理由だけではなく、静華を励ましたいという気持ちもあったのではないか、と。

　功刀くぬぎ直雪は、そういう男だった。

──ごめんな、直さん。

　直純が駆けつけるまで、静華は無炎殺という技の存在を、すっかり忘れていた。

　由ゆ花かを傷つけられ、冬とう馬まを人質に取られたことで、やはり頭に血が昇っていたらしい。

「ありがとうございます、師匠」

　直純が浅く頭を下げた。

「師匠が見せてくれた技のおかげで、兄さんの実力を改めて思い知ることができました」

　兄を越えたいという思いが、より強くなったのだろう。

　直なお純ずみの目には、驚おどろきにかわって決意が漲みなぎっていた。

　静しず華かは、そんな直純に微苦笑しつつ、

──礼を言わなくちゃいけないのは、あたしの方だよ。

　心の中で言った。

　直純がいなければ、無む炎えん殺さつの存在を思い出すことのないまま、静華は殺されていた。無論、冬とう馬まも。

「あとは俺おれに任せて、師匠は休んでいてください」

　言って、直純が静華の前に立つ。それと同時に、

「あああああああああっ！」

　九く条じよう政まさ宗むねが叫びをあげた。

「なんでだ!?　なんで火ひ喰くい鳥がレッドウルフに負けるんだ!?　そんなのありえないことじゃないか！」

　まるで酔っ払いのように前後左右にふらふらしながら、彼は闇やみ雲くもに剣を振り回す。

「わかりやすい奴やつだな」

　静華の呟つぶやきに、「そうですね」、直純が同意する。

「九条政宗」

　直純の隣となりに並んで呼びかけると、九条政宗はピタリと動きを止めた。

「質問に答えろ」

　見開かれ血走った九条政宗の目が、静華に据えられる。

「おまえがあたしを狙ねらった理由は、父親の復ふく讐しゆうと、もう一つはなんだ？」

　九条政宗は言っていた。

　父親の復讐は、静華を狙う理由の半分にすぎないと。

　彼が静華を狙う、もう一つの理由──それは、知っておかなければならないことだ。

「母さんのためだ」

　九条政宗は、存外素直に答えた。

「僕が親父おやじを越える妖よう術じゆつ士しになること……それが母さんの望みなんだ」

「……母親は、今どうしている？」

「死んだよ。二年前にね」

　笑みを滲にじませた九条政宗の目は、涙に揺れていた。

「あんたに勝つことが、証あかしなんだ。僕がこの手であんたを殺せば、僕は親父を越えたことになる……母さんの望みが叶かなうんだ。だから──」

「師匠、下がって」

　直純にやんわりと肩を押され、静華は一歩下がった。

「だから、僕に殺されろおおおおお！」

　絶叫して、九く条じよう政まさ宗むねが走り出した。

　左手で剣を振りかぶり、右手から青白い火花を散らしながら、突っこんでくる。

　静しず華かは逡しゆん巡じゆんした。

　復ふく讐しゆう者である九条政宗は、本来なら静華自身が迎え撃うたなければならない相手だ。

　だが、もはや静華に闘たたかう力は残されていない。

　先程までは、冬とう馬まさえ助けることができれば、自分は死んでも構わないという気持ちがあった。

　けれど、今は違う。

　だから静華は、目の前の広い背中を小突いて、言った。

「任せる」

　直なお純ずみは頷うなずいて、両腕を胸の前で交差させた。




　父親を越えたいという九条政宗の気持ちは、理解できる。

　肉親を失うことの辛つらさもだ。

　共感できる部分は、ある。

　だが、容赦するつもりは直純には微み塵じんもなかった。

　無関係な由ゆ花かや冬馬を襲おそった時点で、九条政宗の挑戦は正当性を失っているし、なにより血まみれで倒れる由花の姿を思い出すと、それだけで全身の血が煮えたぎってくる。

「紅ぐ蓮れん闘とう衣い」

　昨日完成したばかりの技の名前を、直純は厳おごそかに呟つぶやいた。

　刹せつ那な、直純の全身を炎が包み、その熱に夜気が揺らいだ。

「死にさらせえええええ！」

　迫る九条政宗の右手から、激しい音を伴って雷光がほとばしった。

　それは、八方から直純に絡みつき──半はん瞬しゆん後に、消えた。

「──!?」

　絶句して立ち止まった九条政宗は、

「──うがあっ！」

　一拍おいて叫び、右腕を最上段から振り下ろした。

　その腕の動きに合わせて現れた三日月型の光が、キュンと高い音をたてて疾走する。

　それが鋼鉄をも断つ切れ味を秘めていることを、直純は瞬時に理解した。

　しかし、直純は一切の回かい避ひ行動を取らなかった。

　直純の反射神経をもってしても避よけきれる間合いではないし、なにより避ける必要がなかったから、動かなかった。

　勝利を確信したのだろう。九く条じよう政まさ宗むねは会心の笑みを浮かべたが──その笑みは次の瞬しゆん間かんに、いともあっさりと崩ほう壊かいした。

　光の刃やいばが、直なお純ずみを斬きり裂くことはなかった。

　交差させた腕に触れた瞬間、光の刃はガラスのように砕け散った。

　火の粉と燐りん光こうが、直純と九条政宗の間で瞬またたく。

「紅ぐ蓮れん闘とう衣い」

　先程と同じように呟つぶやいて、直純は両腕を下ろした。

　紅蓮闘衣──防御力を付与した炎を全身に纏まとうこの技は、接近戦を極めるために編み出した技だ。

　完成して間もないので、実戦で使うのは無論これが初めてだが、期待どおりの防御力を発揮してくれた。

「今のが、貴様の一番の術か？」

　極寒の地にいるかのように、前歯をガチガチと嚙かみ鳴らしている九条政宗を見据え、直純は言った。

「不完全燃焼で終わりたくないのなら、次の一いち撃げきは全力でこい」

　九条政宗が吠ほえた。

「何様のつもりだあああ！　貴様あああああ！」

　剣を投げ捨て、左右の手を重ねて直純に向ける。

　と、直純と九条政宗のちょうど中間あたりに、子供の拳こぶしほどの大きさの黒い点が浮かびあがった。

　夜の色よりもさらに暗いその黒点は、オーラのようなものをゆらゆらと昇らせながら膨ぼう張ちようしていく。

　直純は腰の位置を下げ、纏う炎を一層に猛たけらせた。

　九条政宗の黒点が振り撒まく魔ま力りよくと、直純の炎が発する熱がせめぎ合い、風の流れを歪ゆがませる。

「お望みどおりくれてやるぞぉ！　親父おやじですら修得できなかった術だぁ！」

　直径二メートル程に膨ふくれあがった黒点から、闇やみが噴ふん出しゆつした。

　それは鉄砲水さながらに直純を吞のみこみ、たちまちのうちに紅蓮闘衣を剝はぎ取った。

　とたん、刃物で斬りつけられたような痛みが四肢に、焼けた箸はしを突っこまれたような痛みが左の脇わき腹ばらに、そして鈍器で殴られたような痛みが額ひたいと背中に走ったが、直純は呻うめきの一つすら洩もらすことなく、それらの痛みに耐えた。

　間もなく闇の奔ほん流りゆうは、直純の周囲と後方の地面をごっそり削って、消滅した。

　直純は両腕を下ろして、息を吐いた。

「な、何だ……？」

　九条政宗が表情を凍らせる。

「何なんだ、おまえは……？」

　答えず、直なお純ずみは踏み出した。

　一歩進む度に多量の血が滴り落ちて、直純が歩いた後に赤い道が作られていく。

「く、くるな……」

　身体からだ中に浅からぬ裂傷や火傷やけどを負ってはいたが、直純の歩みに揺らぎはなかった。

「たいした魔ま力りよくだな。効いたぞ」

　抑揚なく言って、直純は二つの拳こぶしを握りしめた。

「だがな、都つ築づきと師匠が味わった痛みは、こんなものじゃない」

「くるな……！　くるな……っ！」

　後じさりつつ、九く条じよう政まさ宗むねは剣を拾いあげる。

「おまえがこれから味わう痛みも、こんなものじゃない。こんなものじゃすまさない」

　牙きばを剝むいて、直純は地を蹴けった。

　九条政宗との間合いは、瞬しゆん時じにしてゼロになる。

「いあああああああああ！」

　悲鳴と雄お叫たけびが混ざったような声をあげて、九条政宗が斬きりかかってくる。

　不必要に大振りで、腰も全く入っていない素人しろうと斬ざん撃げき。

　半身を軽く撚ひねって避さけた直純は、

「おおおおおおおおおおっ！」

　拳けん打だの雨──いや、嵐あらしを、九条政宗に見舞った。

　静しず華かの炎を阻んだ剣の結界は、この時も働いていたが、直純の拳は易やす々やすとそれを突き破り、九条政宗の全身に炸さく裂れつした。

「ぶげあっ！」

　蹴りあげられた空き缶さながらに、九条政宗の身体は宙高く舞い──落ちた。

「悪くない腕だが……師匠に挑むのは、十年早い」

　直純のその呟つぶやきは、風に乗って静華にまで届き、彼女を微苦笑させた。




「平日の水族館ってのは、なかなかにいいもんだな」

　パンフレットを広げつつ、静華は言った。

「そうですね」

　水すい槽そうの隅で全く動こうとしないピラルクを見つめていた直純が、静華の方を向いて答えた。

「由ゆ花かとは、何回か来たことがあるんだろ？」

「ええ。来たというか、連れてこられたというか……」

「イルカが好きだからね、あの子は」

「本人曰いわく、月に一度はイルカを観みないと、米が美味おいしく食べられなくなるんだそうです。将来はイルカと結婚したいとも言っていました」

「なるほど。ってことは、イルカはおまえの恋敵になるわけだ」

「なんでそうなるんですか」

　直なお純ずみは口をへの字に曲げて、再び水すい槽そうに顔を向けた。

　小さく笑って、静しず華かはパンフレットを適当に折りたたみ、直純のジーンズのポケットに突っこんだ。

「自分のポケットにしまってください」

　直純が文句を言ったが、「イルカもアシカも観みたし、次はウミウシ館に行くぞ」、無視して、静華はさっさと歩き出した。

「ウミウシ館……」

　直純が、なぜか嫌そうな声を出したが、静華は構わず先へ進んだ。

　九く条じよう政まさ宗むねの襲しゆう撃げきから十日が過ぎたこの日、静華はアルバイトが休みの直純と二人で、水族館を訪れていた。

　誘ったのは、静華。

　別段、目的があってのことではない。

　直純と二人で出掛けるのも、たまにはいいかもしれない。

　ふと、そんなふうに思っただけだ。

　突然の誘いに、さすがに面食らっていた直純だったが、「俺おれでよければ、お供します」、嫌がらずについてきた。

　平日の昼間ということで、客の姿はまばらだった。

　何度か子供連れで来たことがあるが、どの時も混み合っていて、じっくり魚を観ることはできなかった。

　子供を平然と走り回らせている常識のない親の多さに、辟へき易えきさせられたものだ。

　今日のように、ゆっくり魚を観られるのは、本当に久しぶりのことだ。

　しかも、それなりに見目のいい若い男が一緒なのだから、より気分がいい。

　三み十そ路じの坂を越えたとはいえ、静華のプロポーションは微み塵じんも崩れていない。肌の張りでも由ゆ花かに負けていない自信がある。

　直純との関係が他ほかの客の目にどのように映っているのか、訊きいてみたいところだ。

「師匠、ウミウシ館はあっちです」

　静華の三歩後ろを歩いていた直純が、隣となりに並んで屋外への通路を指さす。

「ん」

　直純に従って屋外に出たところで、「ああ、そうだ」、静華は立ち止まった。

「なんです？」

　直純も足を止めたが、通路の手前で立ち話するわけにもいかないと、静華は横手に並ぶベンチを視線で示し、そこに移動した。

　並んで腰掛ける。

　正面の空に浮かぶ西に傾きはじめた太陽が、少し眩まぶしい。

「昨日、橘たちばなさんから連絡があった。九く条じよう政まさ宗むねの処遇が決まったそうだ」

「やはり、死罰ですか？」

「いや。当面は本山に拘禁。それで態度が改まるようであれば、二度と術を使えないよう処置を施して、解放だそうだ」

「そうですか……変わりましたね、『院いん』も」

「そうだな」

　答えつつ、静しず華かはタバコとライターをポケットから取り出した。

　直なお純ずみがうるさいので、ライターで火を点つける。

「五ご堂どうさんが『長おさ』になる以前の『院』だったら、間違いなく死罰だったろうな」

「あの男……自分の行いを省みるでしょうか？」

　ふーっと煙を吐いて、

「それは、ないな」

　静華はきっぱりと答えた。

　九条政宗は、自らの不遇の全すべてを静華のせいにして生きてきた。

　静華を殺すことで自分は幸せになれるのだと、そう信じて生きてきた。

　その認識は、九条政宗という人格の最も深い部分にまで根を張っている。

　一度返り討ちにあった程度で朽ちるほど、その根はもろくないだろう。

──あいつの不遇があたしのせいだ、ってのは、間違いじゃないしね。

　九条政宗の父親を殺したのは、他ほかならぬ静華だ。

　静華が九条政まさ親ちかを殺さなければ、今回の闘たたかいは起こらなかった。

　だが、静華は、九条政親を殺したことを後悔はしていない。

　九条政親は生かしておくわけにはいかない男だったし、なにより静華があの闘いを否定してしまったら、静華を庇かばって倒れた亜あ子こまで否定してしまうことになる。

　二、三度口をつけただけのタバコをベンチ脇わきの灰皿に捨てて、静華は立ちあがった。

「覚えておきな。闘えば闘った分だけ恨まれる。おまえが今、身を置いているのは、そういう世界だ」

　そして、直純に顔を向けることなく言う。

「一度その世界に身を置けば、退いたところで恨みは容赦なく追ってくる」

「師匠……」

「強くなれ、ってことだ」

　そこで一度言葉を切って、静華は直純の方を向いた。

「敵にも自分にも、喰くわれないようにな」

　直なお純ずみは姿勢を正し、

「はい」

　力強く頷うなずいた。

──やっぱり、兄弟だな。

　直純の、どこまでも真っすぐな眼まな差ざしに、静しず華かは微笑した。

　直純と初めて会った時、直なお雪ゆきと似ているのは容姿だけだと思った。

　だが、それは誤りだった。

　根っこの部分で、直雪と直純は、やはりよく似ている。

　九く条じよう政まさ宗むねとの闘たたかいで、静華はそれを強く感じた。

　直純と出掛けようと思った裏には、直雪に甘えたいという心理が、あるいはあったのかもしれない。

「直純」

　静華は、ちょいちょいと人差し指を振って、直純を招いた。

　そして、「はい？」、無防備に近づいてきた直純の腕に、さっと自分の腕を絡めた。

　すると直純は、まるで鼻先に拳けん銃じゆうでも突きつけられたような形相で後じさった。

「し、師匠!?」

　静華は、ぐいっと直純を引き戻し、片足を思いきり踏みつけた。

「──！」

　声にならない悲鳴をあげて、直純はうずくまる。

「女に腕を組まれて、逃げ腰になるやつがあるか」

　直純は無言。というか、痛みのあまり声が出せないらしい。

　無防備な後頭部を一発引っぱたいて、静華はまた腕を引っ張り、直純を立たせた。

「し……しょ……サ、サンダルで踏むのは……ひ、ひどすぎ……」

「本当によく似てるよ。おまえと直なおさんは」

「は、はい……？」

「女の扱いがど下手へたなところまで、そっくりだ」

　静華は笑って、バッグからハンカチを取り出し、それで直純の額ひたいに滲にじむ脂汗を拭ぬぐった。

　青かった直純の顔が、みるみるうちに赤くなっていく。

　ハンカチをバッグに戻すと、静華は改めて直純の腕に自分の腕を絡ませた。

「今日は一日、あたしに付き合ってもらうよ」

　ちらりと見あげられた直純は、さらに顔を赤くして目を逸そらした。

「目を逸らすな。聞きたくないのか？　直さんのこと」

「兄さんのこと……？」

　直なお純ずみの目が、さっと静しず華かに戻った。

「ああ。直なおさんが実際に闘たたかってるトコ、見たことないんだろ？」

「ええ……」

「あたしが直さんと組んでた期間は短かったけど、結構な数の敵と闘ったからね。どんな敵がいて、どんな技で立ち向かったのか……直さんの闘いぶり、聞きたくないか？」

「聞きたいです！　聞かせてください！」

　即答した直純の目は、おもちゃの山を与えられた子供のように、キラキラと輝かがやいていた。

　静華は苦笑した。

「いいよ、聞かせてやる。けどその前に、まずはしっかりとデートの相手を務めてもらうよ」

「デートって……」

「ちなみに設定は、美人教師と男子高校生の許されざる恋、だ」

「設定!?」

「ほら、硬直してないで、さっさとエスコートしな」

「え……あ……うわっ！」

　静華に三度腕を引っ張られた直純が、派は手でにつんのめる。

「歩くこともまともにできないのか、おまえは」

　直純にエスコートを期待するのは、諦あきらめた方がよさそうだ。

「引きずられたくなかったら、しっかり歩きな」

　とりあえずは、ウミウシ館へ。

　その後、適当に街をぶらついたら、行きつけの居酒屋で閉店時間まで飲む。

　夏なつ彦ひこと子供たちは、由ゆ花かに任せておけば問題ない。

　今日は、久々に不良主婦モード全開でいく。

「師匠、ちょっ、待っ──靴紐ひもが……」

　直なお純ずみが制止の声をあげたが、静しず華かは止まらなかった。




　静華に深夜まで付き合わされた直純は、翌朝、歩くこともままならないほどの酷ひどい二日酔い状態で由花との組み手に臨のぞみ、また一つ黒星を更新した。
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　　　プロローグ




　その寺院は、観光ルートから外れた道なき道の奥にあった。

　否、打ち捨てられていたというべきか。

　本堂と庫く裡りはともに焼け落ちており、剝むき出しの本ほん尊ぞんも上半身が失われている。

　鐘しよう楼ろうに焼けた形跡は見られないものの、柱の一本が折れて屋根が傾き、その下に転がっているひび割れた梵ぼん鐘しようには、苔こけがびっしりと生えている。

　住まう者、参る者がいなくなってから、かなりの時が経たっているようだった。

　行く手を阻む杉の群れの隙すき間まを無理やりに通り抜け、伸び放題の野草をかきわけて、燐りんはこの場所へとやってきた。

「間違いないわ」

　太刀たちに手をかけて不意打ちに備えつつ、燐は改めて視線を巡らせた。

　寺院全体を囲うように聳そびえている杉の葉の色が、悪い。幹がボロボロになっているものも多い。腐っているのだ。

「ここが、瘴しよう気きの発生場所……」

　ケーブルカーを降りてすぐのあたりの木々は七月に相応ふさわしい青さをたたえていたが、この一帯はどうだ。

　木々、草花、土──そのいずれもが腐っている。鳥の声も虫の声も聞こえない。

　真しん言ごん宗しゆうの総本山として知られる高こう野や山さん。その深部は瘴気に冒されていた。

『桜さくらの妖よう魔ま』を追って全国を渡り歩いていた燐は、この地でたびたび異い形ぎようが目もく撃げきされているという話を聞きつけ、訪れた。

　高野山は過去に二度探索していずれも外れだった場所なので期待はしていなかったのだが、今回は当たりだった。

　燐は視線を巡らせるのをやめて、眉まゆ根ねを寄せた。

　瘴気は、魔物や妖魔──それも相当に大きな力を持ったものが振り撒まくもの。

　瘴気の発生場所が、この朽ちた寺院であることは間違いないというのに、肝心の『桜の妖魔』の姿が見当たらない。

　いるはずなのだ。土と植物を腐らせ、鳥や虫を遠ざけた瘴気は、今この時もこの寺院の敷しき地ち内から噴ふき出しているのだから。

　術なり特殊能力なりで姿を隠しているのか、あるいは──。

　燐は警けい戒かいを解くことなく焼け落ちた本堂の前まで歩くと、右手に一枚の呪じゆ符ふを呼び、宙に投げ放った。

　呪符は空気と同化するように消えた。

　それから数秒後、上半身のない本ほん尊ぞんから石ころに至るまで、寺院の敷しき地ち内に存在する全すべてのものが淡く発光しはじめた。

　燐りんは目を細め、光が治まるのを待った。

　呪じゆ符ふにこめられていたのは、『暴き』の術。

　文字どおり、術によって隠されているものを暴き、さらす術。

　光は徐々に薄うすれていき──。

　そして、境けい内だいの中央にそれが現れた。

　半径一メートルほどの円。中には複雑な模様がいくつも組み合わされて描かれており、全体が青く輝かがやいている。

　それは、扉だ。何者か──恐らくは瘴しよう気きの主が、術によって創成した空間へと続く、扉。

　その手前まで歩いた燐は、ヒリヒリとした痛みを肌に覚え、顔をしかめた。

　扉──法陣から瘴気が噴ふき出していた。

　間違いない。瘴気の主は、この法陣の向こうにいる。

　太刀たちを握る手に、自然と力がこもった。

　手て強ごわい。

　空間を創成する──それは、これまでに闘たたかってきた『桜さくらの妖よう魔ま』の中でも最強であった、逢おう錬れんにすらできなかった芸当だ。

　それに、この瘴気。

　怖い、と燐は思った。

　だが、逃げたい、とは微み塵じんも思わなかった。

　燐にとって『桜の妖魔』を滅ぼすことは、桜の傀儡くぐつとして奪ってきた数多あまたの命に対する贖しよく罪ざいであると同時に、桂けいが与えてくれた未来を胸を張って生きていくための闘いでもある。

　背中を向けることはできない。

　渇いた唇を舐なめ、黒塗りの鞘さやから魔ま剣けん・絶ぜつを抜き放って、燐は法陣の中へと足を踏み入れた。










　　　Ⅰ．《母》




　異質な空が広がっていた。

　太陽も月も星も雲も、その空には存在していない。

　あらゆる色が、混ざり合うことなく渦巻いているだけ。

　燐りんが降り立ったのは、そんな空の下だった。

　蒼あおい瞳ひとみを空から正面に移す。

　二人並ぶのがやっとという細い道が一本、真っすぐに伸びている。終わりは見えない。

　道の両側は、やはり終わりが見えないほどに高い、漆しつ黒こくの石いし壁かべ。

　燐は振り返り、すぐに正面に向き直った。そして歩き出す。

　背後にあったものは二つだけだった。

　この造られた世界と『外』とを結ぶ扉である法陣と、道の両側に聳そびえているのと同じ石壁。

　左右にも後ろにも道がないのであれば、正面の道を往いく以外にない。

　歩き始めて間もなく、燐は吐き気に見舞われた。鞘さやを握る左手の甲で口元を覆おおう。

──なんて瘴しよう気きなの……。

『外』とは比較にならない濃こい瘴気が、熱帯雨林さながらの蒸し暑い風に乗って、前方から流れてきている。

　息を吸う度に吐き気が増していく。暑さによるものとは別の汗が全身に滲にじむ。

　これ以上進むなと、燐の中のなにかが警けい告こくしている。

　しかし、燐は引き返しも止まりもしなかった。

　果ての見えない道を、ひたすらに進む。

　十分歩いても二十分歩いても、果てはおろか岐路さえも見えてはこなかったが、燐はこの道が無限に続くものであるとは思わなかった。

　先に進むにつれ瘴気が濃くなっているのが、その証拠だ。

　吐き気とシャツが肌に張りつく不快感に耐えながら、燐はさらに歩き──。

　唐突に、それは起こった。

　目に映る光景が一いつ瞬しゆんにして一変したのだ。

　見開かれた蒼い瞳で、燐は眼前に現れたそれを見あげた。

　それは、一本の巨大な樹きだった。

　空に届くほどに高く、幹は視界をすっかり塞ふさいでしまうほどに太い。

　無数に生えた葉のない枝も、その一本一本が大だい樹じゆの幹さながらに太い。

　幹の中央には、苦く悶もんに満ちた女の顔が数十──いや、百個以上もある。

　燐は目を見開いたまま後ずさった。

　樹きの巨大さにも人面にも戦せん慄りつを覚えたが、なによりも燐りんを怯ひるませたのは、根だった。

　正確には、根に抱えられていたもの。

　巨大樹じゆの根は幾本かが地上に現れており、枝よりもさらに太いその根は、赤みがかった半透明の球体を抱えていた。

　半径だけで十メートルはあるだろう球体の表面には、血管のようなものが張り巡らされており、それが規則正しく脈打っている。

　中には影が見えた。胎児のように身体からだを丸めている、巨大な獣けものの影が。

　燐は、さらに後ずさった。

　たまらなく気持ちが悪い。手と膝ひざが意志とは無関係に震ふるえる。

　巨大樹が現れたとたん、瘴しよう気きがいっそう濃こくなった。

　だが、瘴気の源は巨大樹ではない。

　普通の人間ならば数秒浴びただけで病んでしまうだろう濃のう厚こう極まる瘴気を発しているのは、巨大樹の根に抱えられている球体だ。

「あれは、胞衣えな……なの……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた直後、上から声が降ってきた。

「よくぞ来た！」

　燐は振り仰いだ。

　巨大樹の枝の一本に、いつの間にか人ならざるものの姿があった

　山やま伏ぶしのような格好をした、狼おおかみ。二本の足で立っているが人じん狼ろうではない。瞳ひとみのない真っ赤な眼めが、それを示している。

「《母》の守しゆ護ごの任を賜たまわって幾いく星せい霜そう……ついに、ついに我に出番が訪れたっ！」

　妙に甲高い声で、「コケーッ！」と鶏にわとりのように鳴いて、狼は枝を蹴けった。空中で軽やかに三回転して、燐の眼前に着地する。

　そして、やはり甲高い声で名乗った。

「我が名は狗ぐ賓ひん！　火か車しや様の高弟にして、《母》と《混こん沌とん》の守しゆ護ご者なり！」

「火車……！」

　狗賓は初めて聞く名前だったが、火車という名前には覚えがあった。

『桜さくらの妖よう魔ま』の中には、かつて闘たたかった逢おう錬れんのように、桜が直接名付けたものが数体存在する。火車もその一体だ。

「火車が、この空間の主ぬしなのですか!?」

　剣先を狗賓に向け、強い口調で問う。

　狗賓は、また「コケーッ！」と鳴いて、答えた。

「その問いの答えは、是であり否だ！」

「どういうことです？」

「教えてやろう！」

　三度、狗ぐ賓ひんは「コケーッ！」と鳴いた。

「この空間を創成せしは《母》であるが、我らの導みちびき手は火か車しや様にあらせられる！」

「《母》……？」

　狗賓は振り返って、聳そびえる巨大樹じゆを勢いよく指さした。

「あの大樹こそが《母》！　我と数多あまたの同胞の母にして、《混こん沌とん》の母となるもの！」

　燐りんに背中を向けたまま狗賓は叫ぶ。

　余裕なのか、ただ迂う闊かつなだけなのかわからないが、どちらにしろ倒すのは訊きくべきことを訊いてからだ。

「火車様は、我に《母》を守しゆ護ごせよと命じられた！」

　燐は狗賓の動きに注意しつつも、《母》と呼ばれた巨大樹を改めて見あげた。

　狗賓は、あの巨大樹が狗賓と同胞の母であると言った。

　そのまま受け取るのであれば、あの巨大樹が『桜さくらの妖よう魔ま』を産み出しているということになる。

　幹に浮かぶ無数の女の顔から、根に抱えられた球体に目を移す。

　あの球体が胞衣えなであることは、間違いないようだ。

──では、中に見える獣けものの影は……。

『桜の妖魔』ということになる。

「《母》も『桜の妖魔』なのですか？」

「いかにも！」

「では《母》は、どのようにしてあなたと同胞を産み出したのです？」

「そんなことは決まっている！」

　狗賓はくるりと振り返ると、両手を高く掲げた。

「我らは混合によって産まれし者！　外界より同胞が持ちこんだ人間や獣を《母》に与え、混合させるのだ！」

　そして、「コケーッ！」と鳴いた。口くち癖ぐせのようなものらしい。

「これまでに《母》が産み出した『桜の妖魔』は、どれだけいるのです？」

「正確にはわからぬが、十や二十ではきかぬぞ！」

　燐は痛みに耐えるように眉み間けんに皺しわを刻んだ。

『桜の妖魔』が『桜の妖魔』によって産み出されていた。

　信じられない──信じたくない事実。

　だが、長く抱えていた疑問が解消された。

『桜の妖魔』と闘たたかい始めて二、三年が経たったあたりから、燐には疑問に思っていたことがあった。

　それは、『桜さくらの妖よう魔ま』の数だ。桜が造った合成獣じゆうはかなりの数に上るが、その大半は桜自らの手により処分されており、封印されたのはごく一部だけのはずであった。

　にもかかわらず、十体倒しても二十体倒しても、『桜の妖魔』が滅びることはなかった。

　多すぎる。

　一体、『桜の妖魔』は何体いるのか。

　その答えは、最悪なものだった。

「《母》が産み出せる『桜の妖魔』の数に、限りはないのですか？」

「いかにも！」

　狗ぐ賓ひんは両手を腰に宛あてがい、これでもかと胸を張った。

　こちらの質問にいちいち答えてくれるのは、ありがたい。

「だが、《母》が同胞を産むのは、《混こん沌とん》が最後であると火か車しや様は仰おつしやられた！」

「《混沌》……？」

　狗賓の台詞せりふに何度か登場した言葉。

《母》から産まれるということは、やはりその《混沌》も『桜の妖魔』ということか。

「《混沌》！　《混沌》について聞きたいか！　ならば教えてやろう！」

　興こう奮ふんしているのか、「コケッ！　コケーッ！　コココココケーッ！」、狗賓はこれまでよりも高い声で鳴いた。

「《混沌》！　それすなわち、その血肉を百と八の同胞によって成すものなり！　究極の存在にして、我らの王となるものなり！」

　燐りんは息を吞のんだ。

　血肉を百と八の同胞によって成す──つまりそれは、《混沌》は一〇八体もの『桜の妖魔』を合成させて造られた合成獣ということか。

　だとすれば、《混沌》はかつてない──『桜の妖魔』を超越した『桜の妖魔』ということになりはしないか。

　より詳しく訊きこうとしたが、先に狗賓が声をあげた。

「我が名は狗賓！　火車様の高弟にして、《母》と《混沌》を守しゆ護ごする者なり！」

　再び両手を高く掲げる狗賓。すると、その手の上に金属製の棒が現れた。

　己の背丈よりも長いそれを振りかぶって、狗賓は向かってきた。一いつ瞬しゆんにして間合いを詰められる。

　かなりの速さだが、見切れないほどのものではなかった。

　顔面めがけて繰くり出された突きを体たいを沈めて避さけた燐は、膝ひざを伸ばしつつ太刀たちを振るい、金属棒を半ばから断ち斬きった。

「コ、コケッ!?」

　そして、驚おどろきの声をあげた狗賓の胸に柄つか頭がしらを突き入れた。

「コ……コケ……」

　狗ぐ賓ひんは呻うめいて、その場に崩れた。

　二つに分かれた金属棒が、狗賓の手からこぼれて転がった。

　燐りんは狗賓の喉のどを鷲わしづかみにして押し倒すと、疼うずいているだろう胸に太刀たちを突きつけた。

「これから私のする質問全すべてに偽りなく答えるのであれば、とどめは痛みのないように刺すと約束しましょう」

　狗賓が喋しやべれるよう、喉のどを押さえる手を緩ゆるめた。

　狗賓は応とも否とも答えず、ぎゅっと目をつむった。

「要求を拒否するのであれば、手足を斬きり落としますよ！」

　凄すごんで、燐は狗賓の胸に太刀を浅く食いこませた。

　嬲なぶるような真似まねはしたくないが、手段を選んではいられない。

　狗賓の眼めが、ゆっくりと開いた。

「……？」

　燐は眉まゆ根ねを寄せた。

　真っ赤だったはずの狗賓の眼の色が、変色していた。虹こう彩さいは白く、そのまわりは黒い。

　笑むように、狗賓の口の端が吊つりあがった。

　次の瞬しゆん間かん、燐の額ひたいから血が噴ふいた。

「──!?」

　目を剝むいて、燐は狗賓から飛び退のいた。

　額に触れる。鋭えい利りな刃物で斬りつけられたような傷が生まれていた。

　そこから勢いよくあふれ出る血が、指先と顔を濡ぬらしていく。

「な……に……？」

　一体、我が身になにが起きたというのか。

　攻こう撃げきを受けた感覚はなかった。なのに、いきなり額が割れた。

「邪じや眼がん……自らの魔ま力りよくを、眼を通じて相手の体内に送る技だ」

　その声は真後ろから聞こえた。

「──！」

　燐は太刀を薙なぎ払いつつ振り返った。

　目にも留まらぬ剣けん閃せんだったが、男は造作もなく避よけた。

「狗賓の邪眼をまともに喰くらいながら、その程度の傷で済むとは、並の魔力の持ち主ではないということか」

　男が薄うすく笑った。

　飛び退いて、燐は血が目に入らぬよう額をきつく押さえた。そして、まじまじと男を見る。

　二十代の後半といったところだろうか。中背で瘦そう軀く。高級そうなスーツを適度に着崩している。

　面差しはやわらかだが、その眼めは人間のものではなかった。

　中央が縦たてに切れあがった、猫のような瞳ひとみ。色は黄味の強い金。
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「か、火か車しや様！」

　叫んで、狗ぐ賓ひんが跳び起きた。

「火車……」

　燐りんは左手で額ひたいを押さえたまま、右手一本で太刀たちを中段に構えた。

　ずきん、ずきんと規則的に疼うずいている額からは、まだ血があふれている。

「よくここまで来たな、女」

　火車は再び薄うすく笑った。

　面差しはやわらかだというのに、その笑みには温かみが全くない。

「答えなさい、火車。《混こん沌とん》なるものを産み出して、あなたはなにをしようとしているのです？」

　火車の猫目がスッと細まり、横手で片かた膝ひざをついている狗賓を見た。

「要らぬことを喋しやべったようだな、狗賓？」

「コ、コケッ！」

　ぶるっと身を震ふるわせて、狗賓は叩こう頭とうした。

「も、申し訳ありません、火車様！　この狗賓、不覚にもあの女の巧みな話術にかかり、《混沌》の存在を口にしてしまいました！」

「……」

　燐は話術など一切用いていない。《母》のことも《混沌》のことも、狗賓が半ば勝手に喋ったのだが──そんなことはどうでもいい。

「《混沌》をどうするつもりなのです!?」

　火車の視線が燐に戻る。

　火車は言った。

「この世界に混沌をもたらす」

「どういう意味です？」

「《混沌》が、全すべてを混沌に変える」

「……？」

　まだ、意味がわからない。

「我々は、生命の混合によって産まれしもの……すなわち混沌だ」

　燐はハッとなった。

「理解したようだな」

　火車が歯を見せた。

「なんという……ことを……」

　震ふるえが走った。

　火か車しやは、究極の合成獣じゆうともいうべき《混こん沌とん》の力によって、生ける者全すべてを合成獣に変えようというのだ。

「そうだ！　全ての生命は混ざり合い、歪ゆがむのだ！　この俺おれと同じように！」

　火車は両腕を広げ、高らかに言った。

　燐りんは額ひたいから左手を離すと、しとどに濡ぬれたその手を太刀たちの柄つかに添えた。

　そして、きっぱりと言った。

「させません」

　中段に構えていた太刀を、上段に構え直す。

　火車が声をたてて笑った。

「火車様！　あの女の始末は、この狗ぐ賓ひんめに！」

　狗賓が立ちあがろうとしたが、火車はそれを手で制し、三つの名前を叫んだ。

「牛ぎゆう鬼き！　水すい虎こ！　土つち蜘ぐ蛛も！」

　とたん、火車の左右の空間が水面のように揺らいで、そこから三体の異い形ぎようが姿を現した。

　斬きりかかろうとしていた燐は、「くっ」と呻うめいて踏みとどまった。

　構えを中段に戻し、三体の異形を順に睨ねめつける。

　火か車しやの左手に現れた『桜さくらの妖よう魔ま』は、三メートルを優に超える巨体だった。

　鬼を彷ほう彿ふつとさせる隆々とした身体からだの上にある頭は、牛。二本の太い角が威い嚇かくするように正面に伸びている。これが牛ぎゆう鬼きだろう。

　反対側──火車の右手には、異様に髪の長い女がいた。

　女といっても、それは上半身だけのことで、しかも美しさは微み塵じんもなかった。

　見開かれた眼めはひどく血走っており、端が耳の間近まで切れあがった口には肉食獣じゆうさながらの牙きばが並んでいる。そして下半身は巨大な蜘蛛くも。艶つやも水気もない灰色の髪が、その蜘蛛の下半身をすっかり覆おおっている。土蜘蛛だ。

　同じく火車の右手──土蜘蛛の斜め後ろに立つ『桜の妖魔』もまた、長い髪の持ち主だった。

　こちらは、顔のほとんどが隠れてしまっているので、男であるか女であるかはわからない。

　牛鬼ほどではないが、やはり上背があり、四肢は丸太のように太い。背中には甲こう羅ららしきものが見える。

　牛鬼でも土蜘蛛でもないのだから、この『桜の妖魔』は水すい虎こということになる。

　燐りんは火車に視線を据え、奥歯を嚙かみしめた。

　目頭に入った血が、否いや応おうなく目をすがめさせる。

　額ひたいの傷うずも疼うずきがひどくなっていた。痛みが走る度に声が洩もれそうになる。

　状況は最悪だった。

　桜に名前を与えられた『桜の妖魔』である火車。新たに現れた三体の『桜の妖魔』。狗ぐ賓ひんとて侮れる相手ではない。

「くっ……」

「残念だったな」

　水虎が口を開いた。低く、落ち着いた声。

　続いて、土蜘蛛が嘲ちよう笑しよう交じりに言った。

「もう半日遅ければ、《混こん沌とん》が産まれる瞬しゆん間かんに立ち会えただろうにねえ」

　こちらの声はしゃがれている。

「半日……」

　それが、《混沌》誕たん生じようまでの時間。

「女、おまえはもはやなにも気にする必要はない」

　火車が猫目を細め、そして見開いた。

「この空間に立ち入った時点で、おまえの命運は尽きているのだからな！」

　火車の言葉が終わると同時に、牛鬼が空に向かって凄すさまじい咆ほう哮こうをあげた。狗賓が、「コケーッ！」と続く。

　水虎は力士のように構え、土蜘蛛は灰色の髪をざわざわと波打たせた。

　対する燐は、さらにきつく歯を食いしばって、太刀たちを頭上高くに放り投げた。

　そして、左右それぞれの手に呪じゆ符ふを五枚ずつ呼ぶと、正面にばら撒まいた。

　呪符は強く光って、その姿を紙から人──燐りんへと変じた。

　燐と火か車しやたちの間に現れた十人の燐が、一斉に太刀たちを構える。

　自らの分身を生み出す術──具ぐ現げん分ぶん身しんだ。

　驚おどろきが、火車たちの動きを一いつ瞬しゆん止めた。

　本体の燐は、落ちてきた太刀を中空でつかむや否や駆け出した。

　それと全く同時に、分身たちも地を蹴けった。

　十人の燐は火車たちに向かい、一人の燐は逆へと走る。

「惑わされるな、安い術だ！」

　火車が叫んだが、その時には既に分身たちは火車たちの懐ふところに飛びこんでいた。

　本体の燐は、全力で走りつつ念じた。

　刹せつ那な、分身たちは蒼あおい炎を全身から噴ふいて炸さく裂れつした。

　狗ぐ賓ひんの、例の「コケーッ！」という声が、爆ばく発はつ音に混じって、かすかに聞こえた。

　燐は振り向いて攻こう撃げきの結果を確認することもしなかった。

　結果は確認するまでもなかった。

　分身たちの魔ま力りよくは、分身の数が多ければ多いほどに落ちる。自爆させたところで『桜さくらの妖よう魔ま』を仕留めることなどできはしない。

　だが、数秒でも敵の動きを封じることができれば、それで十分だった。

　燐は傷の痛みをこらえて走った。

　目指す場所は、この空間と『外』とを繫つなぐ法陣。

　五体もの『桜の妖魔』を同時に相手にして、勝ち目はない。

《混こん沌とん》の誕たん生じようまで、あと半日。

『もう半日しかない』ではなく、『まだ半日ある』と考えるしかない。

　ここは一度退く。そして、燐がこの空間で知った恐ろしい事実を『院いん』に知らせ、協力を仰ぐ。

『院』とは、できることならば関かかわりたくなかったが、そうは言っていられない。

　燐はひたすらに走った。

　やがて、視界が不意に一変して、左右に漆しつ黒こくの石いし壁かべが出現した。

　この空間に入って最初に通った、あの一本道に戻ったのだ。

　燐はさらに走って、一本道の突き当たり──青く輝かがやく法陣へと飛びこんだ。




「小こ癪しやくな」

　猫目をすがめて、火車は舌打ちした。

　そして、まとわりついてくる蒼い炎を片手の一ひと薙なぎで打ち消した。

　衣装には焦げ目の一つすらついていない。無論、身体からだにも。

「よもや『院いん』に、あれほどの術者がいようとは……」

　術者の能力は、この百年余りで著しく低下したものと思っていたが、例外もいるらしい。

「油断しすぎた、か」

　面めん倒どうな事態になってしまった。

　数時間後には、あの女から報告を受けた『院』が、《混こん沌とん》の誕たん生じようを阻止するべく、獣じゆう人じんや術者を大量に送りこんでくるだろう。

　並の獣人や術者であれば、百人いようと片手で捻ひねり潰つぶせるが、『長おさ』や獣じゆう聖せいはそれなりに厄介だ。

「如何いかがいたします、火か車しや様？」

　土つち蜘ぐ蛛ものしゃがれた声。

「私が追おう」

　こちらは、水すい虎こ。

　どちらも蒼あおい炎は既に消えている。牛ぎゆう鬼きもだ。ただ一人狗ぐ賓ひんだけが、「コケーッ！　火車様ーっ！」、蒼い炎に包まれたまま、のたうち回っている。

「追う必要はない」

　火車は狗賓を無視して、水虎と土蜘蛛に言った。

「その代わりに、日没までに同胞を集められるだけ集めろ」

「守りを固める？」

　灰色の髪の下から覗のぞく土蜘蛛の眼めが、ぎょろりと動いた。

「いや、受け身に回るのは面おも白しろくない。こちらから仕掛けて『院』を潰し、《混沌》の誕生に添える華はなとする」

『御意』

　水虎の重く低い声と土蜘蛛のしゃがれた声が重なり、二体の『桜さくらの妖よう魔ま』はその場から姿を消した。

「牛鬼、おまえは控えていろ」

　牛鬼は、その牛の頭を緩かん慢まんに縦たてに動かすと、やはり場から消えた。

「狗賓」

　未いまだのたうち回っている狗賓を見、火車は軽く手を振った。すると、狗賓の全身を包んでいた蒼い炎がフッと消えた。

「コ、コケ……」

　狗賓はぐったりと伏して、弱々しい声を出した。山やま伏ぶしの衣装はすっかり焼けて、身体からは白煙が昇っている。

「三つ数えるうちにおまえも同胞を集めに行け。さもなくば、今度は俺おれが焼いてやろう。……一つ」

「コ、コケッ！」

　狗ぐ賓ひんはすぐさま起きあがると、手足を無駄にバタバタさせながら走り去った。

　ふん、と鼻を鳴らし、上着のポケットに手を入れて、火か車しやは振り返った。

　視線の先にあるのは、巨大樹じゆの根に抱えられた胞衣えな。

　究極の合成獣じゆうが、その中で誕たん生じようの時を待っている。

「もうじきだ……」

《混こん沌とん》は夜明けとともに産まれる。

　そして、それは世界の夜明けとなる。

「もうじき、世界は混沌に染まる」

　なにもかもが混ざり合って、その本質を喪失する。

「俺おれと同じように」

　火車は猫目を細めて笑った。

　胞衣の中で、《混沌》が身じろぎした。










　　　Ⅱ．強襲




　宿舎の入り口で、中から出てきた由ゆ花かと出くわした。

「わ」

　直なお純ずみを見るなり、由花は目を丸くした。

「直純くん、すごい汗。稽けい古こしてたの？」

「稽古というほどのものじゃない。身体からだを温めてただけだ」

　首にかけたタオルで顔の汗を拭ぬぐいつつ、直純は答えた。

「どこかへ行くのか？」

「直純くんを呼びに行こうとしてたの。五ご堂どうのおじさんが戻ったから、すぐに試験始めるって」

「そうか」

「いよいよ、獣じゆう聖せいだね」

「試験に受かればの話だ」

　直純の表情は、自然と引きしまった。

　獣聖──それは、『長おさ』に実力を認められた獣じゆう人じんにのみ与えられる称号。

　直純が、その獣聖の候補に挙がったとの知らせを受けたのは、昨晩のことだった。

　そして今日、直なお純ずみは獣じゆう聖せいに足る実力があるか否かを試されるために、大学が既に夏休みに入っている由ゆ花かと一緒に、奈良の『院いん』本山へとやってきたのだ。

「自信、ないの？」

「わからない」

　直純は正直に答えた。

「いきなりの試験だからな。正直、心の準備はできていない」

　由花は、くすっと笑った。

「直純くんでも、緊きん張ちようすることってあるんだね」

「当たり前だ」

　直純は、いささかムッとなった。

　仏頂面で無愛想であることは自覚しているが、神経は普通なのだ。大事の前には緊張くらいする。

「そうだよね。直純くんにとっては、お兄さんに近づけるかどうかの大事な試験だものね」

「ああ」

　直純は深く頷うなずいた。

　直純が目標とする兄・直なお雪ゆきは、十代にして獣聖の称号を得ていた。

　直雪と同じように十代のうちに獣聖となることは、直雪に並ぶための確かで大きな一歩なのだ。

「直純くんなら、合格できるよ」

　由花が、にこっと笑った。

　直純は顔が熱くなるのを感じ、由花から視線を逸そらした。

　由花の屈託のない笑顔には、未いまだに慣なれないでいた。

　嫌いというわけではない。それどころか、由花には笑顔が一番似合っているとすら思うのだが──間近で見せられると、やはりどうにも気恥ずかしい。

「そういう都つ築づきは、いいのか？　本当に試験受けなくて」

　訊たずねつつ、由花に視線を戻す。

　獣聖の候補に挙げられたのは、直純だけではなかった。

　由花もまた、候補に挙げられていたのだ。

　しかし、由花は、「あたしは獣聖になるつもりはありません」と試験を断っていた。

「昨日も言ったが、獣聖になれば与えられる特権は少なくない」

「いいの」

　由花の答えは、昨晩と同じだった。

「闘たたかいに関係する肩書は、欲しくないから」

「そうか」

　昨晩、由ゆ花かが試験を断ったという話を聞いた時、もしかしたら由花は自分に遠えん慮りよをしているのかもしれない、と直なお純ずみは思った。

　だが、どうやらそうではないようだ。

　由花は本当に、獣じゆう聖せいの称号にも、それに付随する様々な特権にも興きよう味みがないのだ。それどころか、自身が戦せん闘とう者としての肩書を背負うことを嫌がってすらいる。

「間違ってるかな、あたし？」

「いや……」

　静しず華かの許もとで修行をするようになって間もない頃ころの直純なら、由花を臆おく病びよう者と思っただろう。

　だが、今は違う。

　由花が実力相応の肩書を得ないことを勿もつ体たいないと思う気持ちはあるが、そんな肩書は由花には似合わないとも思う。

「あたしは試験受けないけど、直純くんの試験に立ち会う許可はもらったから、直純くんのこと、いっぱい応援するね」

　花のような笑顔を見せられ、例のごとくたじろいだ直純だったが、すぐに小さく笑い、頷うなずいた。

「ああ、頼む」

　一向に慣なれないと思っていた由花の笑顔だが、実は少しずつ慣れてきているのかもしれない。

　直純は、そんなことを思った。




　由花の癖くせのない黒髪が、さらさらと夜風に揺れている。

「直純くん、見て。月も星もすごく綺き麗れい」

　直純は由花に倣ならって空を仰ぎ、「ああ」、答えた。

「空気もおいしいし……こういうところに来ると、東京の空気ってやっぱり汚いんだなーって、しみじみ思っちゃうよね」

「そうだな」

　直純は目を閉じ、深呼吸をした。

　吸いなれた空気だ。

　直純の出身は兵庫だが、両親を亡くしてから東京で暮らすようになるまでの三年間は、ここで過ごした。

　東京の排ガス臭い空気よりも、やはりこちらの空気の方が身体からだになじむ。

　目を閉じたまま深呼吸を繰くり返していると、

「待たせたな」

　声がかけられ、直純は振り返った。

　開けっ放しになっていた物々しい金属製の扉から、頭に白いものの目立つ中年の男を先頭に、四人の男が中庭へと出てきた。

「お久しぶりです」

　直なお純ずみは、先頭の男に深く頭を下げた。

「おう。顔を会わせるのは一年半ぶりか」

　先頭の男は不ぶ精しよう髭ひげに手を運び、口の端を綻ほころばせた。

　がっしりはしているものの上背はなく、顔つきも凡庸。着ているシャツもスラックスもよれよれという、お世辞にも迫力があるとはいえない外見のこの男こそが、瓦が解かいしかかった『院いん』をまとめあげ『長おさ』となった、五ご堂どう恭きよう市いちその人であった。

　直純は、五堂の後ろの三人にも会釈した。

「こっちは、久しぶりってほどでもねえか」

　三人のうちの一人──呆あきれるほどに巨大な槍やりを担いだ男が、ニッと笑った。

　良く言えば精せい悍かん、悪く言えばチンピラ風の顔つきのその男は、直純の知る人物だった。

「南なん原ばらさん」

「お互いご苦労なこったな。こんな奈良の山奥くんだりまで呼び出されちまってよ」

　南原鷹たか秋あき。それが男の名前だった。

　何度となく世話になった南原睦むつ美みの兄であり、二年前に獣じゆう聖せいの一人となった男だ。

　彼の隣となりには、柚ゆず本もと真ま矢やの姿がある。

　線が細いうえに、やわらかそうな栗くり色の髪を膝ひざの裏まで伸ばし束ねてはいるが、れっきとした男性であり、鷹秋と同じくの獣じゆう聖せいである。

　静しず華かと由ゆ花かの古くからの知り合いである彼らとは、直純も顔を合わせたことがあった。鷹秋には一度だけだが、稽けい古こをつけてもらったこともある。

「鷹秋さーん！　真矢さーん！」

　由花がにこやかに手を振ると、「おーう！」、鷹秋は軽く手をあげて応じた。

　真矢は無反応だったが、由花は気にしていないようだった。

「あの……由花ちゃん？　僕もいるんだけど……」

　鷹秋の斜め後ろにいた男が、哀かなしげな顔で言った。

　橘たちばな春はる海み。五堂よりもさらに小柄で、そのうえ童顔だが、彼もまた獣聖──それも最古参である。

　直純は、彼とも面識があった。

「橘さーん……」

　由花が、やっちゃった、という顔で手を振る。

　橘は手を振り返しはしたが、その顔は哀しげなままだった。

「さて、と」

　五堂が、手を不精髭から首の後ろに移した。

「さっそく本題に入りたいところだが、その前にこいつの紹介をしておかないとな」

　そう言って、五ご堂どうは一歩横に動いた。

　直なお純ずみと由ゆ花かは、揃そろって「あ」という顔をした。

　五堂の後ろに、少女がいた。

　直純と目が合うと、少女は深くうつむき、五堂の陰にさっと隠れてしまった。

「ったく、こいつは……」

　五堂がまた一歩横に動いて、少女の背中を押した。

「あっ……」

　つんのめって直純と由花の目の前にきた少女は、さらに深く──身体からだがくの字に曲がるほどにうつむくと、恐る恐るといった感じで顔をあげ、

「あの……えっと……佐さ和わ山やま安曇あずみ……です……」

　消え入るような声で名乗った。

　由花より二つ三つ下だろうか。病的なまでに色が白く、軽く押しただけで折れてしまうのでは、と思えるほどに線が細い。

　黒目がちの可愛かわいい顔をしてはいるが、怯おびえたような表情が魅み力りよくを半減させていた。一本に編まれ肩にかけられた黒髪も、彼女の雰囲気を重く見せることに一役買ってしまっている。

　由花とは対照的な少女だと、直純は思った。

　まじまじと見ていると、由花が一歩前に出て、

「都つ築づき由花です。よろしくね、安曇ちゃん」

　安曇に握手を求めた。

「あ……」

　安曇はビクッと全身を震ふるわせはしたが、握手に応じた。

　由花が朗らかに笑う。

　安曇も、うつむき加減ではあったが、笑顔になった。

　由花のように潑はつ剌らつとはしていないが、素直に可愛いと思える笑顔だった。

「ほら、直純くんも自己紹介しないと」

「あっ、ああ……」

　直純は、「功刀くぬぎ直純です」と名乗り、会釈した。

　安曇は無言ながらも、深々と頭を下げた。

「そいつは、ご覧らんのとおり人見知りが激しいが、一応獣じゆう聖せいの一人で、ついでに言うと俺おれの姪めいっ子だ。見知り置いてやってくれ」

　五堂のその言葉は、直純と由花に顔を見合わさせた。

──この娘こが、獣聖……!?

　再び目の前の少女をまじまじと見る。

──この娘こが……。

　三年ほど前に十代の少女が獣じゆう聖せいになったという話は聞き知っていたが、目の前のか細い少女がその人だとは。しかも五ご堂どうの姪めいであるという。

　直なお純ずみは驚おどろきのあまり言葉も出なかったが、「安あ曇ずみちゃんって、すごいんだねー！」、由ゆ花かは安曇の手を取り、しきりに「すごい」を連呼している。

　安曇は顔を真っ赤にして、うつむいている。

「さて、今度こそ本題だな」

　五堂が、スラックスのポケットに手を入れて言った。

「俺おれと、ここにいる獣聖四人が試験官だ。本当はもう三人いるんだが……サボりやがった」

「試験の内容は？」

　五堂の答えは、直純に拳こぶしを握りしめさせた。

「闘たたかってもらう」

　やはり、と直純は心中で呟つぶやいた。

　獣聖に求められるものは、なによりもまず強さだ。

　橘たちばな春はる海みのように戦せん闘とうが苦手でも獣聖の称号を得ている者もいるが、彼は例外だ。

「強さを示すには、闘ってみせるのが一番手っ取り早いからな」

　鷹たか秋あきが言った。

　直純は頷うなずいて、五堂に訊たずねた。

「闘う相手は誰だれです？　あなたですか？　それとも獣聖全員？」

「豪気だな」

　五堂がニッと歯を見せた。

「獣聖全員と、ってのも面おも白しろそうだが、それはまたの機会だ。今日のところは一人と闘ってもらう。俺と橘を除いた三人のうちから相手を選べ」

「俺が、選ぶ……？」

　直純は、三人の獣聖を順に見た。

　五堂から剛ごう槍そう・温う羅らを受け継いだ、南なん原ばら鷹秋。

　あらゆるものを一いつ瞬しゆんにして凍りつかせるという、柚ゆず本もと真ま矢や。

　ローティーンにして獣聖となった佐さ和わ山やま安曇の戦士としての資質は、由花以上だろう。
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　全身が小刻みに震ふるえた。

　恐怖によるものでも緊きん張ちようによるものでもない。

　強者と闘えるという喜びが、直純を震わせていた。

「俺にしろ、直純」

　鷹秋が言った。

「おまえとは、一度本気で闘ってみたいと思ってた」

　直なお純ずみは鷹たか秋あきを見据えた。

「俺おれも同じように思っていました」

　直純と鷹秋はタイプが似ている。一度稽けい古こをつけてもらった時に、直純はそう感じた。そして、思った。「この人と全力で闘たたかってみたい」と。

　その機会が今、目の前にある。

　直純は宣言するように言った。

「南なん原ばらさんを指名します」




　まずは伸脚。浅く浅く、深く深く。

　次にアキレス腱けんを伸ばし、手首足首を回す。

　身体からだは既に十分温まっていたが、直純は入念に準備運動を行った。

　じっとしていられなかった。興こう奮ふんが、半ば勝手に身体を動かす。

　プレッシャーなど、どこかに吹き飛んでいた。

　腰を左に撚ひねりつつ、鷹秋を見る。

　直純と同じく準備運動を行っている鷹秋にも、緊きん張ちようの色はない。楽しげに笑いながら、傍らに立つ真ま矢やと言葉を交わしている。

　真矢の方は不機嫌そうに顔をしかめているが、由ゆ花かによれば、彼のあのしかめっ面はデフォルトなのだという。直なお純ずみと同じだ。

　腰を逆に撚ひねる。すると、談笑している由ゆ花かと安あ曇ずみの姿が目に入った。

　直純は少し驚おどろいた。

　先程は消え入りそうな声で一言、二言発しただけだった安曇が、やはりうつむき加減ではあるが、笑顔で話をしているではないか。

　どうやら、人見知りが激しいだけで、根暗というわけではないらしい。

──それにしても……。

　由花に視線を移す。

──誰だれとでもすぐに打ち解けられるんだな、都つ築づきは。俺おれには、どうあがいてもできない真似まねだな……。

　そんなことを思っていると、「直純くーん！　始めるよー！」、橘たちばなから呼び声がかかった。

　由花が、直純に向かってガッツポーズを取ってみせる。

　直純は頷うなずいて、中庭の中央へと向かった。

　そこでは既に鷹たか秋あきが待っていた。温う羅らは手にしていない。

　対たい峙じするなり鷹秋が言った。

「由花とは、うまくいってるみたいだな」

「はい？」

「おまえら、あれか──」

　にやっと笑う。

「もう、やったのか？」

　その問いを、直純は即座には理解できなかった。

　やったのか？　ヤッタノカ？　遣やったのか？　殺やったのか？　犯やったのか？

　理解した。

　ボッと顔に火がついた。

「やってません！」

　その声は中庭じゅうに響ひびき渡り、由花と五ご堂どうと橘の目を丸くさせ、安曇の目を涙ぐませた。

「冗談だ」

　しれっと、鷹秋。

「まだまだだな、直純。この程度でカッとなってるようじゃあ、獣じゆう聖せいは務まらないぜ」

「……」

　直純が顔を真っ赤にしたまま全身をわななかせていると、

「えーっと……始めていいかな？」

　橘が割って入ってきた。

「おうよ」

「……構いません」

　直なお純ずみは大きく息を吐いて、身体からだから力を抜いた。

「確認しておくよ。勝負は二本。一本目は生身のまま徒と手しゆ空くう拳けんで。二本目は変身して、能力・武器ともに使用ＯＫ……と、ここまではいいね？」

「ああ」

「はい」

「どちらかが降参するか、気絶すれば決着。勝負っていっても、勝ち負けと直純くんの合否は直結しない。獣じゆう聖せいに相応ふさわしい実力を示すことができれば、たとえ負けたとしても合格できる」

　橘たちばなが直純を見たが、直純は返事も頷うなずきもしなかった。

　合格さえできれば負けてもいい、などという考えは微み塵じんもなかった。

　試合ではなく、死し合あいのつもりでいく。

「それじゃあ、始めるよ」

　橘が数歩下がって、「構え」、片腕を振りあげる。

　直純は深く息を吸いつつ、腰を落とした。

　対する鷹たか秋あきは、自然体で立っている。

「始め！」

　橘の声が中庭に響ひびいた。

　次の瞬しゆん間かんには、直純は鷹秋に肉にく薄はくし、顔面めがけて拳こぶしを繰くり出していた。

　その先手の一いち撃げきを、鷹秋は目にも留まらぬ速さで持ちあげた左腕で防いだ。

　直純は、ぐっと奥歯を嚙かんだ。

　鷹秋が薄うすく笑う。

　直純の拳けん打だは、変身していなくても大岩を砕くほどの威力がある。

　だが、鷹秋には微塵のダメージも与えられなかった。

　鷹秋の腕は、鋼鉄さながらに硬かった。

　直純の目の端で、なにかが閃ひらめいた。

　鷹秋の右腕だった。

「──！」

　直純は咄とつ嗟さに飛び退のいた。

　刹せつ那な、閃せん光こうの如ごとき手しゆ刀とうが、直純の鼻先をかすめた。

　直純は、さらに退さがった。

　鷹秋は追ってこない。浅く構え、静かに直純を見据えている。

　背中に冷たい汗がどっと吹き出した。

──強い……！

　渾こん身しんの一撃を、払うでも避よけるでもなく真っ向から受け止められた。

　そして、直後の手しゆ刀とう。

　もらっていたら、その時点で終わっていた。

──これが、南なん原ばら鷹たか秋あき……！

「来ないのか？」

　鷹秋の目が、猛鳥のように鋭するどくなった。

「なら、こっちからいくぜ」

　言い終えると同時に、鷹秋が動いた。

　直なお純ずみも反射的に地を蹴けった。

　二人は半はん瞬しゆんで肉にく薄はくした。

　そして、激しく撃うち合う。

　拳けん打だの雨が互いに降り注ぎ、蹴しゆう撃げきの嵐が吹き荒れる。

　鉄と鉛を激突させたような音が、絶え間なく中庭に響ひびく。

「すごい……」

　ぽつりと呟つぶやいたのは、佐さ和わ山やま安曇あずみ。

「えーっと……今のところどっちが優勢なのかな？　僕にはもう、速すぎてなにがなんだか……」

　これは橘たちばな。

　五ご堂どうが、不ぶ精しよう髭ひげをさすりながら答えた。

「これまでのところは全くの五分だが、それもそろそろだな」

「どういうことです？」

　それには真ま矢やが答えた。

「表情を見比べてみればわかる。直純って奴やつは必死の形相なのに、南原は笑ってる。均きん衡こうは直すぐに崩れる」

「見比べろって言われても、だから僕にはほとんど見えないんだけど……」

　橘には判然としないが、真矢の言葉は、まさにそのとおりであった。

　直純には、微み塵じんの余裕もなかった。

　鷹秋の拳こぶしには鉄板をも貫くだろう威力があり、蹴りには剃刀かみそりのような切れ味がある。

　繰くり出される一撃一撃が、死の気け配はいをほとばしらせている。

　こちらも死に物狂いで攻めてはいるが、拳も蹴りもことごとく防がれ、あるいは避さけられていた。

　隙すきがないというわけではない。

　鷹秋は、やはり直純とタイプが似ている。

　その打撃は威力に優れる反面、直線的で見切りやすく、隙も大きい。

　直純は、しっかりと攻撃後の隙を狙ねらって攻めている。

　にもかかわらず、鷹たか秋あきには当たらないのだ。

──くそっ！

　焦りと疲労が、徐々にではあるが直なお純ずみの攻こう撃げきの手数を減らしていく。

　逆に鷹秋の攻撃は、手数は変わらないものの、一撃ごとに威力が増していっているように感じる。

──このままじゃあ……！

　直純は、額ひたいに珠たまのような汗を浮かべながらも薄うすく笑っている鷹秋を、歯を食いしばって睨にらみつけた。

──直純くん……。

　安あ曇ずみの隣となりで勝負を見守っていた由ゆ花かは、無意識のうちに両手を胸の前で祈るように組んでいた。

　いっぱいに声を張りあげて直純を応援するつもりだった。

　しかし、勝負が始まってからこれまで、由花は一言も発せられずにいた。

　圧倒されてしまったのだ。直純の闘たたかいぶりに。

　直純と一緒に修行するようになって、およそ一年半──由花と直純が行った組み手の回数は、二百回を軽く超える。

　直純の突きも蹴けりも、そして真剣な面持ちも、由花は毎日のように見てきた。

　だが今、鷹秋と闘っている直純は、動きも表情も、由花の知っている直純とはまるで別人のようだった。

　動きそのものが違うわけではない。

　これまでに感じたことのない、見ているだけで肌がビリビリと痺しびれてくるような凄すさまじい気迫が、直純の動きを別人のように見せているのだ。

　今闘ったら、自分はいつものように勝てるだろうか？

　由花は自問し、

──きっと、勝てない。

　自答した。

「直純くん……」

　由花が呟つぶやいた次の瞬しゆん間かん、鷹秋の蹴りが直純の胸に突き刺さった。

「がっ！」

　目を剝むいて、直純は後ろに倒れた。

「直純くん！」

　由花が叫んだが、直純には聞こえていなかった。

「あ……ぐっ……」

　胸を押さえて、直純は喘あえいだ。

──ちくしょう……っ！

　まともにもらってしまった。

　至近距離からライフルで撃うたれたような衝しよう撃げきだった。

　呼吸がままならない。目の前がチカチカする。

「立てよ。一発で参るような可愛かわいげのある奴やつじゃねえだろ、おまえは」

　鷹たか秋あきは追撃ではなく、声をかけてきた。

　食いしばった歯の隙すき間まから唸うなり声を洩もらしつつ、直なお純ずみは立ちあがった。

　胸はじんじんと疼うずいているが、骨に異常はないようだった。

「まだ、闘やれるな？」

　答えの代わりに、直純は構えを取った。

「それでいい」

　ニッと歯を見せた鷹秋の右目は、塞ふさがっていた。

　瞼まぶたの上が切れており、そこから流れた血が目に入ったのだ。

──俺おれの攻撃も当たっていたのか。

　受けたダメージは小さくないが、向こうも視界が狭くなっている。

　この勝負、まだ五分だ。

「おおおおおっ！」

　直純は全身から闘とう気きをほとばしらせた。

　同じように、鷹秋も全身から凄すさまじい闘気を発した。

　夜気がビリビリと震ふるえる。

　彼女は、ぶつかり合う二人の闘気のど真ん中に、前触れもなく現れた。

　直純と鷹秋は揃そろって目を剝むいた。

　闘気が波のように引いていく。

　直純は、瞬まばたきすることも息を吸うことも忘れて、眼前に現れた女の横顔を見つめた。

　雪色の髪、褐色の肌、夏空のような蒼あおい瞳ひとみ。

「燐りん……？」

　鷹秋の口から、呆ほうけた声がこぼれた。




　ここに来るまでに時間がかかってしまった。

　火か車しやたちから逃れた燐は、空間転移を連発して、『院いん』本山のある、ここ吉よし野のまでやってきた。

　日没前のことだ。

　だが、そのまますんなりと『院』にたどり着くことはできなかった。

　吉野に至るまで、狗ぐ賓ひんにやられた額ひたいの傷を無処置のままにしておいたのが失敗だった。

　出血と疲労、それに激しい痛みにより、燐りんは山中で気を失ってしまったのだ。

　そして、目が覚めた時にはもう、太陽の気け配はいはすっかりなくなっていた。

　眠ったおかげで、空間転移の連発で尽きかかっていた魔ま力りよくが、ある程度回復はできたものの、いよいよもって一刻の猶予もなくなってしまった。

　治ち癒ゆの術で額ひたいの傷を塞ふさいだ燐は、空間転移で紫し宸しん殿でんの中庭に渡り、吃きつ驚きようした。

　現れた燐を挟んで、二人の男が凄すさまじい闘とう気きを発して対たい峙じしていた。

　そして、その一人は燐の知る人物だった。

　彼──南なん原ばら鷹たか秋あきは、呆ほうけた表情で呆けた声をこぼした。

「燐……？」




『院いん』とは別行動で『桜さくらの妖よう魔ま』と闘たたかっている女性術者がいるという話は、直なお純ずみも聞き知っていた。

　彼女──燐こそが、その術者であるという。

「あの女性が燐さんなんだ！」

　由ゆ花かは燐と会えたことに興こう奮ふんしているようだったが、直純は違った。

　中庭から紫宸殿内の応接室に移動するまでの間、直純は最後尾から燐の背中を睨にらみ続けた。

　故意のことではないとはいえ、鷹秋との闘いを邪魔されたことが腹立たしかった。

　燐の登場により、直純の試験は後日にやり直しということになってしまった。

「せめて、この一本だけでも最後までやらせてください！」

　直純は五ご堂どうに頼んだが、

「気持ちはわかるが、お客さんはなにやら急ぎの話があるようだからな、こらえてくれ」

　聞き入れてはもらえなかった。

「南原さん！」

　鷹秋なら、きっと自分と同じ気持ちだろうと思い声をかけたのだが、彼は厳きびしい表情で燐を見つめているだけで、応こたえてはくれなかった。

　直純は、生来のしかめっ面を殊更にしかめた。

　そして、五堂と獣じゆう聖せいたち、直純と由花、それに燐を含めた八人は、応接室へと移動した。

　途中、燐の背中を睨む直純の横で、由花が何度となく燐に声をかけようとしていたが、燐の纏まとう刃物のような空気に圧おされたのか、結局、由花が言葉を発することはなかった。

　由花だけではない。五堂や燐を含めた一同の誰だれもが、一言も喋しやべらなかった。

　応接室は、ソファーが二つとテーブルが一つあるだけの、殺風景な洋間だった。

　広さもないので、十人もの人間が入ると、ひどく狭苦しい。

「さて、ではお客さんの話を聞くとしようか」

　ソファーに腰掛けた五堂が、燐にも座るよう手で促しつつ、言った。

　しかし、燐りんは座ろうとはしなかった。

　彼女は言った。

「かつてない『桜さくらの妖よう魔ま』が産まれ出ようとしています」

　室内の空気が、一いつ瞬しゆんにして張り詰めた。




「『院いん』の力を貸してください」

　燐の話は、その言葉で締しめくくられた。

　そして、室内に沈ちん黙もくがおりた。

　沈黙は長く続いた。実際は一分にも満たない時間だったのだろうが、少なくとも直なお純ずみには五分にも十分にも感じられた。

「で、どうする？」

　沈黙を破ったのは、腕組みして壁かべに背もたれていた鷹たか秋あきだった。温う羅らはすぐ横に立て掛けてある。

「ふむ」

　不ぶ精しよう髭しげをさする五ご堂どうに、視線が集まった。

「どうするもこうするも、高こう野や山さんに乗りこむしかないだろうな」

　場の空気が息苦しいまでに張り詰めている中、五堂だけは表情にも口調にも全く緊きん張ちようが見られない。

「それも、少数精せい鋭えいでだ」

「だな。相手が『桜の妖魔』じゃあ、人海戦術は使えねえからな」

　異論を唱える者はいなかったが、橘たちばなは渋い顔をした。

「行ゆき人とくんたちがいないのが、痛いね……」

　誰だれのことだろう、と直純は一瞬思ったが、すぐにそれがこの場にいない三人の獣じゆう聖せい──御み陵ささぎ行人、神じん宮ぐう寺じ雛ひな子こ、弓ゆ削げちはやのことだと気づいた。

「連絡は取れないのですか？」

　訊たずねると、橘は首を横に振った。

「行人くんと雛子ちゃんは海外だし、ちはやちゃんも修行の旅に出たっきり、もう一年以上も音おと沙さ汰たなしだし……。せめて静しず華かちゃんが来てくれれば心強いんだけど……呼ぶわけにもいかないからね……」

「そう……ですね」

　静華の実力は獣聖に匹敵するが、彼女は十年以上も前に『院』を退いている身だ。子供たちもいる。闘たたかいの場に駆り出すわけにはいかない。

「つまりは、今ここにいる面子メンツで行くしかないってことだ」

　直純は、わずかに顎あごを引いた。

　今ここにいる面子メンツ──そこには、自分と由ゆ花かも含まれているのだろうか。

　その疑問は、次の瞬しゆん間かんに解消された。

「直なお純ずみ、由花。おまえたちにも付き合ってもらう」

　直純は横目で由花を見、難しい顔をした。

『桜さくらの妖よう魔ま』を産むという《母》と、その《母》が産もうとしているという、究極の『桜の妖魔』──《混こん沌とん》。

　どちらも滅ぼさなくてはならない敵だ。獣じゆう聖せいたちとともに闘たたかうことに異存はない。

　闘うために、直純は『院いん』に身を置いているのだから。

　だが、由花は違う。『院』に所属し、修行もしてはいるが、闘いという行為そのものに対しては、由花は決して前向きではない。

　身近な人間を怪異や惨事から守る、いわば『受け身』の闘いであれば怯ひるむことはないが、敵地に乗りこんでいく今回のような『攻め』の闘いに関しては、由花は抵抗を示すことがあった。

　案の定、由花の顔には不安がありありと浮かんでいた。

　直純は視線を五ご堂どうに戻し、訊たずねた。

「俺おれと都つ築づきの参加は、命令ですか？」

『院』に於おいて、上からの指示は二通りある。

　依頼と命令だ。

　依頼であれば、下の者は断ることができる。

　だが、命令の場合、下の者に拒否権はない。背けば何らかの制裁がくわえられる。

　直純の問いに、五堂はきっぱりと答えた。

「命令だ」

　直純は内心で舌打ちした。

　命令でなければ、自分だけが参加して由花は帰らせるつもりだったのだが──。

──やむをえないか……。

　これまで五堂が、直純と由花に命令を与えたことは一度もなかった。指示が下ることがあっても、それは全すべて依頼だった。

　その五堂が、命令だ、と言いきった。

　今回の事態は、闘いたくない者にも闘いを強いなければならないほどに重いということだ。

　直純が再び横目で由花を見ると、目が合った。

　由花は微笑ほほえんで、小さくガッツポーズを取って見せた。

「都築……」

　呟つぶやいた、次の瞬間だった。

　ドーンという、くぐもった音が一同の鼓膜を震ふるわせたのは。

「爆ばく発はつ音!?」

　鷹たか秋あきが声をあげたのと同時に、今のものよりも大きな爆ばく発はつ音が、三連続で響ひびいた。わずかだが震しん動どうも感じた。

　誰だれかが舌打ちした。

「ご、五ご堂どうさん!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげたのは、橘たちばな。

「先手を打たれたか」

　顔をしかめた五堂は、燐りんに向けて言った。

「どうやら連中は、あんたがウチの術者だと勘違いしているらしい」

　直なお純ずみは見た。

　燐が一いつ瞬しゆん表情を強こわ張ばらせ、口の端を嚙かみしめるのを。

　燐は翻ひるがえると、ドアの前に立っていた真ま矢やを押しのけるようにして、部屋から飛び出していった。

「おい、待てよ！」

　温う羅らを手にした鷹秋が、追って部屋を飛び出した。

　さらに真矢が、舌打ちして続いた。

　直純はきょとんとなった。由ゆ花か、橘、安あ曇ずみもだ。

　そんな四人をハッとさせるように、三度爆発音があがった。

「ど、どうします？」

　橘が五堂に訊たずねる。

「居住区に敵が入りこんでいるようなら、まずはそれを掃討しろ。避ひ難なん誘ゆう導どうも同時に行え。避難場所はここだ。ここなら結界で守られているからな。……安曇」

　五堂の目が、由花の斜め後ろにいた安曇に向けられる。

　直純と由花は、五堂が次に放った言葉に目を丸くした。

「戦せん闘とうの指揮は、おまえがとれ」

　直純は安曇を見た。

　由花も安曇を見た。

　この応接室に来てから一言も発せず、うつむいているだけだった少女は、まるで弓矢を構えるように背筋を伸ばし、顔をあげて、

「はい」

　玲れい瓏ろうとした声で答えた。

　直純と由花は、再び目を丸くした。

「いきましょう」

　安曇が颯さつ爽そうと翻る。

　その横顔は巫女みこのように凜りんとしており、先程までの怯おびえたような気色はかけらもない。

「私についてきてください」

　きびきびとした足取りで、安あ曇ずみは部屋を出ていく。

「はあっ……『院いん』の中で闘たたかうことになるなんて……」

　がっくりと肩を落とした橘たちばなが、安曇に続く。

「お、俺おれたちも行こう」

「う、うん」

　直なお純ずみと由ゆ花かは、驚おどろきの表情を消しきれないまま、安曇たちを追った。




　紫し宸しん殿でんを真っ先に飛び出した燐りんは、火の手のあがっている中央区画へと、空間転移で一気に渡った。

　そこは既に火の海と化していた。

　右を向いても赤、左を向いても赤。

　いつの間にか強まっていた夜風が、熱を帯びて燐の褐色の肌を炙あぶる。

──敵は……。

　吹き狂う火の粉に目を細めようとした時、前方の炎上している建物の陰から、異い形ぎようが姿を現した。

　二つの頭と蝙蝠こうもりのような羽を持つ、巨大な蜥蜴とかげだった。

　わずかに開いた口から、ガスバーナーのように細く炎を噴ふき出しながら、緩かん慢まんな動きで近づいてくる。

　燐は抜刀すると、鞘さやを捨て、地を蹴けった。

　一いつ瞬しゆんのうちに肉にく薄はくし、白はく刃じんを閃ひらめかせる。

　だが、その一いつ閃せんが斬きり裂いたのは空だけだった。

　燐は吃きつ驚きようし、振り仰いだ。

　双頭の蜥蜴は、燐が肉薄したとたん、それまでの緩慢な動作からは想像できないような素早さで真上に跳ちよう躍やくしたのだ。

　いっぱいに開かれた二つの口から、炎が放射される。

　燐は横っ跳びで、辛うじてそれをかわした。

　回かい避ひできたにもかかわらず、凄すさまじい熱が全身を舐なめた。

　燐は顔を歪ゆがめながらも、左手に五枚の呪じゆ符ふを呼んだ。

　と、視界の隅に動くものが引っ掛かった。

　羽を上下させて滞空している双頭の蜥蜴への警けい戒かいを保ちつつ、燐はそちらを見──息を吞のんだ。

　異形がいた。

　それも四体も。

　身体からだ中に赤い眼めのある熊くま。

　顔まで含めた全身が、虹にじ色に光る魚のような鱗うろこで覆おおわれている人型。

　刃渡りだけで二メートルはあろうかという巨大な剣を左右それぞれの手に構えた、馬の頭を持つ巨人。

　顔と身体にボロボロの包帯を巻いている人型は、両肩から腕の代わりに数十匹もの蛇を生やしている。

　燐りんは両手をきつく握りしめた。右手の太刀たちは震ふるえ、左手の呪じゆ符ふはぐしゃぐしゃになった。

──私が、『桜さくらの妖よう魔ま』を『院いん』に招いてしまった。

　さらに、気を失い時間を浪費したことが、ここでも仇あだになってしまった。

　敵が先手を打って『院』に攻めこんでくることは、可能性として十分に考えられたことだ。

　燐が時間を浪費していなければ、『院』は守りを固めることができた。

　いくら悔やもうと、足りない。

　燐はぐしゃぐしゃになった呪符を捨て、新たな呪符を呼んだ。

『桜の妖魔』が、目の前の五体だけとは限らない。

　他ほかの区画も同様に襲おそわれているかもしれない。

　火の手が目についた中央区画になにも考えずにきてしまったが、最優先で守るべきは、修行場になっている中央区画ではなく、親のいない子供たちが多く暮らしている居住区なのだ。

　一刻も早くここを片づけて、居住区に向かわなければならない。

　燐は鋭するどい呼気を発しつつ駆け出し、四体の『桜の妖魔』に向け、呪符を放った。

　呪符は蒼あおい炎の波と化し、双頭の蜥蜴とかげが放射した炎と真っ向からぶつかった。

　二色の炎はせめぎ合い、燐と『桜の妖魔』たちとを隔てる壁かべとなった。

　その灼しやく熱ねつの壁を、平然と突破してくるものがいた。

　身体中に眼のある熊だ。赤い眼は、どれも激しく瞬またたいている。

　燐は新たな呪符を呼びつつ、飛び退のいた。

　一いつ瞬しゆん遅れて、熊の赤い眼全すべてから、眼と同色の光が撃うち出された。

　身体の前面からの光は真っすぐに、側面や背面からの光は弧を描いて燐に迫る。

　足が地に着くと、間髪入れずに再度後方に跳んで、燐は焼けつく夜気に呪符を撒まいた。




　駆けつけるべき場所が居住区であるということは、わかっていた。

　しかし、鷹たか秋あきは中央区画へと向かった。

　炎のおかげで薄うすまってはいたものの、それでも鷹秋の鼻は、中央区画で闘たたかう燐の匂においを嗅かぎ取っていた。

　燐の強さは獣じゆう聖せいをも凌しのぐが、複数の『桜の妖魔』を一度に相手にするのは危険すぎる。

　それに、過去に何度か彼女の闘いを見たことがあるが、『桜の妖魔』を滅ぼそうという意志が強すぎるあまりに、防御がおろそかになっているように見えた。

　彼女を独りで闘たたかわせておくわけにはいかない。

　居住区の方は安あ曇ずみたちが守ってくれるはずだ。

　すれ違う者たちに紫し宸しん殿でんに避ひ難なんするよう怒鳴りながら走る鷹たか秋あきは、やがて視線の先に燐りんと複数の異い形ぎようの姿を捉とらえた。

「ゲテモノどもが、てめえらの好き勝手にゃさせねえぞ！」

　咆ほう哮こうをあげて、上半身を灰色の狼おおかみへと変じた鷹秋は、剛ごう槍そう・温う羅らを最上段から振り下ろした。

　見えざる力が、獣けものの咆哮に似た音をあげて奔はしった。




　鷹秋が、ほとんど悩まずに中央区画へと向かったように、真ま矢やもまた悩まなかった。

　獣じゆう聖せいとして向かうべきが居住区であることはわかっていたが、鷹秋が走り始めると、身体からだが勝手に彼の後に続いてしまうのだから仕方がない。

　まず鷹秋がなにも考えずに突っ走って、真矢が続く。

　それは、二人が組むようになってからこれまでの間で、すっかり骨身に染みついてしまった構図だった。

　真矢は舌打ちしつつも、いつものように鷹秋の背中を追った。




　直なお純ずみたちが駆けつけた時には、居住区も中央区画同様炎に吞のまれていた。

　だが、最悪の状況は奇跡的に免れていた。

　孤児たちの世話を引き受けていた大人の一人が、中央区画から爆ばく発はつ音が聞こえるや否や、子供たちに避難指示を出していたのだ。

　子供たちとは居住区の手前で出くわした。

　子供たちを紫宸殿まで守る役目は、橘たちばなに任された。

「ここから先は、私たちの役目です」

　炎の暴れる音が絶え間なく響ひびく中、安曇の玲れい瓏ろうとした声は、しかしはっきりと直純たちの耳に届いた。

　既に上半身を狼に変えている直純は頷うなずき、前方を睨にらみ据えた。

　燃えさかる宿舎を背景にして、七体の異形が牙きばを剝むいていた。

　兄弟のようなものなのか、一様に同じ姿をしている。

　狒ひ狒ひだ。それも一つ眼めの。

　上背は直純がわずかに勝っているものの、四肢の太さは直純の三倍ほどもある。体毛は黒褐色だが、ゆらゆらと左右に揺れている尻尾しつぼだけが真白い。手に手に鉈なたや段だん平びらなどの得物を握りしめている。

　そして、その狒狒たちの手前には、幾人もの人じん狼ろうが倒れていた。

　子供たちを逃がすための盾となった者たちだ。どの人じん狼ろうも、一目で生きていないとわかる姿に変えられている。

「彼らの仇かたき、討ちましょう」

　安あ曇ずみが一歩前に出た。

　彼女の背中を見た直なお純ずみは、そこに確かな『力』を感じた。

　振り向かずに、安曇は言った。

「私はこれより水を呼びます。あなたたちはその間、敵を引きつけてください」

「わかった」

「うん」

　直純と由ゆ花かが頷うなずくのと同時に、狒ひ狒ひたちが一斉に動いた。

　三体が跳ちよう躍やくして頭上から、四体が正面きって突っこんでくる。

　由花は頭上に向けて雷光を放ち、直純は全身に炎を纏まといつつ安曇の前に立って、異い形ぎようの群れを迎え撃うった。




「おおおおおっ！」

　鷹たか秋あきは、もう何度目ともつかない雄お叫たけびをあげて跳躍し、温う羅らを振り下ろした。

　重く分厚い刃やいばが、熊くまの頭を腐った果実のように叩たたき潰つぶした。

　身体からだ中の眼めを剝むいて、熊の巨体は仰あお向むけに倒れた。

　鷹秋は、着地すると間髪入れずに振り返り、温羅を振るった。

　燐りんと交戦している、両肩から数十匹もの蛇を生やした人型の背中に向かって、見えざる力が奔はしる。

　だが、それは矢のような速さで割って入ってきた、馬頭の巨人が構える二本の巨大剣によって受け止められてしまった。

「ちいっ！」

　鷹秋は口の端を歪ゆがめた。

　あの馬頭の巨人には、先程から何度となく獣じゆう鳴めい斬ざんを防がれている。

──あいつは、獣鳴斬じゃ倒せねえか。

　獣鳴斬が効かないとなると、温羅の真の力を発動させるしかない。

　しかし、そのためには大量の獣気、あるいは魔ま力りよくが必要となる。

　鷹秋が、実戦で温羅の真の力を引き出したのは、燐の術すら通じなかった『桜さくらの妖よう魔ま』──逢おう錬れんと闘たたかった際の一度だけ。

　あの時は、わずか一いち撃げき放っただけだというのに獣気が空っぽになり、それでも足りずに生命力まで吸いあげられた。

　修行に修行を重ね、温羅でも獣鳴斬を撃てるようになったが、真の力を発動できる回数は一日に一度から二度に増えただけだった。

《混こん沌とん》の誕たん生じようを阻止するための闘たたかいが控えている今、ここで大量の獣じゆう気きを消耗することは避さけたかったが、やむをえない。

　鷹たか秋あきは温う羅らを振りかぶった。そして、吸気に合わせて温羅に獣気をこめていく。

　傷だらけの刃やいばが、熱されたように赤味を帯び始めた瞬しゆん間かんだった。

「南なん原ばら、上だ！」

　視界の外で真ま矢やの叫びがあがった。

　鷹秋は振り仰ぎ、「ちっ！」、舌打ちしつつ飛び退のいた。

　次の瞬間、ほんの今まで鷹秋が立っていた場所を、双頭の蜥蜴とかげが上空から吐いた炎が灼やいた。

「さっきからうざってえんだよ、畜生が！」

　鷹秋は、小馬ば鹿かにするように悠々と上空を旋回している双頭の蜥蜴に向け、牙きばを剝むき出しにした。

　あの双頭の蜥蜴が、鷹秋たちが攻勢に出られないでいる一番の原因だった。

　鷹秋たちが大技を放とうとする度に、上から炎を吐きかけてくるのだからたまらない。

　鷹秋も真矢も燐りんも、まずあの双頭の蜥蜴を仕留めようと何度となく仕掛けているのだが、双頭の蜥蜴は素早いうえに結界を張る能力を有しており、鷹秋たちの攻こう撃げきはことごとく避けられ、あるいは防がれていた。

──いい加減、あの蜥蜴を潰つぶさねえと、どうしようもねえな。

　なんとか一体を仕留めることができたものの、双頭の蜥蜴がいる限り、こちらの苦戦は続く。

　上を向いてグルグルと唸うなっていると、不意に二本の刃が視界に入りこんできた。

　鷹秋が双頭の蜥蜴に気を取られている隙すきに接近してきた、馬頭の巨人の剣だ。

「──！」

　温羅に匹敵する重厚な刃が、唸りをあげて迫る。

　横っ跳びでなんとかかわしたものの、続けざまに繰くり出された横よこ薙なぎの一撃をかわしきることはできなかった。

　温羅を盾にしたが、踏ん張りがきかなかったために鷹秋は吹っ飛ばされた。

「野……郎……っ！」

　すぐさま立ちあがった鷹秋だが、腕は両方とも痺しびれて動かず、目の前に転がる温羅を拾いあげることはできなかった。脚にも力が入らない。

　そこに、馬頭の巨人が追い撃うちをかけてきた。

　眼前で、二本の巨大剣が振りかぶられる。

「南原！」

　真矢の叫びが、再び中央区画に響ひびき渡った。




　真ま矢やが相手をしていたのは、全身を魚のような鱗うろこで覆おおわれた人型──半魚人だった。

　半魚人には、鱗を八方に弾丸のように撃うち出す能力があった。

　撃ち出された鱗は、高速ではあるものの直進しかしないので、避さけることはさほど難しくない。

　厄介なのは、その能力を防御に使われることだった。

　真矢はフリージングチェーンで攻こう撃げきしているのだが、突き刺すか絡めるかしたものを凍りつかせる必殺の鎖くさりは、半魚人が撃ち出す鱗によって、ことごとく弾はじかれてしまっていた。

　獣じゆう聖せいになって編み出した新技ならば、鱗の防御など無視して一撃で仕留めることはできる。

　しかし、その技を放つためには溜ためが必要だった。

　溜めは、もう何度も試みているが、半魚人の鱗と双頭の蜥蜴とかげの炎によって阻止され続けていた。

──南なん原ばらは……。

　真矢は半魚人への警けい戒かいを怠おこたることなく後方に視線を走らせ、

「南原、上だ！」

　叫んだ。

　温う羅らを振りかぶり溜めに入っていた鷹たか秋あきに、双頭の蜥蜴が炎を吐きかけようとしていた。

　鷹秋は真矢の声に反応し、辛うじてそれを避けた。

──迂う闊かつに溜めに入るな！

　真矢は、内心で鷹秋を叱しつ咤たしつつも安あん堵どの息をつき、半魚人に向き直った。

　しかし、鷹秋の危機は、またすぐに訪れた。

　金属同士が激しくぶつかり合う音に重なって、鷹秋の短い悲鳴が聞こえた。

　真矢は振り向き、息を吞のんだ。

　鷹秋が倒れていた。

　馬頭の巨人が、ゆっくりと近づいていく。

　鷹秋は、すぐに立ちあがりはしたものの、温羅を拾うことすらできないようだった。

　馬頭の巨人が、とどめの剣を振りかぶる。

「南原！」

　真矢は叫んで駆け出し、鷹秋に後ろから体当たりした。

　真矢と鷹秋の距離が近かったことと、馬頭の巨人の動きが悠然としていたことが、鷹秋を救った。

　もつれて倒れこむ真矢と鷹秋。

　刹せつ那な、馬頭の巨人の剣が、爆ばく発はつ音のような音を響ひびかせて地面を割った。

「ぐ……あ……だあっ！」

　突っ伏して呻うめいていた鷹秋を、真矢は首の後ろの毛を引っつかんで、無理やりに立たせた。

「もうちっとマシな立たせ方はできねえのか、てめえは！」

　涙目で抗議してきた鷹たか秋あきを無視して、真ま矢やは手にごっそりと握られていた灰色の毛を捨てた。

　燐りんの声が響ひびいたのは、その直後だった。

「後ろです！」

　真矢と鷹秋は揃そろって目を見開き、次の瞬しゆん間かんには、真矢はさらに目を──限界まで見開くこととなった。

　無数の衝しよう撃げきが、身体からだの後ろから前へと突き抜けた。

　真矢は声もなく倒れた。

　倒れた時には、意識は失われていた。




　何人もの子供が、火がついたように泣いていた。

　年かさの子たちが、叱しつ咤たしたり抱きしめたりしてなだめようとしていたが、それで泣きやむ子供はいなかった。

　泣きわめく子供の数は、爆ばく発はつ音があがる度に増えていく。

──紫し宸しん殿でんまで、あと少しだっていうのに……！

　複雑に絡めた指に力をこめつつ、橘たちばな春はる海みは奥歯を嚙かんだ。

　背後で、また爆発音があがった。

　顔だけを、そちらに向ける。

　吹雪ふぶきのような火の粉のただ中で、翼つばさの生えた虎とらよりも一回り大きな狼おおかみが、黒光りする牙きばの並ぶ口をいっぱいに開いていた。

　今の爆発音は、この有ゆう翼よくの狼が吐いた火球によるものだ。

　結界が張られていなければ、橘も子供たちも吹き飛んでいた。

　有翼の狼を睨にらんでいると、今度は正面で野太い咆ほう哮こうがあがった。

　橘は向き直り、「うっ」と呻うめいた。

　頭部のみならず身体のあちこちから角を生やした犀さいが、結界に体当たりを仕掛けてきた。

　先程の爆発音よりもさらに激しい音がして、結界が軋きしんだ。

　子供たちの悲鳴が乱舞する。

「ううっ」

　冷たい汗が吹き出した。

　犀が再び体当たりをするべく後じさる。

　有翼の狼が橘の視界の隅をかすめ、正面に回った。

　有翼の狼は背後から移動したものの、背後にはまだ別の『桜さくらの妖よう魔ま』がいた。

　正面と背後だけではない。『桜の妖魔』は右手にも左手にも上空にもいる。

　紫宸殿正面の広場まできたところで、橘と居住区の子供たちは、九体もの『桜の妖魔』に襲おそわれた。

　防御・結界の術は橘たちばなの得意とするところだが、相手が『桜さくらの妖よう魔ま』──しかもこれだけの数となると、いつまでもは凌しのげない。

──なんとか子供たちだけでも逃がさないと……でも、どうすれば……。

　橘に闘たたかう力はない。空間転移で逃げようにも結界を維持したままでは他ほかの術は使えないし、なにより人数が多すぎる。八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

「うううっ」

　半泣きになっていると、犀さいの体当たりが再び炸さく裂れつし、

「ひいっ！」

　橘は悲鳴をあげた。

　結界に幾筋ものヒビが入ってしまったのだ。

「ううううっ」

　もう、もたない。

　犀が、とどめの一いち撃げきのために後じさる。

　橘は屈かがみこみ、脚にしがみついていた四、五歳の女の子を庇かばうように抱きしめた。

　次の瞬しゆん間かん、パッと水色の光が閃ひらめき、犀の頭が消滅した。

　一瞬遅れて、獣けものの咆ほう哮こうが響ひびき渡った。

「へ……？」

　水色の光は、橘が間抜けな声を洩もらすのと同時に再び閃き、今度は犀の直上に滞空していた有ゆう翼よくの狼おおかみの上半身が丸ごと消え失うせた。

　直後、前と同様に獣の咆哮がこだました。

「え……？」

　崩れた犀の巨体の上に、有翼の狼の下半身が落ちた。

　二つの骸むくろからあふれる血が、地面に染み広がっていく。

「え……？　え……？」

　橘は状況を理解しようと視線を左右に動かした。

　まずは、右。先程から結界を激しく殴打していた、身体からだの表面を蟹かにの甲こう羅らのようなもので覆おおっている人型が、拳こぶしを振りあげた姿勢で、三つある眼めを見開いていた。その斜め後ろにいる山羊やぎの頭を持つ巨人もまた、立ち尽くしている。

　そして、左。紫し宸しん殿でんのある方向。

「あ……」

　四体もの『桜の妖魔』がいたが、橘の目は彼らではなく、紫宸殿の方からゆっくりと歩いてくる、一人の獅し子しに釘くぎ付づけになった。

「ああ……」

　黄おう金ごん狼おおかみの体毛にも劣らない美しさの、金色の鬣たてがみ。

　虎こ人じんのそれにも勝る、隆々とした胸と腕。

　左右それぞれの手に提げている青せい龍りゆう刀とうが、月明かりに仄ほのかに輝かがやいている。

「うぐっ」

　安心が、橘たちばなを涙ぐませた。




「おおおおおっ！」

「シイィィィッ！」

　直なお純ずみの雄お叫たけびと狒ひ狒ひの奇声が交こう錯さくし、拳こぶしと鉈なたが激突した。

　それがただの拳けん打だであったなら、直純の拳はミンチになっていただろう。

　だが、直純が繰くり出した拳打は、ただの拳打ではなかった。

　拳と鉈が激突した刹せつ那な、そこに炎の花が咲いた。

　鉈が、狒狒の手ごと吹き飛んだ。

　狒狒の、顔の真ん中にある眼めが見開かれる。

　直純はこのまま決めるべく、その見開かれた眼に火か竜りゆう閃せんを叩たたきこもうとしたが、拳を振りかぶったところに横手から別の狒狒が仕掛けてきた。

　直純は拳を振りかぶったまま飛び退のき、段だん平びらの一いつ閃せんをかわしたが、正面の狒狒が間髪入れずに放ってきた跳び蹴げりをかわすことはできなかった。

「がっ！」

　直純は吹っ飛び、倒れたが、すぐさま立ちあがった。

　先程、鷹たか秋あきにやられた胸にもらってしまった。

　息が詰まるほどに疼うずいているが、骨まではやられていない。

　防御力を付与した炎──紅ぐ蓮れん闘とう衣いを纏まとっていなければ、骨は砕かれ、内臓は潰つぶされていた。

　痛みを嚙かみ殺しつつ纏う炎をさらに猛たけらせ、直純は前方を睨にらんだ。

　四体の狒狒が、その一つ眼を血走らせて得物をギラつかせている。

　火竜閃で片手を爆ばく破はされた狒狒の眼は、一ひと際きわに赤い。

──攻めこむのは、やはり自殺行為か……。

　先手必勝・一撃げき必殺が信条の直純にとって、防戦は望むところではないが、やむをえない。

　狒狒たちは手て強ごわい。特殊な能力はないようだが、その文字どおりの猿のような身のこなしは十二分に脅威だ。

──都つ築づきは……。

　視界内に由ゆ花かの姿はない。

　近くで三体の狒狒と闘たたかっているはずだが──。

　視線を正面から離せず、歯嚙みしていると、「はっ！」、聞き慣なれた声が斜め後方から聞こえ、青白い閃せん光こうが目に入った。由ゆ花かの雷光だ。

──無事か……。

　だが、安あん堵どはできなかった。

──まだか……!?

　直なお純ずみは後方にいる安あ曇ずみに、内心で問いかけた。

　じりじりと、狒ひ狒ひたちが近づいてくる。

──もう、もたないぞ！

　安曇が長らくの沈ちん黙もくを破り声を響ひびかせたのは、直純が一歩後ずさった瞬しゆん間かんだった。

「下がってください！」

　直純は思わず振り返り、目元を歪ゆがめた。

　水を呼ぶ、と言っていたにもかかわらず、祈るように手を組んでいる安曇のまわりには、水たまりの一つさえ見られなかった。

──水はどうしたんだ!?

　佐さ和わ山やま安曇はアクアウルフ。

　アクアウルフは水を操ることを得手とする。

　手近に海や湖があれば、そこの水をそのまま利用できるが、そういった水場がない場合、空気中や地中から水分を集めなくては闘たたかえない。

　これには、かなりの時間がかかるため、アクアウルフは戦せん闘とうには向かないとされている。

　安曇が存分に水を集められるよう、直純と由花は彼女の盾になっていたのだが──。

「水は──」

　声に出して問おうとした直純を、安曇が手で制した。

　安曇はその手でスッと頭上を指さし、小さく頷うなずいた。

　直純は視線を上にやり、目を見張った。

　安曇の直上──地上から百メートルほども離れた高みに、巨大な球体が浮かんでいた。

　水だ。距離があるのではっきりとはしないが、直径は優に二十メートルはあるのではないだろうか。それほどに巨大だ。

「直純くん！」

　そちらに気を取られていると、由花の叫びが耳じ朶だに突き刺さった。

　ハッと正面に向き直った直純は、そこに段だん平びらを振りかぶった狒狒の姿を見た。

「くっ！」

　袈け裟さ懸がけに振り下ろされた段平を、横っ跳びでなんとかかわした直純だったが、狒狒は跳んだ先にもいた。

　その狒狒の膝ひざ蹴げりが、直純の胸に炸さく裂れつした。

　直純は声もあげられずに吹っ飛び、安曇の傍らに倒れた。

　纏まとっていた炎が消える。

「ぐ……あ……」

　紅ぐ蓮れん闘とう衣いを纏っていたとはいえ、既にダメージを受けていた箇所への打だ撃げきは効いた。

「シイィィィッ！」

　狒ひ狒ひの一体が、とどめの一撃を見舞うべく、鉈なたを振りあげて飛びかかってきた。

　直なお純ずみは、上体を起こすことはできたものの、立ちあがれない。

　そんな直純を救ったのは、由ゆ花かよりも小柄な少女だった。

　安あ曇ずみがおもむろに直純の前に立つ。

　狒狒の標的が、直純から眼前の少女へと移る。

　鉈が閃ひらめいた。

　しかし、その鉈が安曇を捉とらえることはなかった。

　鉈がギリギリまで迫ったところで、安曇の左手が、その小さく細い身体からだからは想像もつかないような速さで動き、狒狒の手首に触れた。

　叩たたいたのではない。ほんの軽く触れただけだ。にもかかわらず、狒狒の手首は角度を変え、鉈はあさっての方向に逸それていった。

「な──!?」

　間髪入れず、安曇の右手が動いた。

　狒狒の分厚い胸板に、小さな掌てのひらが淡く触れる。

　刹せつ那な、ドン！　と太鼓のような音が響ひびき、狒狒の身体が宙に舞った。

　直純も由花も、そして狒狒たちも、その光景に呆ぼう然ぜんとなった。

　瞠どう目もくの光景は、さらに続いた。

　安曇が飛び退のきつつ、澄すんだ声を響かせた。

「きたれ！」

　そして、右腕を真っすぐ天に伸ばす。

　直純はつられて振り仰ぎ、見た。

　空の高みに浮かぶ水の塊が、刃物で斬きられたように真っ二つになるのを。

　分かれた片方が、重力に従って落ちてくる。

　直純は息を吞のんだ。

　逃げなければ潰つぶされる。

　ようやく水の存在に気づいた狒狒たちが、一斉に飛び退いた。

「直純くん！　あず──！」

　由花が叫んだが、刹那遅れて安曇があげた叫びが、由花の声を打ち消した。

「清廉なる牙きばの洗礼！」

　水の塊の落下が、掲げられた安曇の手の数十センチ上で、時間が凍りついたかのようにピタリと止まり──音もなく弾はじけた。

　視界にぱあっと霧きり雨さめが広がる。

　大量の水が弾けたというのに、直なお純ずみや安あ曇ずみに降りかかったのはそれだけだった。

　大半の水は、狒ひ狒ひたちへと向かった。

　数十匹もの狼おおかみへと姿を変えて。

　狒狒の一体があげた恐慌の叫びがこだまする。

　そして、殺さつ戮りくが始まった。

　その身体からだも、牙きばも爪つめも、全すべてを水によって成す狼たちが、矢のような速さで狒狒たちに襲おそいかかる。

　狒狒たちは得物を振るって狼たちを迎え撃うとうとしたが、数に差がありすぎた。

　一匹の狼を砕いている間に、九匹、十匹もの狼が喰くらいついてくる。

　しかも、砕かれた狼も、そのまま地面に染みこむことなく、すぐに狼の形を取り戻して喰らいついてくる。

　水によってできているにもかかわらず、狼の爪と牙には鋼鉄をも裂く威力があった。

　七体の狒狒の口から次々と、悲鳴が、断だん末まつ魔まの絶叫があがる。

　間もなくしてそれがやんだ時には、狒狒たちはどす黒い肉の塊と化していた。

　狒狒の血を含んで身体からだの色を変色させた狼たちが、安曇の方を振り返って尻尾しつぽを振る。
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「ありがとう、みんな」

　安あ曇ずみが微笑ほほえむと、狼おおかみたちの身体からだは崩れて水たまりとなり、地面に染みこんでいった。

「すごい……」

　由ゆ花かの呟つぶやきが、呼吸も瞬まばたきも忘れていた直なお純ずみをハッとさせた。

　直純は改めて安曇を見、改めて瞠どう目もくした。

──こんな細い女の子が……。

　見つめていると、安曇が面おもてを空に向け、片手を振りあげた。

　直純は倣ならって空を仰ぎ、「あ」とこぼした。

　上空に残っていた水の塊が、大きく弾はじけた。

　居住区の上空をすっかり覆おおうように広がった水は、間もなく雨となって地上に降りかかった。

　すると、またも驚おどろいたことに、ごうごうと燃えさかっていた建物の火が静まり、十秒と経たたないうちに消えた。

　居住区に、静寂と闇やみがおりた。

「凄すさまじいな……これが獣じゆう聖せいか……」

　南なん原ばら鷹たか秋あきといい、この佐さ和わ山やま安曇といい、獣聖の強さはやはり生半可なものではない。

　安曇が顔をこちらに向け、笑った。

「私はまだまだ未み熟じゆくです。水を呼んでいる間、敵を引きつけてくれる人がいなければ、闘たたかえないんですから」

　やわらかで、由花と同じように屈託のない笑顔。

「そ、そんなことはない」

　直純は唐突に気恥ずかしくなって、顔を背けた。

「水の狼が『桜さくらの妖よう魔ま』を圧倒できたのも、建物の火があっさりと消えたのも、水にこめられていたあんたの獣じゆう気きが強かったからだ。体術だって、触れただけで『桜の妖魔』を吹っ飛ばすなんて真似まね、俺おれにも都つ築づきにもできやしない。あんたは強い」

　顔を背けたまま、横目で安曇を見る。

　安曇は、くすぐったそうに笑っていた。

　と、由花が直純の傍らにきた。

「直純くん、大丈夫？」

「あっ、ああ……」

　直純は自身の胸に触れ、「ぐ……」、小さく呻うめいた。

「大丈夫……じゃないみたいだね」

「骨折はしていない。どうということはない」

　痛みはひどかったが、異性二人の前でいつまでもヘバっているわけにはいかないと、直純は歯を食いしばって立ちあがった。

　すると、由ゆ花かがスッと脇わきに入りこんできて、支えてくれた。

「無理したら、ダメだよ」

「ああ……」

　直なお純ずみは答えつつ、何とはなしに由花を見、「うっ」と痛みによるものとは別の呻うめきを発した。

　由花の白いＴシャツが、雨に濡ぬれて肌に張りつき、下着が透けて見えていた。

　水色だ。そして、その水色に包まれた確かな膨ふくらみ。

　脳裏に、いつかの静しず華かの言葉がふっと甦よみがえった。

「あの娘こはいいぞ。華きや奢しやに見えるけど、脱ぐと結構ある」

　師の言葉に噓うそはなかった。

──いかん！　見るな……見るな！

　直純は心中で己を叱しかりつつ、釘くぎ付づけになりかかっていた視線を無理やりあげ、そこでまた、今度は由花の横顔に「うっ」と呻いた。

　濡れて艶つやを帯びた髪。雫しずくをたたえた睫まつ毛げ。闇やみに映える白い頰ほおと襟えり足あし。

「……」

　見入るな！　と思いはしたが、その横顔から目を離すことはできなかった。

──こんなに綺き麗れいだったのか、都つ築づきは……。

　由花を可愛かわいいと思ったことは何度もあったが、綺麗だと思ったのは、これが初めてだった。

　胸元を見つめるのはいけないが、横顔ならば罪にはならないはずだ──自分にそんな言い訳をしつつ、見つめていると、

「功刀くぬぎさんの怪け我がは、ひどいのですか？」

　安あ曇ずみが目の前にやってきた。

「いや。大丈……うっ」

　直純は、三度呻いた。

　間近で見ると、安曇のブラウスも透けていた。

　淡い膨らみが、直純の思考を停止させた。

「功刀さん？」

「直純くん？」

「……」

「あっ……」

　直純の視線に気づいた安曇が、両腕で胸を隠して半身を撚ひねった。

　直後、脇腹に痛みが訪れ、「ぐあっ！」、直純はのけ反った。

「つ、都築……？」

　見ると、由花の手が脇腹の体毛をつかんでいた。

「安曇ちゃんを困らせちゃダメ」

「す、すまない……」

　直なお純ずみは涙目で謝あやまった。

　狒ひ狒ひの打だ撃げきよりも痛かった。

「ごめんね、安あ曇ずみちゃん。直純くんって、安曇ちゃんみたいな女の子がタイプだから、つい見ちゃったんだよ。許してあげてね」

　安曇は恐る恐るといった感じで向き直り、こくんと頷うなずいた。

　その顔はうつむかれており、しかも真っ赤だ。

──安曇ちゃんみたいな女の子がタイプ……？

　直純は、由ゆ花かの言葉を反はん芻すうした。

　佐さ和わ山やま安曇がタイプ──それは、いわゆるロリコンというやつになりはしないか。

「ち、ちが──」

　由花の言葉を訂正しようと口を開いた直純だったが、

「安曇ちゃん。さっきは直純くんのこと助けてくれて、ありがとうね」

　由花に言葉をさらわれてしまった。

「直純くんも、ちゃんとお礼言わないと」

「え……あっ、ああ……」

「いいんです……お礼なんて……当たり前のこと、なんですから……」

　安曇はうつむき、顔を赤くしたまま、蚊の鳴くような声で言った。

　直純は、「ん？」と思った。

　安曇の様子が、変わっている。

　巫女みこのような凜りんとした雰囲気が失うせ、最初のおどおどした感じに戻っている。

──戦せん闘とうになると人が変わる人じん狼ろうは少なくないが……。

　ここまでがらりと様子が変わるのは、珍しいのではないだろうか。

　見つめていると、「だから、安曇ちゃんを困らせないの」、再び由花に脇わき腹ばらの体毛を引っ張られ、「……っ！」、直純はのけ反った。

　安曇は、いよいよ表情が窺うかがえないほどに深くうつむいている。

　油断していた。

　直純も由花も安曇も。

『それ』に最初に気づいたのは、直純だった。

　七体の狒狒が倒される様を見ていた『それ』は、焼け崩れた小屋の陰に身を潜ひそめ、直純たちの隙すきを窺っていた。

　のけ反ぞっていた直純が顔を下ろし、『それ』を視認した時には、『それ』──八体目の狒狒は、安曇の背後に迫っていた。

「後ろだ！」

　まず直なお純ずみが叫び、半はん瞬しゆん遅れて、

「安あ曇ずみちゃん！」

　由ゆ花かが叫んだが、間に合わなかった。

　うつむいていた顔をハッとあげた安曇が、刹せつ那な、宙高くに舞いあげられた。

　狒ひ狒ひが、鉈なたにべろりと舌をはわせる。

　その足下には、白く細い──安曇の腕が落ちていた。




　燐りんの警けい告こくの声は、意味を成さなかった。

　背後から半魚人の鱗うろこに撃うち抜かれ、真ま矢やは倒れた。

　鱗の数は一枚や二枚ではなかった。恐らくは致命傷だ。一刻も早く治ち癒ゆの術を施さなければならない。

　しかし、肩から腕の代わりに数十匹もの蛇を生やした人型と、上空を旋回している双頭の蜥蜴とかげが、真矢に駆け寄ることを許してくれなかった。

　燐は歯は嚙がみしながら、牙きばから毒と思おぼしき液体を滴らせて迫る無数の蛇を、太刀たちで斬きり払った。だが、人型の肩から生える蛇は、その程度では死ななかった。

　いくら斬っても、すぐに切断面から新しい頭と身体からだが生えてくるのだ。

　弱点は本体であろうと、本体に向け何度となく術を放ったのだが、炎も雷光も──術による攻こう撃げきは全すべて、蛇たちの口こう腔こうに吸いこまれてしまった。

　太刀で本体を斬ろうにも、身体を十メートルほども伸ばすことが可能な蛇たちのおかげで、本体の間合いに入ることもできず、闘たたかいは膠こう着ちやく状態に入っていた。

「ぐあっ！」

　しつこく迫る蛇たちを斬り捨てていると、鷹たか秋あきの悲鳴があがった。

　飛び退のきつつ見ると、鷹秋が倒れていた。

　馬頭の巨人に一撃もらってしまったのだ。

　大きなダメージはなかったのか、彼はすぐに立ちあがり、追撃の剣を避さけはしたが、その足取りは頼りなかった。

「南なん原ばらさん……」

　相棒である真矢を倒された鷹秋は、怒りの咆ほう哮こうをあげて半魚人にかかっていこうとしたが、馬頭の巨人に阻まれていた。

　腕を痛めたのだろう。温う羅らを拾いあげることができないらしく、鷹秋はただ馬頭の巨人の攻撃をかわすことしかできなくなっていた。

──早く、彼らの援えん護ごに回らないと……。

　真矢は倒され、鷹秋は温羅が使えない。闘えるのは燐しかいない。だが──。

　蛇の群れが迫ってきた。

　横っ跳びでかわし、器用に軌道を曲げて追ってきた数匹を斬きって退ける。

　そこに頭上から炎が降り注いできた。

　左手に持っていた呪じゆ符ふを投げ、それを蒼あおい炎と化して相そう殺さいする。

　これまでに、幾度となく繰くり返されてきた攻防。

　苛いら立だちが、燐りんに太刀たちをきつく握りしめさせた。

　その時だった。

「コケーッ」

　耳に覚えのある声が、かすかにではあるが聞こえた。

「……？」

　小さすぎて、どこから聞こえたのかわからなかった。

　視線を走らせてみても、声の主の姿は見えない。

　眉まゆ根ねを寄せていると、

「コケーッ！」

　また聞こえた。今度は先程よりもはっきりと。

　燐は振り仰ぎ、絶句した。

　遥はるか上空から、山やま伏ぶしの格好をした狼おおかみ──狗ぐ賓ひんが、急降下で地上に迫ろうとしていた。

　だが、燐を絶句させたのは、狗賓ではなかった。

　狗賓を追うようにして、急降下している巨人──その姿に燐は驚おどろき、戦せん慄りつを覚えた。

　まず狗賓が、燐と蛇じや腕わんの間に降り立ち、続いて巨人が狗賓の背後──蛇腕の上に着地した。

　巨人の着地は、蛇腕を虫けらのように踏み潰つぶし、地面を大きく揺らした。

　巻き起こった土煙に、「コ、コケッ──ゲホッ、ゴホッ！」、狗賓がむせ返った。

　燐は後ずさりつつ巨人を見あげた。

　巨大だった。上背は、三メートルはあろうかという馬頭の巨人の、優に十倍はある。

　全身を薄うすく覆おおっている体毛の色は、黄味の強い金色。腰のあたりまで無造作に伸ばされた頭髪の色も同じだ。

　角が幾本か生えているが、ほとんどが頭髪に埋もれているため、正確な数はわからない。

　気持ちが悪いのか、巨人は蛇腕を踏み潰した右足を、近くにあった井戸の縁ふちに擦こすり始めた。

　露あらわになった蛇腕は、腐り落ちた果実のようになっていた。

「また会えたな、女！」

　咳せきが治まった狗賓が、手にしていた金属棒を片手でくるくると回して、大きく胸を張った。

「この狗賓と童どう子じが来たからには、いかなる抵抗も無駄なり！　絶望に打ちひしがれ、我をたばかった己が愚かさを呪のろうがいい！」

「童子……」

　燐は再び巨人を見あげた。

　桜さくらが名付けたのか火か車しやが名付けたのかは知らないが、あの巨体に『童どう子じ』とは。

　その童子が、足を井戸の縁ふちに擦こすりつけるのをやめ、顔を動かした。

　虹こう彩さいのない真っ白な眼めが、燐りんを捉とらえてスッと細まる。

　燐は左手に呪じゆ符ふを呼び、太刀たちともども構えた。

　そして、奥歯を嚙かみしめる。

──ここまで、大規模な攻こう撃げきを仕掛けてくるなんて……。

　だが、これだけの戦力を『院いん』の襲しゆう撃げきに投入してきたということは、《混こん沌とん》の守りは手て薄うすになっているはずだ。

　この場を乗りきれば、光は見える。

「行け、童子よ！　されども、あの女だけはこの狗ぐ賓ひんの手で──」

「はっ！」

　裂れつ帛ぱくの声で狗賓の台詞せりふを遮って、燐は呪符を躍おどらせた。




　少女の身体からだは、無造作に地面に叩たたきつけられた。

　狒ひ狒ひが、にいっと歯を剝むき、鉈なたを振りかぶる。

　直なお純ずみは、その一撃から由ゆ花かを守るべく前に出ようとしたが、「ぐ……っ！」、胸の痛みが動きを妨げた。

　避さけられない。由花もろとも殺される。

　死が意識をかすめた瞬しゆん間かん、視界が大きく横にぶれた。

──都つ築づき!?

　由花に突き飛ばされたのだと理解した時には、由花の姿は狒狒の頭上にあった。

　由花は、直純が倒れこむのと同時に狒狒の真後ろに着地すると、右手をスッと目の高さに伸ばした。

　広げられた掌てのひらの上に、バチッと音をたてて青白い球が生まれる。

　由花はそれを握り潰つぶすと、腕を斜めに振った。すると手から青白い鞭むちが伸びた。

──あの技は、師匠の……！

　静しず華かの技の中に、炎を凝ぎよう縮しゆくし、鞭として物質化させるという技がある。

　由花は、それをそのまま雷光でやったのだ。

　由花の鞭は静華のそれよりも細いものの、全体からバチバチと火花が散っているために、より攻撃的に見える。

　狒狒が振り返った。

　由花は鋭するどい呼気を発して、雷光の鞭を一いつ閃せんさせた。

　それは狒狒の胸を打ち据え、激しい音と閃光が夜気を切り裂いた。

　狒狒が眼を剝き、鉈を取り落としてよろめく。

　その一いち撃げきで狒ひ狒ひの意識は砕け散っていたが、由ゆ花かはさらに攻めた。

　腕に、脚に、腹に、頭に、雷光の鞭むちが立て続けに炸さく裂れつし、その度に高圧電流が狒狒を灼やく。

　三撃目で狒狒は絶命していたのだが、由花の手は止まらなかった。

「都つ築づき……」

　閃せん光こうに照らされた由花の横顔に、直なお純ずみは寒気を覚えた。

　由花の大きな瞳ひとみには、殺意がありありと浮かんでいた。

　由花のあんな目は初めて見る。

　直純は起きあがって、

「都築、もういい」

　声をかけたが、それでも由花は止まらない。なおも狒狒を打ち続ける。

「都築、やめろ！　そいつはもう死んでいる！」

　由花はようやく手を止めた。雷光の鞭が燐りん光こうに変わって夜気に溶ける。

　その時にはもう、狒狒は腕も脚もちぎれ、黒焦げになっていた。

「都築」

　肩で息をしながらこちらを向いた由花の目は、涙に揺れていた。

「佐さ和わ山やまを」

　直純が言うと、由花は弾はじかれたように安あ曇ずみの許もとへと駆けていった。

　直純は、狒狒の骸むくろの傍らに落ちていた安曇の左腕を拾いあげ、続いた。

「安曇ちゃん！　安曇ちゃんっ！」

　由花が安曇を抱き起こし、呼びかける。

　直純は由花の反対側に腰を下ろし、目元を歪ゆがめた。

　安曇の姿は無惨だった。

　左腕は肘ひじから下がなく、身体からだは脇わき腹ばらから胸の真ん中近くまで、ざっくりと斬きり裂かれている。

　左半身は顔から脚まで真っ赤だ。

「安曇ちゃん……安曇ちゃんが……」

　由花が、顔をぐしゃぐしゃにして直純を見た。

「すぐに紫し宸しん殿でんに連れて行こう。傷が心臓まで達していなければ、助かる望みはある」

　紫宸殿に行けば、女性のホワイトウルフや治ち癒ゆの術が使える術者がいるはずだ。

　他ほかの区画の応援にも行きたかったが、安曇をこのままにはしておけない。

　直純は安曇の左腕を置くと、由花の腕にある安曇を抱えあげた。そして由花に安曇の左腕を持つように言った。

「安曇ちゃん、助かるよね？」

　安曇の左腕を、ブラウスが汚れるのも構わずに大事そうに胸に抱いて、由花。

「ああ。佐和山は獣じゆう聖せいだ。俺おれたちよりもずっと強い。助かるさ」

「この腕だって、繫つながるよね？」

「ここは本山だ。腕のいい癒いやし手が大勢いる。必ず元どおりになる」

　直なお純ずみが言いきると、由ゆ花かは涙をあふれさせながら、「そうだよね、そうだよね」と何度も頷うなずいた。

「まだ敵が潜ひそんでいないとも限らない。嗅きゆう覚かくは全開にしておくんだ。……行くぞ」

　安あ曇ずみをしっかりと抱いて、直純は駆け出した。




　燐りんの放った呪じゆ符ふは、蒼あおい炎となって童どう子じに襲おそいかかった。

　しかし、それは童子の手の一振りによって、ロウソクのようにあっさりと消されてしまった。

「燐──！」

　鷹たか秋あきは燐の許もとに向かおうとしたが、馬頭の巨人に阻まれた。

　二本の巨大剣が迫る。

　かわしはしたものの、続けざまに襲ってきた半魚人の鱗うろこの一枚に、左の腿ももを撃うち抜かれてしまった。

「ちっ！」

　ただでさえ力が入らなくなっていた脚へのダメージに、鷹秋はたまらず倒れた。

　馬頭の巨人が、悠然とその前に立つ。

　離れた位置にいた半魚人もやってきた。

「く……」

　手に温う羅らはなく、足は動かない。

　上空を旋回していた双頭の蜥蜴とかげまでもが、馬頭の巨人の隣となりに舞い降りた。

──だらしねえ……。

　燐の闘たたかいが一日でも早く終わるよう、そのために修行を重ね、獣じゆう聖せいの称号をも得たというのに、この様だ。

　すぐ側そばで、燐が苦戦しているというのに。

　すぐ側に、相棒が倒れているというのに。

　己の不ふ甲が斐いなさに、鷹秋はきつく目をつむった。

　しかし、次の瞬しゆん間かんには、その目は見開かれることとなった。

　鷹秋から見て、馬頭の巨人の左隣に立っていた半魚人の胸から、不意に刃やいばが突き出たのだ。

　大きくのけ反る半魚人。

　刃が引き抜かれると、半魚人はがっくりと両りよう膝ひざをつき、前に倒れた。

　そして、鷹秋は半魚人を背後から貫いた者の姿を見た。

　獅し子しだ。

　鷹秋は、その獅子の名前を知っていた。

「師匠……」

　五ご堂どう恭きよう市いち。

　馬頭の巨人がいななきをあげて、五堂に身体からだを向けた。そして、二本の巨大剣を振りかぶった。

　五堂もまた得物を構えた。

　彼は青せい龍りゆう刀とうを手にしていた。それも両手に一本ずつ。

　鷹たか秋あきが以前に彼から譲ゆずり受けたのと同じ物だ。複数あったとは知らなかった。

　二本の巨大剣が唸うなりをあげて五堂に襲おそいかかる。

　喰くらえば跡形もなく潰つぶされること必至の一いち撃げきを、五堂は二本の青龍刀で当然のように弾はじき返した。

　直なお純ずみや由ゆ花かがこの場にいれば、仰天していたであろう光景。

　しかし、鷹秋は驚おどろかなかった。

──やっぱり、一生かかっても追いつけそうにねえな。あのおっさんの馬ば鹿か力ぢからには。

　五堂が軽く跳ちよう躍やくした。

　大きくよろめいている馬頭の巨人の頭を、青龍刀を握りしめた拳こぶしで殴りつける。

　鉛と鉛がぶつかったような音が響ひびき、馬頭の巨人が白目を剝むいた。

　数歩後ずさり、巨大剣を両手からこぼして、馬頭の巨人は大の字に倒れた。

　空中に逃れた双頭の蜥蜴とかげが、恐慌に陥ったのだろう、叫びながら二つの頭をぶんぶんと振り始めた。

　鷹秋は倒れた馬頭の巨人をまじまじと見た。

　殴られた箇所が陥没し、首がありえない方向に曲がっていた。鼻からはゆるゆると血が流れている。

「殴り殺しやがった……」

　それも一発で。

　これにはさすがに、鷹秋も驚いた──というより、呆あきれた。

　馬頭の巨人と、半魚人──倒された二体の『桜さくらの妖よう魔ま』を交互に見ていると、

「どうやら俺おれは、弟子に恵まれなかったようだな」

　五堂が青龍刀の一本を肩に担いで、ため息交じりに声をかけてきた。

「曲がりなりにも俺の弟子が、こんなザコにいいようにやられるな」

　鷹秋は、よろよろと立ちあがって言葉を返した。

「うるせえ。あのクソ蜥蜴がうざったかったんだよ」

　視線で双頭の蜥蜴を示す。

　そう。あれがいなければ、こうも追いつめられることはなかった。

「ふむ」

　五ご堂どうはおもむろに双頭の蜥蜴とかげを見やると、肩に担いでいた青せい龍りゆう刀とうを、鷹たか秋あきの目にすら留まらぬ速さで振るった。

　水色の光が閃ひらめき、双頭の蜥蜴の左半身が消滅した。

　刹せつ那な遅れて、獣けものの咆ほう哮こうに似た音が轟とどろいた。

「今更ながら、化け物だな。あのおっさんは……」

　鷹秋も何度となく獣じゆう鳴めい斬ざんを双頭の蜥蜴に放ったが、ことごとく避さけられ、防がれてしまった。

　五堂の獣鳴斬は、威力も速さも鷹秋のそれに遥はるかに勝っている。

　使用している武器の力は、鷹秋の温う羅らの方が格段に上であるにもかかわらず、だ。

　もはや双頭ではなくなった双頭の蜥蜴が落ちて、どす黒い血が飛び散った。

「さて、と」

　五堂の顔が、童どう子じに向かう。

「あのデカブツは、面おも白しろそうだな」

　童子には燐りんが懸けん命めいに仕掛けていたが、炎も雷光も──彼女が放つ術は全すべて、童子の手の一振りによって消されていた。

　今のところ童子からの攻こう撃げきはないが、そのぶん狗ぐ賓ひんが金属棒で激しく燐を攻めたてていた。

「おまえは、真ま矢やを連れて下がっていろ」

　五堂は言いつつ青龍刀を二本とも投げ捨てると、鷹秋が落としたままになっていた温羅を拾いあげた。

　鷹秋は半開きになっていた口を閉じ、引き結んだ。

　最強の武器が、最強の男の手に戻った。

　これで、『院いん』と『桜さくらの妖よう魔ま』たちとの闘たたかいに決着がつく。

　もし童子が、五堂と温羅を凌しのぐほどの『桜の妖魔』であれば、『院』は終わりだ。

　鷹秋は左足を引きずりながらも真矢に近づき、まだ痺しびれの残っている手で真矢を担ぎあげた。

　五堂が、久しぶりに手にする温羅の調子を確かめるように軽く素振りしながら、童子に向かって歩き出す。

　鷹秋は目を見張った。

　五堂が童子に身体からだを向けたことで見えた彼の背中──正確には腰の左側が、血に染まっていたのだ。

「師匠！」

　呼びかけたが、五堂は振り返らなかった。

　詳しくは見て取れないが、あれは深手ではないだろうか。

　鼻を利かせてみると、五堂の血の匂においはかなり濃こかった。

「師匠……」

　気掛かりではあったが、今の自分では援えん護ごすらできないし、真矢を余波に巻きこませるわけにはいかない。

　不安と悔しさを嚙かみ殺して、鷹たか秋あきは後退した。




　三枚の呪じゆ符ふから生まれた蒼あおい炎が、投と網あみのように広がる。

　それは、またも童どう子じが手を一振りしただけで消されてしまったが、燐りんの本当の攻こう撃げきはここからだった。

　童子の視界が炎で塞ふさがった一いつ瞬しゆんの隙すきに、燐は空間転移を使った。

　転移した先は、童子の顔のすぐ手前──文字どおりの目と鼻の先。

　燐は左手に一枚残しておいた呪符を、童子の岩のような額ひたいに張りつけた。

　そして、またすぐに空間転移で地上に戻る。

　燐が地上に現れるのと同時に、童子の額に張られた呪符が爆ばく発はつした。

　巨体がよろめく。

──効いた！

　燐は追い撃うちをかけるべく新たな呪符を呼ぼうとしたが、

「コケーッ！」

　その行為は、横手から飛びかかってきた狗ぐ賓ひんによって阻止されてしまった。

　金属棒による連続の突きが、燐を襲おそう。

　燐は飛び退のきつつ、豪雨のように降り注ぐ突きを太刀たちで弾はじいた。

　高こう野や山さんで闘たたかった時のように金属棒を断ち斬きってしまえればいいのだが、防ぐのが精一杯だった。

　金属音が絶え間なく響ひびく。

　小柄ながらも腕力があるのは、さすが『桜さくらの妖よう魔ま』といったところか。燐の手は痺しびれ、握力が落ち始めていた。

──このままでは……。

　失敗だった。

　童子に挑む前に、狗賓を片づけるべきだった。

　歯嚙みしていると、頭上から轟ごう音おんが降ってきた。

　童子が咆ほう哮こうしたのだ。

　燐は視線を上に走らせ、「くっ」と呻うめいた。

　破砕の術をまともに喰くらったにもかかわらず、童子の額には傷一つついていなかった。

　童子の眼めがぎょろりと動き、燐を捉とらえた。

　ダメージがなかったとはいえ、腹は立ったのだろう。童子の虹こう彩さいのない眼は血走っていた。歯も剝むかれている。

　童子から離れなければ、と燐は思った。

　狗ぐ賓ひんの猛攻に童どう子じの攻こう撃げきまで加わってしまっては、凌しのぎきれない。

　狗賓の突きを飛び退のいてかわし、童子との距離を取るために、さらに飛び退こうとした時、近づいてくる人影が視界に入った。

──彼は……！

　剛ごう槍そう・温う羅らを、片手で軽々と素振りしている獅し子し。

　五ご堂どう恭きよう市いちだ。間違いない。

　五堂の顔が動き、目が合った。

　すると五堂は、視線と顎あごで、あさっての方向を示した。

　離れていろ、と言っているのだろう。

　燐りんは一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、まずは飛び退いて狗賓との距離を取ると、振り返って駆け出した。

　ここは、ひとまず五堂に任せる。

　桜さくらの傀儡くぐつとして百年以上もの間『院いん』にいた燐だが、五堂と顔を合わせるのは、実のところ今日が初めてであった。

　五堂はかつて獣じゆう聖せいの一員であったが、彼には『長おさ』である桜への忠誠心が全くなかった。

　思えば、彼は桜の本性に気づいていたのだろう──彼が桜の招きに応じたことは一度たりともなかったし、命令を突っぱねることなど常であった。

　そんな五堂が、それでも桜に始末されずにいたのは、偏ひとえに実力を買われてのことだ。

　五堂と剛槍・温羅ならば、燐の術ですら打撃を与えることのできなかった童子を、追いつめられるかもしれない。

「コケーッ！　逃げるとは卑ひ怯きようなり！」

　狗賓が、金属棒を無駄に振り回しながら追いかけてきた。

　好都合だ。これで五堂は一対一で童子と闘たたかえる。

──ついてきなさい。

　狗賓に一いち瞥べつをくれて、燐は足を速めた。




　指の一本一本が丸太ほどもある童子の手が、拳こぶしを形作って大地に落ちた。

　一帯が震しん撼かんし、爆ばく風ふうさながらの風圧が五堂の体毛をなびかせる。

「いい一撃だ」

　鬣たてがみに絡んだ土くれを払い、五堂はニッと牙きばを覗のぞかせた。

　童子の腕は、五堂の目と鼻の先で、地に肘ひじのあたりまで深々と突き刺さっている。

　もらっていたら、ひき肉になっていた。

「もう一丁、こい」

　大たい樹じゆのような童子の腕を小突いて、五堂は飛び退いた。

　童子は大地から腕を引き抜くと、手の形を拳から刀に変えて振りかぶり、幹から竹たけに振り下ろした。

　再び大地が震しん撼かんした。

「たいしたものだ」

　地面に長く伸びる亀き裂れつを見やり、五ご堂どうは満足げに頷うなずいた。

　やはり童どう子じは、ただ巨大なだけの妖よう魔まではない。

　拳けん打だにも手しゆ刀とうにも雷光さながらの速さがあった。あれはよほどの獣じゆう人じんでなければかわせない。

　それに、燐りんの術をまともに喰くらいながらもビクともしなかった頑強さ。あれは、五堂の獣じゆう鳴めい斬ざんをもってしても皮ひ膚ふを傷つけることしかできないだろう。

「惜しい話だ」

　そう呟つぶやかずにはいられなかった。

　これほどの妖魔と見まみえながら、じっくりと闘たたかうことができないとは。

　腰の傷に掌てのひらを宛あてがい、ため息をつく。

　不覚だった。

　先程の、紫し宸しん殿でん正面の広場での闘い──最初に頭を吹き飛ばして倒した、身体からだ中から角を生やした犀さいが、よもや起きあがってこようとは。

　十年前ならば、この程度の傷は傷のうちに入らなかったのだが──やはり、年は取りたくないものだ。

「悪いが、一気に決めさせてもらうぜ」

　言いつつ、五堂は腰の傷に当てていた手を温う羅らの柄つかに戻した。そして振りかぶる。

　その尋常ならざる重さは腰の傷には響ひびいたが、肩や腕には心地よかった。

　吸気に合わせて、温羅に獣じゆう気きをこめていく。

　間もなく刃やいばが熱せられたように赤みを帯び始めると、再び手刀を振るおうとしていた童子の動きがピタリと止まった。

　童子は手刀を振りかぶったまま一歩下がると、両腕を交差させ、腰を沈めた。

「ますます惜しいな」

　童子は、五堂が次に放つ一いち撃げきを敢あえて喰くらおうとしている。

　来るなら来い。俺おれはどんな攻撃だろうと耐え抜いてみせる。そう言っているのだ。

「だが──！」

『長おさ』という自らの立場を忌ま忌ましく思いつつ、五堂は温羅を一いつ閃せんさせた。

　見えざる力が、五堂と童子の間にあふれた。

　その力が予想を越えるものであることに気づいたのだろう。童子は眼を見開いて後退しようとしたが、見えざる力は既に童子の巨体を包みこんでいた。

　そして、童子が一歩後ずさった刹せつ那な、見えざる力はその牙きばを剝むいた。

　膨ぼう大だいにして強大な力の渦が、空間をねじ曲げ、巨きよ龍りゆうの咆ほう哮こうの如ごとき轟ごう音おんを響ひびかせる。

　力の余波が焼け崩れかかっていた建物を吹き飛ばし、木々をなぎ倒し、地表を斬きり刻む。

　巻きあげられた葉や土くれが、どす黒い雨とともに一面に降り注ぐ。

　その雨は、童どう子じの血。

　文字どおりの血の雨。

　温う羅らより放たれた力は、燐りんの術すらものともしなかった童子の皮ひ膚ふを斬り裂き、肉を抉えぐり、骨を穿うがった。

　十秒ほどが過ぎて力の渦が消えると、血と肉片にまみれた巨体がぐらりと前に傾いた。

　こぼれ落ちた血の塊が、無数の黒い水たまりと化す。

　五ご堂どうは温羅を振りきった姿勢のまま、静かに童子を見つめた。

　童子が倒れこんでくれば五堂もひとたまりもないが、童子は倒れなかった。

　五堂は笑むように口の端を歪ゆがめた。

　童子が、上うわ瞼まぶたの剝はがれかかった左眼めに五堂を捉とらえて、歯を剝むき出しにした。右眼はすっかり潰つぶれている。

　五堂が動いたのは、童子が拳こぶしを振りかぶった直後だった。

　温羅の刃やいばを、天に突き刺すように高く掲げる。

　見えざる力が再びあふれ、童子を中心にして荒れ狂った。

　童子が、拳を振りかぶったまま絶叫した。

　再び温羅より放たれた力は、鉄をも溶かすほどに熱かった。

　それが、先程よりもさらに激しく童子を攻め立てる。

　これは、まだ鷹たか秋あきには教えていないことだが、温羅は連続で発動させることにより、威力が倍加される。

　既に満まん身しん創そう痍いとなっていた童子に、先程の倍の力を凌しのぐことなど、できるはずもなかった。

　肉は剝ぎ取られ、溶けた。

　骨は粉々に砕かれ、吹き散らされた。

　力の渦が消えた後に残ったのは、熱された夜気だけだった。

　温羅を地に刺して、五堂は片かた膝ひざをついた。ふーっと長い息を吐く。

　連続発動によって威力が倍加される温羅だが、それには獣じゆう気きの消耗量も同じく倍加されるというデメリットもあった。

　そのデメリットは、深手を負っていた五堂にとっては、立ちあがれなくなるに足るものであった。

「俺おれの出番など、この程度でちょうどいいのだろうが……」

　独白した五堂の耳じ朶だに、「師匠ーっ！」、遥はるか後方から鷹秋の声が届いた。

「守りはやってやった。あとはおまえらに任せるぞ」

　五堂は振り向くことなく言って、倒れた。
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　啞あ然ぜんとなった。

　燐りんも、狗ぐ賓ひんも。

　狗賓は金属棒を振りかぶった姿勢のまま口をパクパクさせ、燐は瞬まばたきするのも忘れて巨人がいた方角を見つめた。

　そう。二人の視線の先には、今し方まで童どう子じと呼ばれる巨人の姿があったのだ。

　信じられなかった。

　あのかつてない巨大な『桜さくらの妖よう魔ま』が、消滅してしまった。

　童子を骨のかけらすら残さず消し去ったのは、凄すさまじい力の渦。

　二度起こったそれは、童子と五ど堂どうが相対していた場所から離れた、ここ紫し宸しん殿でん正面の広場にまで余波をもたらした。

　最初の余波は髪や衣装をなびかせる程度だったが、二度目の余波は吹き飛ばされかねないほどに強く、また衣装に火がつきそうなほどに熱かった。

　そして、その衝しよう撃げき波はは打ち合っていた燐と狗賓の手を止め、さらに童子が力の渦に削られていく光景が、二人に今が闘たたかいの最中であることを忘れさせた。

　童子が消滅してしばし──。

「コ、コケ……」

　狗ぐ賓ひんの洩もらした声が、燐りんをハッとさせた。

　だらりと下げていた太刀たちを持ちあげ、一いつ閃せんする。

「コケッ!?」

　だが、すんでのところで狗賓に気づかれ、避さけられてしまった。

　飛び退のき、燐との間合いをいくらか離した狗賓は、金属棒を両手で握りしめ、肩と腕をわななかせた。

　悔しがっているのか、怯おびえているのか、あるいはその両方か。

「これまでです。あの巨大妖よう魔まが倒された以上、あなたたちに勝ち目はありませんよ」

　燐は太刀を構えた。

「あなたも、仕留めさせてもらいます」

「まだだ！　火か車しや様は貴様らを残らず殺せとおっしゃられたのだ！　たとえ一人になろうとも、この狗賓、火車様の命は必ず果たしてみせる！」

　狗賓の眼めが、カッと見開かれた。

──来る！

　真っ赤だった狗賓の眼が変色したのと、燐が両目が隠れるように太刀を顔の前に運んだのは、全くの同時だった。

　どれほどの血にまみれようと錆さびることも曇くもることもない、磨き抜かれた鏡かがみの如ごとき魔ま剣けん・絶ぜつの刀身に、狗賓の眼が映りこむ。

　狗賓は己の眼を見た。

　見てしまった。

　燐と狗賓の闘たたかいは、その瞬しゆん間かんに決着した。

　狗賓の頭が、風船が割れるような音をたてて破裂した。

　血や肉片は広範はん囲いに飛び散り、燐の衣装にも少なからず張りついた。

　燐は顔の前から太刀をおろすと、溜ためていた息を吐き出した。

　そして、今度は視線の方を太刀に運ぶ。

　濡ぬれた輝かがやきを放つ刃やいばに、蒼あおい瞳ひとみがくっきりと映る。

　眼と目を通じて、相手の体内に直接魔力を送りこむ、狗賓独自の技──邪じや眼がん。

　兄の形見であるこの太刀が、はね返してくれた。

　燐は太刀から視線を外すと、呪じゆ符ふを一枚呼び、金属棒を構えて立ったままの狗賓に向けて放った。

　呪符は蒼い炎と化して狗賓を包み、いくばくも経たたないうちに、その身体からだを跡形もなく焼き尽くした。

　金属棒だけが、そこに残った。










　　　Ⅲ．階段・中庭




「頭が真っ白になっちゃったの」

　由ゆ花かは、抱えこんだ膝ひざに顔を埋めるようにして、言った。

「安あ曇ずみちゃんが死んじゃった、って思って、そうしたら目の奥がカーッと熱くなって、足下がグラッと揺れたような感じがして、それで……」

「もういい。わかってる」

　制して、直なお純ずみは大理石の天井を仰いだ。

　宝物庫へと下りる階段の踊場に、直純と由花は並んで座りこんでいた。

　避ひ難なん所となっているために紫し宸しん殿でん内は騒そう然ぜんとなっていたが、この場所は人ひと気けが全くなく、静まり返っていた。

　他ほかの場所より空気が冷たく、Ｔシャツ一枚ではいささか肌寒かったが、身体からだを休めるにはちょうどよかった。

　直純は仰あお向むいたまま、目を閉じた。

　瞼まぶたの裏に、先程の由花の闘たたかいぶりが甦よみがえる。

　安曇を傷つけた狒ひ狒ひを、殺してもなお打ち続けた由花。

　あの、なにもかもを切り刻むような目には驚おどろかされたが、由花がなぜああなってしまったのか、直純には理解できた。

　由花は、かつての『長おさ』が引き起こしたという八年前の惨事で、直純と同じように身近な者を亡くしている。それ以前には、実の両親と伯母おばを、やはり妖よう魔まがらみで亡くしている。

　九歳十歳の子供が、立て続けに家族や家族同然の者を亡くせば、心に消えない傷が刻まれるのは当然のこと。

　安曇が傷つけられる光景は、そんな由花の心の傷を抉えぐったのだ。

「安曇ちゃん……助かるよね？」

　それは、もう何度となく繰くり返されてきた問い。

　直純は目を開き、これまでと同じ答えを返した。

「大丈夫だ」

　佐さ和わ山やま安曇は現在、数名の白狼と術者の治ち療りようを受けている。

　狒狒の鉈なたは心臓までは達していなかったものの、出血がひどく、危険な状態にある。

　安曇と同じく重体だった真ま矢や、深手を負いながらも闘い力を使い果たした五ご堂どうの二人は、どちらも一命を取り留めた。

「佐和山は死なない。獣じゆう聖せいはそれほどヤワじゃない」

　確証などなかったが、直純は言いきった。

　由ゆ花かが心配にかられている以上、直なお純ずみは前向きでいなければならない。

「直純くん」

　由花が、膝ひざの間から顔をあげた。

「あたし、闘たたかうよ」

「都つ築づき……？」

「五ご堂どうのおじさんに、命令だ、って言われた時、本当はすごく嫌だった……怖かった……でも、今は違う」

「……」

「あたし、闘いたい。『桜さくらの妖よう魔ま』をやっつけたい」

　そう言った由花の目は、赤らんではいたが、眼まな差ざしには少しの揺らぎも淀よどみもなかった。

　直純は由花から視線を外し、表情を渋しぶめた。

　複雑な気持ちだった。

　由花が闘いに対して前向きになったことは歓迎するべきことなのだが、それを素直に歓迎できない自分がいた。

　五堂、真ま矢や、安あ曇ずみが倒れたことで、こちらの戦力は半減してしまった。

　火か車しやが、先程の闘いで手て駒ごまを使い果たしていなければ、こちらに勝ち目はない。

　そんな闘いに、由花を連れて行きたくはない。

　直純は浅くうつむいた。

　そこに、声がかけられた。

「あ。いたいた」

　顔をあげると、目の前の上り階段の先に、橘たちばながいた。

「そろそろ出発するって、鷹たか秋あきくんが」

「はい」

　由花が立ちあがって、階段を登る。

　直純も立ちあがり、続いた。

「鷹秋くんから聞いてると思うけど、高こう野や山さんまでは僕が空間転移で送るから」

　歩き出した橘に、「あの」、由花が訊たずねた。

「安曇ちゃんの容体は……？」

　橘は立ち止まって振り向くと、神妙な顔で答えた。

「まだ一進一退……だね。あと一、二時間が山だと思うよ」

「そう……ですか……」

　由花はうつむいたが、すぐに顔をあげ、

「集合場所は、中庭でいいんですよね？」

　橘の答えも待たずに、歩き出した。

　まるでなにかを振り切ろうとしているかのように、由ゆ花かの歩みは速かった。

「由花ちゃん、気合い入ってるみたいだね……」

　ぐんぐんと遠ざかっていく由花の背中を見ながら、橘たちばなが言った。

　直なお純ずみは答えなかった。




　燐は中庭の真ん中に佇たたずんでいた。

「待たせたな」

　鷹たか秋あきが近づきつつ声をかけると、燐は振り返り、会釈した。

　鷹秋は燐の隣となりに並んだ。

「今、春はるちゃんが直純たちを呼びに行ってる。揃そろったら、出発だ」

「はい」

　答えた燐の顔には生気が薄うすく、鷹秋は眉まゆをひそめた。

「さすがに、バテちまったか？」

　燐は、先程の闘たたかいで大きな術を連発したうえに、その後も怪け我が人に治ち癒ゆの術を施して回っていたのだ。消耗していないわけがない。

「だから、怪我人はウチの連中に任せとけって言ったのによ」

　燐は小さく曖あい昧まいに笑いはしたが言葉はなく、二人の間には沈ちん黙もくがおりた。

　沈黙は長く続き、鷹秋はポリポリと頰ほおを搔かいた。

　涼しいを通り越して冷たいとさえ感じる風が、芝草を淡く揺らす。

「……」

　こちらも黙だまってしまったのは失敗だった。沈黙は長く続くほどに破りにくくなる。

　鷹秋は温う羅らの柄つかで意味もなく地面を叩たたき始めた。

「一体、何人が犠ぎ牲せいになったのでしょうか」

　トントンとやっていると、不意に沈黙が破れた。

　鷹秋は手を止め、横目で燐を見た。

　燐は浅くうつむいていた。

「居住区のガキどもは、全員無事だったぜ」

「ですが──」

「ああ。ガキどもを逃がす盾になった連中は、全滅だった」

　犠牲となったのは、彼らだけではない。

　中央区画でも、両手の指では足りない数の死者が出た。負傷者の数は、その何倍にもなる。

「見張り塔にいた連中も、一人残らずやられてた。けどな──」

　うつむいたまま、唇の端を嚙かみしめる燐。

　鷹秋は前を見、言った。

「それは、あんたのせいじゃねえよ」

　燐りんが、『桜さくらの妖よう魔ま』の襲しゆう撃げきに責任を感じているということは、想像に難くなかった。

「感じる必要のない責任を感じてうつむくなんてバカらしい真似まねは、よせ。らしくねえ」

　再び横目で燐を見る。

　燐の顔は、あがっていない。

　鷹たか秋あきはボリボリと後頭部を搔かいた。

「前、向けよ。次でようやっと、『桜の妖魔』との闘たたかいにも一区切りつくんだからよ」

　燐が、「え？」と鷹秋を見た。

　鷹秋は、「やっぱり気づいてなかったのかよ」、ため息をついた。

「『桜の妖魔』は、《母》ってのが産んでやがったんだろ？　俺おれたちは、これからその《母》を潰つぶしに行くんだ。《母》を潰せば、もう『桜の妖魔』は産まれてこねえ。これって、大きな区切りになるんじゃねえのか？」

《母》を倒したからといって、これまでに産まれた『桜の妖魔』まで都合よく消えてはくれないだろうが、先程の闘いで相当数の『桜の妖魔』を倒した。残りはそう多くはないはずだ。

「この闘いが終われば、あんたは肩の荷を下ろせるんだ。だからよ、考えるんなら、起こっちまったことじゃなく、これからのことにしようぜ」

「区切り……これからのこと……」

「それによ、さっきも言ったけど、うつむいてるのはあんたらしくないぜ」

「私……らしく……？」

「ああ。あんたのその蒼あおい目は、いつだって真っすぐに前を向いてた」

「前を……」

　燐は茫ぼう然ぜんと呟つぶやくと、顔を前に向け、微笑わらった。

「そうですか……私は、ちゃんと前を向いていましたか……」

「ああ」

　燐は微笑ったまま、太刀たちを胸に抱くようにして、

「ありがとうございます」

「うん？」

「あなたの言うとおりです。私は前を向いていないと……そうでないと──」

　燐の言葉は、そこで途と切ぎれた。

　後に続く言葉が気になる鷹秋だったが、訊きくことはしなかった。

　再び沈ちん黙もくがおりた。

　だが、今度の沈黙は、先程とは全く質の違うものだった。

　鷹秋は軽く目を閉じ、その沈黙を楽しんだ。

　そして、しばし──。

「お待たせ～。直なお純ずみくんと由ゆ花かちゃんを連れてきたよ～」

　鷹たか秋あきは目を開き、温う羅らの柄つかを握りしめた。










　　　Ⅳ．《混沌》




「それじゃあ、月並みだけど……がんばって。夜が明けたら、迎えにくるから」

　疲労の色の濃こい笑顔を残して、橘たちばなは青い光に溶けるようにして消えた。

「それにしてもよ、アレだよな──」

　法陣の青い光がすっかり失うせたところで、鷹秋が顔をしかめて言った。

「七月の光景じゃねえよな、これは」

　燐りんは振り返り、頷うなずいた。

　高こう野や山さん駅前──その正面に城じよう壁へきのように聳そびえる木々は、どれも葉の色を悪くしていた。風が吹く度に、赤茶けた葉が枝から離れ、力なく夜気に舞う。それも大量に。

「日中に訪れた時は、まだこのあたりの木々は青々としていたのですが……」

「まあ、この瘴しよう気きだ。植物連中は真っ先にやられちまうわな」

　言いつつ、鷹秋は喉のど元もとの汗を手の甲で拭ぬぐう。

「ええ……瘴気が、これほどに濃くなっているなんて……」

　燐は答えて、首筋と頰ほおに張りついた髪を搔かきあげた。

　暑さはなく、それどころか今にも雪が降り出しそうなほどに冷えこんでいるというのに、脂汗が全身から滲にじみ出てきて止まらない。

「こんな濃こい瘴しよう気き、初めてです」

「うん……すごく気持ち悪い。獣じゆう気きで防いでるのに、肌も痛いし……土からも腐ったみたいな臭においがするし……」

　直なお純ずみと由ゆ花かも、顔をしかめている。

　燐りんは視線を巡らせ、やはり顔をしかめた。

　見渡せる範はん囲い全すべての木々が、朽ちかかっていた。

　高こう野や山さんが本来持つ冷れい厳げんな気け配はいは、もはや完全に失われていた。あるのはただ、禍まが々まがしさだけだ。

　大気が荒れていないのが唯一の救いだった。大気が乱れている場所では、空間転移が使えない。

　瘴気が大気まで荒らしていたとしたら、燐たちは一気にこの場に渡ることができず、時間を大きく失うことになっていた。

「なあ。ひょっとすると、《混こん沌とん》ってのは、もう産まれちまってんじゃねえのか？」

　鷹たか秋あきからの問いに、燐は小さく首を振った。

「それはない、と思います。もし《混沌》が既に産まれているのであれば、何らかの動きがあるはずですから。ですが……」

　燐の次の言葉は、鷹秋に舌打ちさせ、直純に拳こぶしを固めさせ、由花に唇を引き結ばせた。

「考えたくはないことですが、《混沌》の誕たん生じようが早まっているということは、あるかもしれません」

　夜明けまでは、あと三時間はあるが──この瘴気の濃さと広がり方からすると、タイムリミットは目と鼻の先に迫っていると考えた方がいい。

　太刀たちをつかむ手に自然と力がこもる。

「いい感じになってきたな」

　鷹秋が温う羅らを軽く斜めに払った。

「人数を減らされちまったうえに、敵がどれだけ残ってるのかもわからねえ。おまけに時間までないときた」

　そして、ニッと笑って直純を見る。

「このシチュエーションで燃えなきゃ男じゃねえよな。なあ、直純？」

　直純は「え？」という顔をしたが、すぐに小さく笑って、

「そうですね」

　拳を握りしめてみせた。

「最終決戦はこれぐらいハードじゃねえとな。あんただって、そう思うだろ？」

　鷹秋が、今度は燐に笑いかける。

　燐りんは微笑ほほえみ、頷うなずいた。自然にこぼれた笑みだった。

　心強かった。

　これまで燐は、ずっと一人で闘たたかい続けてきた。幾度か鷹たか秋あきや真ま矢や、睦むつ美みと共に闘ったこともあったが、それはいずれも偶発の出来事だった。

　一人で闘い抜くつもりだった。仲間の必要性を感じたことはない。

　だが、今は鷹秋たちの存在が、心強い。

　今この場にいるのが自分一人ではないことが、嬉うれしい。

「さて、行くか。このまま高こう野や山さんを腐らせちまったら、弘こう法ぼう大だい師しさんが哀れだからな」

「ええ」

《混こん沌とん》の誕たん生じようが早まっているのか否か、それはわからない。

　だが、《混沌》の誕生が狗ぐ賓ひんの言葉どおり夜明けだとしても、このままではあと一時間もしないうちに、瘴しよう気きが麓ふもとにまで広がってしまう。そうなれば、十や百ではきかない数の犠ぎ牲せい者が出る。

「私についてきてください」

　いつでも抜刀できるよう太刀たちを腰に構えて、燐は走り出した。

　三人が、鷹秋、由ゆ花か、直なお純ずみの順で続く。

　金こん剛ごう峰ぶ寺じへと至る、歩行者の通行が禁じられた道路を、四人は濃のう厚こうな闇やみと瘴気を切り裂いてひた走る。

　敵は前触れもなく現れた。

「由花！」

　燐は、その鷹秋の叫びに振り返り、見た。

　甲こう羅らを背負った人型が、屈強な腕を振りかぶり、頭上から由花に襲おそいかかるのを。

　飛び退のく由花。

　刹せつ那な、人型の腕がアスファルトの地面に深々と突き刺さった。

「水すい虎こ……！」

　燐は抜刀した。

　それと同時に鷹秋と直純が咆ほう哮こうをあげ、上半身をそれぞれ灰色と赤色の狼おおかみへと変じた。

　二人の変身が完了したところで、水虎はおもむろに腕を引き抜き、低い声を響ひびかせた。

「よくぞ来た、『院いん』の犬ども！　我らが歓待するぞ！」

　次の瞬しゆん間かん、水虎の両りよう脇わきに見覚えのある異い形ぎようが現れた。

　下半身が巨大な蜘蛛くもの女。

　牛の頭を持つ、異様なまでに筋肉の発達した巨人。その手には、『院』に現れた馬頭の巨人が手にしていた物よりも、さらに一回り大きな剣が握られている。

「土つち蜘ぐ蛛も……！　牛ぎゆう鬼き……！」

「火か車しやの側近か!?」

　振り向いた鷹たか秋あきに、燐りんは頷うなずいて答えた。

「たった四人かい？　つまらないねえ」

　土つち蜘ぐ蛛もが、燐たちを一人ずつ舐なめるように見、しゃがれた声を出した。

「さて、誰だれから殺してやろうかねえ」

「白々しいな、土蜘蛛よ。おまえが既に獲え物ものを決めていることは、わかっているぞ」

「そうお言いでないよ、水すい虎こ。でもまあ、そうさねえ……」

　土蜘蛛の血走った眼めが、由ゆ花かに据えられた。

「やっぱり、若い女を殺すのが一番楽しいよねえ」

　そして、耳の間近まで裂けた口から唾だ液えきにまみれた舌をだらりと垂らし、舌なめずりをする。

　対する由花は、土蜘蛛の眼を真っ向から見返し、両手から青白い火花を発した。

「いい目だねえ。髪も肌も綺き麗れいだし、殺し甲が斐いがあるよ」

「ならば私は、娘の隣となりにいる赤狼をもらおう」

　水虎が片手をバキバキと鳴らした。眼は濡ぬれたような髪に覆おおわれていて見えないが、口元は笑っている。

　直なお純ずみが一歩前に出て静かに構える。

「つーことは、俺おれの相手はあの牛頭か。イマイチ燃えねえな。さっき似たような馬頭と闘やったせいだな」

　鷹秋が緊きん張ちよう感なく言うと、牛ぎゆう鬼きがゆるりと鷹秋に身体からだを向けた。

　その眼は血走り、歯は剝むかれている。鼻息も荒い。

「怒ってるのか？　ひょっとするとアレか、あの馬頭はおまえさんの相棒かなんかだったのか？」

　牛鬼の腕の筋肉が盛りあがり、巨大剣の柄つかがミシミシと軋きしみをあげた。

「図星か。いい勘してるな、俺も」

　そう言って笑う鷹秋の横に並び、燐は太刀たちを構えた。

　まずは目の前の牛鬼から倒す。

　呪じゆ符ふを呼ぼうとした時、温う羅らの刃やいばが視界を塞ふさいだ。

　眉まゆ根ねを寄せた燐に、鷹秋が視線を牛鬼に据えたままで言った。

「ここは俺らが引き受ける。あんたは先に行け」

「南なん原ばら……さん？」

「あんたは、さっきの闘いでかなり消耗してる。ここで雑魚ざこ相手に力を無駄にするな」

「ですが──」

「足止めに火車の側近が出てきたってことは、火車にはもうこれ以上の手て駒ごまは残ってねえってことだ」

　ハッとなった燐りんの前に、鷹たか秋あきが立った。

「行け。行って火か車しやの野郎をぶちのめして、《混こん沌とん》ってのを潰つぶしてこい」

　燐は逡しゆん巡じゆんした。

　時間のないこちらにとっては、鷹秋の言うとおりにするのが最良であることはわかるのだが、目の前の『桜さくらの妖よう魔ま』はいずれも火車の側近だ。その力は『院いん』を襲しゆう撃げきした『桜の妖魔』よりも上だろう。

　いかに鷹秋たちが優れた使い手であり、数的にも五分であるとはいえ、苦戦は免れないはずだ。

「あんたは、前を向いてないといけないんだろ？」

　鷹秋が振り向かずに言った。

「こっちは、前じゃないぜ」

　燐は蒼あおい瞳ひとみを大きくして、鷹秋の背中を見つめた。

　広く分厚いその灰色の背中は、燐に懐なつかしさに似た気持ちを抱かせた。

　ためらいが、ふっと解けた。

「わかりました。ここはお任せします」

　燐は太刀たちを下ろした。

「おうよ」

　鷹秋は振り向きもしなかったが、燐には彼がニッと歯を覗のぞかせていることがわかった。

　燐は翻ひるがえって駆け出した。

「牛ぎゆう鬼き、その女を行かせるな！」

　燐の動きに気づいた水すい虎こが、声を張りあげた。

　続いて、牛鬼の咆ほう哮こうと、「させるかよ！」という鷹秋の声が響ひびいた。

　燐は振り向くことなく走り、ある程度の距離を取ったところで立ち止まると、そこで空間転移を使った。

　燐が消えた直後、轟ごう音おんが一帯を震しん撼かんさせた。




　空間転移を三度使い、さらにいくらか走って、燐は件くだんの朽ちた寺院に着いた。

《母》が創成した空間への扉である法陣は、隠されることなく青く輝かがやいていた。

　その法陣から噴ふき出している、そして寺院の敷しき地ち内にたちこめる瘴しよう気きは、駅付近よりも遥はるかに濃こく、寺院に降り立ったとたん、燐はひどい吐き気と脱力感に見舞われて片かた膝ひざをついたが、すぐに立ちあがり、法陣の中へと飛びこんだ。

　あらゆる色が渦巻く、鮮あざやかな、しかし禍まが々まがしい空が頭上に広がり、果ての見えない一本道が目の前に伸びる。

　燐は、その一本道を走った。

　瘴しよう気きと疲労により息が詰まり、何度も足がもつれそうになったが、それでも燐りんは走り、走り──やがて、視界が一変した。

「来たか」

　その男は、巨大樹じゆの根に抱かれた赤い半透明の球体を背景にして、独り立っていた。

「火か車しや……！」

「また会えて嬉うれしいぞ、女」

　言って、男──火車は、中央が縦たてに切れあがった猫のような眼めを細めた。

「よくぞ間に合ったと、ほめてやるべきかな？」

　切せつ羽ぱが、ちゃっ、と音をたてた。

　火車もまた、燐と同様に太刀たちを携えていた。

　火車は白はく刃じんを鞘さやから解放すると、鞘を脇わきに投げ捨てた。

　同じく鞘を捨てて、燐は火車の後方を見た。

　赤い半透明の球体──胞衣えなは、日中に見た時と変わっていなかった。表面に張り巡らされている血管のような筋は、やはり規則正しく脈打っている。

　その中で胎児のように身体からだを丸めている巨大な獣けもの──《混こん沌とん》の姿にも変化はなかったが、それは見た目だけのこと。

《混沌》の体内に満ちる魔ま力りよく──これこそが瘴気の源だ──が、増していた。それも何倍にも。

　圧倒的な存在感。

　闘たたかいに身を置く者としての勘が告げている。予想どおり、《混沌》は夜明けを待たずして誕たん生じようする、と。

　燐は、「くっ」と呻うめいた。

　脂汗がとめどなく頰ほおを伝う。熱病に冒されたように身体の節々が痛い。呼吸もままならない。

　気が抜けない。わずかでも気を抜けば、その瞬しゆん間かんに《混沌》の気け配はいに押し潰つぶされ、立ちあがれなくなってしまうだろう。

　産まれさせてはならない。

　産まれさせてはならない。

　心中で呪じゆ文もんのように唱えていると、

「随分と苦しそうだな」

　火車が半歩横に動き、燐の視線の正面にきた。

　燐は視線に力をこめた。

　火車。この男を倒さない限り、《母》や《混沌》を滅ぼすことはできないだろう。

「その苦しみ、俺おれが終わらせてやる」

　火車が太刀を軽く振った。すると、火車のまわりの虚こ空くうに五つの小さな炎が灯ともった。

　燐は左手に五枚の呪じゆ符ふを呼び、太刀ともども構えた。

「俺おれはおまえを過小評価はしない。全力をもって……消す！」

　火か車しやが猫ねこ眼めをカッと見開いた。

　同時に五つの炎が動いた。紅ぐ蓮れんの矢となり、向かってくる。

　燐りんは呪じゆ符ふを五枚全部放った。

　呪符は蒼あおい炎と化し、紅蓮の矢と真っ向から激突した。

　赤と蒼──二色の炎の勝負。

　軍配は赤い炎にあがった。

　蒼い炎を貫いた紅蓮の矢が、燐に肉にく薄はくする。

　燐は太刀たちを一いつ閃せんし、五本のうちの三本をまとめて斬きり消したが、残り二本が左腕と右の腿ももをかすめた。

「……っ！」

　かすっただけだというのに、衝しよう撃げきは骨にまで届いた。

　身体からだが傾く。

　そこに追撃がきた。

　炎ではない。肉薄してきた火車の、斬ざん撃げき。

　燐は右手一本で太刀を振るい、火車の斬撃を受け流した。

　つんのめる火車。

　燐は右足を軸にしてその場で一回転し、火車の顔面を斬りつけた。

　遠心力の十分に乗った必殺の一閃。

　しかし、魔ま剣けん・絶ぜつの絶対の刃やいばが斬り裂くことができたのは、頰ほおだけだった。

　飛び退のいた火車が、左ひだり頰ほおにできた赤い筋に触れ、笑む。

　燐は腕の疼うずきをこらえて太刀を脇わきに構え、脚の疼きをこらえて地を蹴けった。




　人の頭ほどもある乳白色の光球が、眼前で炸さく裂れつした。

　直なお純ずみは毬まりの如ごとく弾はじき飛ばされ、受け身も取れずに背中を強打したが、すぐさま立ちあがって反撃の炎を放った。

　しかし、水すい虎この姿は正面には既になく、直純の炎は空むなしく夜気だけを焦がした。

　直純は視線を横に滑らせ、グルグルと唸うなった。

　両手を乳白色に光らせている水虎が、直純の視線を受けて口元に笑みを滲にじませる。

──強い……やはり、『院いん』で闘たたかった狒ひ狒ひとは違うか……。

　今し方の爆ばく圧あつにより、全身がギシギシと軋きしんでいる。

　紅蓮闘とう衣いを纏まとっていなければ、即死だった。

──都つ築づき……。

　纏う炎を猛たけらせつつ、直純は由ゆ花かのことを思った。

　由ゆ花かの姿はここにはない。鷹たか秋あき、牛ぎゆう鬼き、土つち蜘ぐ蛛もの姿もだ。

　燐りんが先を急ぐために離脱した直後、牛鬼が鷹秋に襲おそいかかり、直なお純ずみと由花にも水すい虎こと土蜘蛛が襲いかかってきた。

　闘たたかいが始まるや否や、水虎は光の炸さく裂れつ弾を次々と投げつけてきた。

　絶え間なく起こる爆ばく発はつに、直純と由花は後退を余よ儀ぎなくされた。

　鷹秋と牛鬼がすっかり見えなくなるまで後退したところで、今度は土蜘蛛が両手の爪つめを刀のように伸ばして由花を攻め立てた。

　直純は由花の援えん護ごに入ろうとしたが、水虎に阻まれた。

　土蜘蛛の猛攻に、由花はさらなる後退を強いられ──やがて、由花と土蜘蛛の姿も直純の視界から消えた。

──都つ築づきは俺おれよりも強いんだ。負けはしない。だが……。

「どうした、攻めてこないのか？」

　水虎の両手が激しく光った。

「ならば、このまま終わらせるぞ？」

　その両手を、水虎は目にも留まらぬ速さで動かした。それも連続で。

　水虎の手が夜気を裂く度に、あの光の炸裂弾が中空に舞う。放物線を描いて直純に降り注ぐ。

　直純は一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、

──こんなものっ！

　牙きばを剝むき出しにして、水虎に突とつ撃げきした。

　頭上には目もくれず、全速力で走る。

　水虎が炸裂弾を直純めがけて投げつけるのではなく中空にばら撒まいたことが、直純に好機をもたらした。

　炸裂弾が地面に触れ、炸裂した時には、直純は既に水虎の懐ふところに飛びこんでいた。

　背後からの爆風に体勢を崩されながらも、直純は水虎の顔面に拳こぶしを叩たたきこんだ。

　必殺の火か竜りゆう閃せん。

　しかし、そこに炎の花は咲かなかった。

「──!?」

　滑ったのだ。鼻っ柱に入ったはずの拳が。

　水虎の口の端が、にやりと歪ゆがむ。

「くっ……！」

　直純は退ひかず、逆の拳を繰くり出した。

　その拳もまた、水虎の顔面をまともに捉とらえた。

　捉えたが──滑った。

──バカな！

　直なお純ずみが狙ねらいを外したわけでも、水すい虎こが動いたわけでもない。

　にもかかわらず、顔の真ん中に確かに入ったはずの直純の拳こぶしは、左右ともに不発に終わった。

　拳けん打だにしろ蹴しゆう撃げきにしろ、手て応ごたえがなければ火か竜りゆう閃せんは発動しない。

「この──！」

　直純は三度拳を放とうとしたが、水虎がそれを許さなかった。

「が──っ！」

　胸に掌しよう打だをもらい、直純は吹っ飛んだ。

　またも受け身を取れず、背中と後頭部を強打する。

「ぐ……あ……」

　今度は、すぐには立てなかった。

　掌打をもらった際に紅ぐ蓮れん闘とう衣いが消えてしまったために、背中と後頭部へのダメージはもろにきた。

　視界が暗転し、息が吐けなくなる。

　そのまま意識までも闇やみに落ちそうになったが、

「ち……く……」

　直純は牙きばを食いしばって意識を保ち、

「……しょおっ！」

　勢いよく上体を起こした。

　その拍子に視界は晴れ、息も吐けたが、胸に激痛が走った。

──今度こそ、折れたか……。

　鷹たか秋あきと狒ひ狒ひに、それぞれ痛烈な一発をもらっていた胸。三発目は、さすがに耐えきれなかった。

「立て、若造。この程度で死なれては、面おも白しろくない」

「言われるまでも……ないっ」

　痛みを嚙かみ殺して、直純は立ちあがった。

　よろめいて数歩後ずさりながらも、構えを取る。

「それでいい。若い戦士はそうでなくてはな」

　水虎が低く笑う。

　睨ねめつけようとして、直純はそれに気づいた。

　水虎の全身が濡ぬれていた。

　色、質感ともに蜂はち蜜みつのような液体が、顔に、四肢に──全身にまとわりついている。

──いや、皮ひ膚ふから滲にじみ出ているのか、あれは……。

「これが気になるか？」

　水虎が、濡れた手で濡れた胸に触れた。

「その妙な液体が、俺おれの拳こぶしを滑らせたのか」

「妙な液体とは、ご挨あい拶さつだな」

　また、低く笑う。

「我が体液は、無敵の鎧よろい。拳であろうと刃やいばであろうと、触れるもの全すべてを滑らせ、逸そらす……今一度、試してみるか？」

「そうさせてもらう！」

　吠ほえて、直なお純ずみは水すい虎こに向かった。

　水虎は歓迎するように両腕を広げる。

　その水虎の顔に、胸に、腹に、直純は拳けん打だの雨を降らせた。

　しかし──。

「くっ……！」

　直純の拳に、手て応ごたえが伝わってくることはなかった。無論、炎の花が咲くこともない。

　首筋に蹴けりを撃うちこんでもみたが、結果は同じだった。

　蹴りをしくじったところに軸足を払われ、直純は無様に転んだ。

　乳白色に光る水虎の手が、顔に向かって伸びてくる。

　直純はそれを横に転がって避さけ、立ちあがった。

　数歩下がって、「くそっ！」、小さく吐き捨てる。

──奴やつの言うとおりか！

　打だ撃げき攻撃が、まるで通じない。

　あの滑りようでは、鈎かぎ爪づめや極きめ技も通じないだろう。

「ならば、これだ！」

　直純は腕を突き出し、掌てのひらから炎を放った。

　水虎は避けようとも防ごうともしない。紅ぐ蓮れんが水虎を吞のみこむ。

　灼しやく熱ねつに全身を苛さいなまれてもなお、水虎は動かない。

──もう一撃！

　放とうとした瞬しゆん間かん、水虎の全身から魔ま力りよくがほとばしり、炎がちぎられた。

　直純は奥歯を嚙かみしめた。

　水虎の身体からだは全く焼けていなかった。体液もそのままだ。

「熱にも耐性があるのか、その体液は……」

　直純が呻うめくように言うと、水虎は大声で笑った。

「なにがおかしい！」

「これが笑わずにいられるか！　いいか若造？　我が体液に炎を防ぐ力などありはしない。貴様の炎が効かなかったのは、貴様の炎がぬるかっただけのことよ」

　そう言うと、水虎は再び笑い声を響ひびかせた。

「ぐ……」

　驚おどろきと悔しさが、直なお純ずみの喉のどを詰まらせた。

　打だ撃げき攻撃が通じず、炎でもダメージが与えられないとは。

「どうした若造、もう技はないのか？」

　直純は答えず、構えを解いた。

「うん？　観念したのか？」

　やはり答えず、直純は細く長く息を吐いた。

「もっとがむしゃらな奴やつかと思っていたが、存外諦あきらめが早いな」

　吐けるまで吐いたところで、今度は吸う。深く深く。

　その吸気に合わせて、左の掌てのひらの中心に獣じゆう気きを集束させていく。

「ならば、殺すとしよう」

　水すい虎この両手の光が増したのと同時に、直純は鋭するどい呼気を発して地を蹴けった。

　五メートルもなかった二人の間合いは、瞬またたく間にゼロになる。

　無造作に水虎の懐ふところに飛びこんだ直純は、左の掌を水虎の胸に無造作に押しつけると、無造作に飛び退のいた。

「今のは、なんの真似まねだ？」

　両手を激しく光らせたまま問いかけてきた水虎に、直純は静かに答えた。

「おまえを、倒した」

「なに……？」

「賭かけだった。その体液が、ただ触れることすら不可能にする代物だったら、おまえの勝ちだった。だが、触れることはできた。だから──」

「貴様、なにを──」

「だから、俺おれの勝ちだ」

　水虎が激げつ昂こうした。

「若造が！　追い詰められて気がふれたか！」

　怒号に叩たたかれながらも、直純は足はおろか表情すら微み塵じんも動かさなかった。

　直純は厳おごそかに、その技の名を口にした。

　兄・直なお雪ゆきが編み出し、師・静しず華かによって伝えられた、その技の名を。

「無む炎えん殺さつ」

　水虎の身から、くぐもった爆ばく発はつ音が三連続であがった。

　まず最初に吹き飛んだのは、今まさに炸さく裂れつ弾を放とうとしていた両手だった。

　次に右肩が、その次には左のふくらはぎが破裂し、

「あ……？」

　そこで水虎は、己おのが身にただならぬ事態が起きていることに気づいた。

　ボンッ。四度目の爆ばく発はつで右の膝ひざが吹き飛び、水すい虎こはのけ反った。

　その際に、ずっと髪に隠れていた眼めが覗のぞいた。

　思いがけずつぶらだった。

　叫ぼうとしたのだろう──水虎の口がいっぱいに開かれた。

　しかし、声を発するよりも先に、五度目の爆発で喉のどが破れ、六度目で頭が四散し、水虎は前のめりに倒れた。べしゃっ、と湿った音がした。

「ありがとう、兄さん。ありがとうございます、師匠」

　直なお純ずみは面を空に向け、呟つぶやいた。

　無む炎えん殺さつ。掌てのひらの一点に集中・凝ぎよう縮しゆくさせた獣じゆう気きを、敵の真ま芯しんに送りこみ、炸さく裂れつさせる技。

　どれだけ優れた防御能力を持っていようとも、身体からだの内側から爆発させられては、ひとたまりもない。

　原理そのものは単純であるために修得はそれほど難しくなく、必殺と呼べるだけの威力もある技だが、その威力に見合うだけの欠点もあった。

　直純は面を下ろすと、その場にがっくりと片かた膝ひざをついた。

　一いち撃げきで獣気が空っぽになってしまう──それが無炎殺の欠点であった。

　目が霞かすみ、四肢は鉛のように重くなっていたが、直純は立ちあがった。

　負傷と消耗に、瘴しよう気きが追い打ちをかける。

　もう無理だ、と身体が叫ぶ。

　このまま倒れてしまえ、と頭の片隅で声がする。

　だが、直純は頭を振り、無理やりに深呼吸して、それらの声を追いやった。

　獣気は尽きた。もう炎を放つことも痛みをやわらげることもできないが、まだ闘たたかえる。

　ここで倒れてなど、いられない。

　直純は動こうとして、ピタリと止まった。

──どっちに向かう!?

　先に進んで鷹たか秋あきと合流し、《混こん沌とん》の許もとに向かうか、引き返して由ゆ花かの援えん護ごに向かうか。

　選ぶべきは、考えるまでもなく前者だ。

《母》と《混沌》を滅ぼす。そのために直純たちは来たのだから。

　だが──。

「都つ築づき……」

　直純は由花の実力を誰だれよりも知っている。由花が負けるとは思わない。

　なのに、嫌な予感がしてならない。

　直純は歯は嚙がみした。




　鷹秋とも直純とも離れてしまった。

　だが、三対三が二対二に、二対二が一対一になっただけのこと。条件が不利になったわけではない。

　由ゆ花かは雷光の鞭むちを強く握りしめた。鞭全体からほとばしっていた青白い火花が、激しさを増す。

　背後には高こう野や山さん駅。そして正面には、

「鬼ごっこはそろそろ終わりだよ、お嬢じようちゃん」

　土つち蜘ぐ蛛も。

　両手十本の指から伸びる刀のような爪つめが、擦こすれ合って耳障りな音をたてる。

「それは、こっちの台詞せりふよ」

「いきがるねえ。けど、気の強い娘は好きだよ。気の強い娘の方が、斬きり刻まれる時にいい声で鳴いてくれるからねえ。この間も──」

「黙だまりなさい」

　土蜘蛛のしゃがれた声を、由花の冷えた声が切り捨てた。

「あなたの汚い声なんて、これ以上聞きたくないわ」

　土蜘蛛を映す大きな瞳ひとみは、声よりもさらに冷えている。

「かかってこないのなら、こっちからいくわよ」

　由花はスッと体たいを沈めると、全身のバネを全開にして地を蹴けった。

　半はん瞬しゆん。由花が土蜘蛛に肉にく薄はくするのにかかった時間は、それだけだった。

　土蜘蛛の血走った眼めが驚おどろきに見開かれる。

　雷光の鞭が夜気を斬り裂いて土蜘蛛を襲おそい──地面を叩たたいた。

　かわされた。

　しかし、由花は驚きも慌てもしなかった。

　土蜘蛛の四対の脚が尋常ならざる速さを生むことは、これまでの闘たたかいでわかっている。

　由花は足が地に着くや否や、ぐんと体を沈めた。

　刹せつ那な、頭上スレスレを土蜘蛛の爪が薙ないだ。

「ちいっ！」

　という、土蜘蛛の舌打ちが聞こえた。

　避さけられるとは思っていなかったのだろう。

　確かに土蜘蛛の動きは速い。実際、由花は土蜘蛛の速さに防戦を強いられ、スタート地点まで押し戻された。

　だが、由花とてただ防まもりに徹てつしていたわけではない。土蜘蛛の動きは、既に見切っている。

──あたしは、許さない！

　由花は体を沈めたまま、雷光の鞭で土蜘蛛の脚を薙ぎ払った。

「小娘が！」

　その一いつ閃せんはすんでのところで飛び退のかれ、避さけられてしまったが、由ゆ花かは間髪入れずに攻めた。

──あたしは、『桜さくらの妖よう魔ま』を許さない！

　体勢を崩し、がら空きになっている土つち蜘ぐ蛛もの首に、渾こん身しんの一閃を見舞う。

　土蜘蛛は飛び退くことも爪つめで防ぐこともできない。

　にもかかわらず、その一いち撃げきは決まらなかった。

　消えてしまったのだ。雷光の鞭むちが。土蜘蛛の首の数センチ手前で。

「──!?」

　由花が目を剝むくのと同時に、土蜘蛛の爪が閃ひらめいた。

　反射的に盾にした両腕に電気が走ったような痛みを覚え、由花は大きく後ろによろめいた。

　そのまま仰あお向むけに倒れそうになるのをなんとかこらえて、飛びすさる。

「痛つう……っ」

　着地の際に両腕がズキンと疼うずき、由花は顔を歪ゆがめた。

　由花の両腕は、無数の刀傷によって血まみれになっていた。

　傷そのものはどれもそう深くはないが、関節を斬きられてしまった右腕は、もう動かせそうになかった。

　由花は顔を歪めたまま、土蜘蛛を睨にらみ据えた。

──さっきのは、なに……？

　土蜘蛛は完全に体勢を崩していた。術を使ったわけでもない。なのに、雷光の鞭は消されてしまった。

「知りたそうだねえ。なんで攻撃が消えちまったのか」

　しゃがれた声が、由花の全身をざわりと撫なでた。

「教えてやるよ。目を凝こらして、よーく見てごらん」

　由花は目を凝らした。

　すると、それが濃のう厚こうな闇やみの中に薄うっすらと浮かびあがって見えた。

　糸だ。絹糸よりもさらに細い糸が、土蜘蛛の上半身にゆったりと絡みついている。

「あたしが生んだこの糸にはね、獣じゆう気きやら魔ま力りよくやらを散らす力があるのさ」

　土蜘蛛が爪の一本で、首に巻きついていた糸を持ちあげてみせた。

「びびっちまったのかい？　顔色が悪くなったよ？」

　由花は後ずさりそうになる足を懸けん命めいに地面に据えつけた。

　獣気が散らされる──獣気を全すべての源とする獣じゆう人じんにとって、獣気が通じないということは、一切の攻撃が通じないことを意味していた。

「さあて、次はどこを斬ってやろうかねえ」

　土蜘蛛が、爪についた由花の血を舐なめ取り、笑む。

　人の痛みを、苦しみを、死を喜ぶ、歪ゆがんだ笑み。

「やっぱり顔は最後のお楽しみだよねえ」

　安あ曇ずみを斬きり裂いた狒ひ狒ひも、同じ笑みを浮かべていた。

　その笑みが、由ゆ花かの怒りを再燃させた。

　由花は駆け出した。

　走りつつ、左手に雷光の鞭むちを現す。

「あたしの話を聞いてなかったのかね、この娘は。効かないんだよ、そんなものは！」

　土つち蜘ぐ蛛もが叫んで爪つめを振りかざす。

　怯ひるまず真っ正面から土蜘蛛に肉にく薄はくした由花は、爪の一いつ閃せんを先程と同じく体たいを沈めてかわすと、やはり先程と同じく雷光の鞭を地面スレスレに振るった。

　土蜘蛛が糸を絡ませているのは上半身のみ。

　下半身を狙ねらえば、あるいは。

　土蜘蛛が、さすがの反射神経で飛び退のく。

　しかし、由花の一閃は、利き手ではなく、しかも負傷していたにもかかわらず、先程よりも鋭するどかった。

　激しい音が耳じ朶だを叩たたき、激しい光が目を貫く。

　由花の一閃は、土蜘蛛の四対ある脚のうちの一番手前の一本を捉とらえ、灼やき斬った。

　さらに、脚から全身に伝わった高圧電流が、土蜘蛛に絶叫をあげさせた。

　由花は眩まぶしさに目を細めつつも、次の一いち撃げきのために鞭を握る手を引き戻した。

　土蜘蛛の爪が、「小娘があああああっ！」、怒声とともに降ってきたのは、その瞬しゆん間かんだった。

　由花は紙一重でそれを避さけたが、飛び退いたために土蜘蛛から離れてしまった。

──とどめを！

　八本ある脚のうちの一本を失ったところで、それほど痛くはないだろうが、全身を襲おそった高圧電流は効いたはずだ。

　由花は再び間合いを詰めにかかろうとして、目を剝むいた。

　目の前に灰色が広がっていた。

　それは濁だく流りゆうの如ごとく由花を吞のみこむと、腕に、脚に、胴に、首に、巻きついた。

　短い悲鳴をあげてのけ反った由花は、なんとか首に巻きついたものだけでも取り外そうとしたが、腕が動いてくれなかった。脚もビクともしない。

　首だけが辛うじて動かすことができた。

　仰あお向むかされていた顔を下ろし、由花は見た。

　灰色のそれの向こうで爛らん々らんと光る、土蜘蛛の双そう眸ぼうを。

　そして、理解する。我が身を縛しばる灰色のそれが、土蜘蛛の髪であることを。

「あ、くっ……」

　首以外の箇所の締しめつけが増し、由ゆ花かは喘あえいだ。左手に握りしめていた雷光の鞭むちが消える。

「小娘が、よくもやってくれたねえ」

「こんな……もの……っ」

　由花は全身から雷光を放って土つち蜘ぐ蛛もの髪を灼やき払おうとしたが、ほんの一いつ瞬しゆん青白い火花が散っただけで、雷光はほとばしらなかった。

　え？　と思う間もなく、強い脱力感が由花を見舞った。

　由花はたまらずうなだれ、そこでまた喘いだ。

　身体からだから勝手に獣じゆう気きが抜けていく。

「な……に……こ……れ……？」

　土蜘蛛が、上半身の糸を爪つめに絡めて嗤わらった。

「あたしの髪にはね、この糸が何百本も編みこんであるのさ」

「……！」

「んん？　絶望したね？　よかったよ、今の顔は」

　由花は唇を嚙かみしめた。目頭に涙が滲にじむ。

　敗けた。

　敗けてしまった。

──バカみたい……。

　土蜘蛛は、火か車しやの側近を務めるほどの『桜さくらの妖よう魔ま』だ。特殊能力を持っていないはずがない。

　にもかかわらず由花は、その能力を見極めようともせずに、爪による攻こう撃げきを見切っただけで攻めこんでしまった。

　これは、いつもの自分の闘たたかい方ではない。

──バカみたいじゃなくて、本当にバカだ……。

『桜の妖魔』に対する怒りが自分のペースを狂わせていたことに、今の今まで気づけなかった。

「今度は、絶望の声を聞かせてもらおうかねえ」

　土蜘蛛が歩み寄ってくる。

──ごめんね、安あ曇ずみちゃん……。

　安曇の分まで闘うつもりだった。だが、叶かなわなかった。

──ごめんね、直かお純ずみくん……。

『桜の妖魔』が許せない、と由花が口にした時の、直純の複雑な顔が思い出された。

──ごめんね……お母さん、冬とう馬まさん……あたし、もう……。

　獣気が失われていくにつれ、意識までが薄うすらいでいく。

　圧迫と消耗と涙が、視界を霞かすませる。

「まだ気絶するんじゃないよ。あんたには、これから派は手でに鳴いてもらうんだからねえ。まずは手足を折るよ」

　四肢の締しめつけがさらに強まった。

　だが、由ゆ花かにはもう喘あえぐ気力すらない。

──ごめん……なさ……い……。

　その声が響ひびいたのは、意識が漆しつ黒こくの谷底に落ちようという瞬しゆん間かんだった。

「都つ築づき！」

　その声に意識を背中から抱き止められた由花は、閉じかかっていた瞼まぶたをあげた。

　驚きよう愕がくに歪ゆがむ土つち蜘ぐ蛛もの顔が見えた。

　刹せつ那な、目の端に赤いものが閃ひらめき、四肢への圧迫が消えた。

「え……？」

　わけがわからぬまま由花はよろめいた。

　脚に力が入らず、そのまま糸が切れた人形のように崩れる。

　だが、膝ひざが地面につくギリギリのところで、由花はなにかに腕を勢いよく引っ張られ、立たされた。

　由花は目をぱちくりさせた。

　四肢に巻きついていた土蜘蛛の髪が、ばっさりと切り払われていた。首と胴に巻きついていたものもだ。

「間に合ったみたいだな」

　傍らで声。

　由ゆ花かは顔を動かし、見た。

　赤い狼おおかみがそこにいた。
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「なお……ずみ……くん？」

　直なお純ずみは頷うなずくと、由花の首に残っていた土つち蜘ぐ蛛もの髪を払い落とし、「きゃ……っ」、由花を抱きあげた。そして大きく飛び退のく。

「立てるか？」

「えっ……あっ……」

　反射的に「うん」と答えそうになった由花だったが、脚は使い物になりそうになかった。骨折はしていないが、圧迫により筋肉がひどく痛めつけられている。力が全く入らない。

「無理……みたい……」

　そう言うと、直純は間近にあったベンチに座らせてくれた。

「直純くん、ごめんね……あたし……」

　由花は言いつつ、なんとか動く左手で屈かがんでいる直純の胸に触れた。すると、涙があふれてきた。

「あたし……っ」

　遮るように、直純の手が由花の頰ほおにそっと触れた。

　硬い掌てのひらを覆おおうやわらかな体毛が、涙を吸い取る。

「都つ築づきはがんばった」

　直純が言った。いつもどおりのぶっきらぼうな口調で。

「あとは、俺おれに任せろ」

「うん……っ」

　由ゆ花かは、頰を包む直純の手に手を重ねて、頷いた。

　そして、しゃくりあげながら土蜘蛛の能力を話した。

「わかった」

　直純は由花の頰から手を離して立ちあがると、土蜘蛛に向き直った。

　直純の赤い背中が、由花には炎に見えた。




「よくもやってくれたねえ、坊や」

　土蜘蛛が、己おのが顔の前で両手の爪つめをギラつかせて言った。

　爪の向こうの眼めは、口は笑みの形に歪ゆがんでいるにもかかわらず、全く笑っていない。それどころか今にも眼球がこぼれ落ちそうなほどに見開かれ、殺意をほとばしらせている。

　直純は、その眼を睨にらみ返すことなく受け止め、構えた。

　土蜘蛛。直純が一度も勝ったことのない由花を追いつめた『桜さくらの妖よう魔ま』。

　普通に考えれば、獣じゆう気きの尽きた直なお純ずみの勝てる相手ではない。

　だが、直純には不思議と恐怖も絶望もなかった。由ゆ花かを傷つけられたことへの怒りすらない。

　痛みと疲労が、今この場に必要のない思考と感情を体外に追いやっていた。

　目の前の敵を倒す。あるのは、その思いだけ。

「女の髪を切るってのがどれだけ罪深いことか、思い知らせてやらないとねえ」

　土つち蜘ぐ蛛もの水気のない灰色の髪が、ざわざわと波打ち始めた。波打つその度に毛先が伸びていく。

　直純は地面を軽く蹴けった。

　とたん、土蜘蛛の髪が矢のように槍やりのように真っすぐに向かってきた。

　直純は横に跳んでかわしたが、髪は軌道を変え、さらに加速して追ってきた。

　上半身に絡みつかれる。

「終わりだよ、坊や！」

　土蜘蛛が高笑う。

　土蜘蛛には、獣気や魔ま力りよくを散らす糸を生む能力があり、その糸は髪にも編みこまれてあるという。

　由花はその糸により、獣気を空にされた。

　だが、直純の獣気は糸に散らされるまでもなく既に空だ。

　怯ひるむことはない。

「このまま締しめ殺すっていうんじゃ、つまらないからねえ」

　土蜘蛛が爪つめをカチカチと鳴らしながら、ゆっくりと歩いてくる。

「この爪で、じっくりたっぷり可愛かわいがってやるよ」

　直純は息を吐くのに合わせて、上半身から力を抜いた。

　髪による圧迫は、それほど強くはない。

「まずは、鼻を削そぐよ」

　直純は目を閉じ、己おのが肉体に呼びかけた。

　高まれ、昂たかぶれ、と。

「その次は、耳だ」

　高まれ。

　昂ぶれ。

「目玉もくり抜いてやらないとねえ」

　高まれ。

　昂ぶれ。

「くり抜いた目玉は、あっちの娘に食わせてやるよ」

　直純はゆっくりと目を開けた。

　そして、腹の底から吠ほえた。

「おおおおおおおおおおっ！」

　振りあげられた直なお純ずみの両腕が、上半身を支配していた土つち蜘ぐ蛛もの髪を引きちぎった。

　土蜘蛛の顔が、一いつ瞬しゆんにして驚きよう愕がくに染まる。

　直純は右腕で髪を薙なぎ払うと、強く地を蹴けって土蜘蛛に肉にく薄はくし、左の鈎かぎ爪づめを一いつ閃せんした。

　土蜘蛛の下腹から、ぱっと鮮せん血けつが飛び散る。

「ひいっ!?」

　土蜘蛛が声を吸いこみつつ、爪を振り下ろす。

　それが狙ねらいすました一いち撃げきであったならば、直純は六枚におろされていただろう。

　だが、ただ反射で振り下ろされただけのその爪は、直純の左腕をかすめるだけに終わった。

　直純はさらに踏みこむと、右の鈎爪を土蜘蛛の下腹に、今度は突き刺した。そして、刺したまま上へと走らせた。

　腹を裂き、胸を裂き、首を裂き、顎あごまで裂いて、直純の鈎爪は土蜘蛛から離れた。

「あひゃあっ!?」

　甲高い悲鳴をあげて、土蜘蛛はでたらめに爪を振り回す。

　直純は退さがることなく、右手に回りこんだ。

　すぐにそちらに身体からだを向けようとした土蜘蛛だったが──この時、土蜘蛛は失念していた。

　先頭の脚の一本が、失われていたことを。

　ない脚に体重をかけてしまった土蜘蛛は、「あぎっ!?」、大きく身体を傾けた。

　そこに直純は猛攻を加えた。

　蹴りで無傷だった脚を三本まとめてへし折り、脇わき腹ばらを鈎爪で斬きり裂く。

　振りかぶろうとする腕を手首に嚙かみつくことで阻み、そのまま骨まで嚙み砕く。

　さらにもう一度脇腹に鈎爪を見舞ったところで、土蜘蛛が半身を撚ひねった。

　左手の爪が、直純の横面と胸を斬り裂いた。

　直純は止まらない。

　手しゆ刀とうで土蜘蛛の胸を貫く。

「ぐ……ぎ……」

　最後に、

「ぎゃああああああああああむ！」

　天に向かって凄すさまじい叫びをあげて、土蜘蛛は絶命した。

　直純は腕を引き抜き、脇に退いた。

　土蜘蛛の骸むくろが、地面に張りつく。

　自らの血と返り血とで濡ぬれた胸を押さえて、直純は淡々と言った。

「人じん狼ろうの武器が獣じゆう気きだけだと侮ったこと……それが、あんたの敗因だ」

　獣じゆう気きが尽きていても、人じん狼ろうには爪つめが、牙きばが──強きよう靭じんな肉体がある。

　鍛きたえあげられた者のそれは、炎にも雷にも劣らない武器となる。

　直なお純ずみは胸に当てていた手を下ろし、振り返った。

　由ゆ花かが、一目で脚に力が入っていないとわかる足取りで、こちらに向かってこようとしていた。

「都つ築づき……」

　直純は歩き出そうとして、よろめいた。

　倒れはしなかったが、前に進むこともできなくなった。

　なにかに手前に引っ張られているような感覚。足を踏み出したら、その瞬しゆん間かんに前のめりに倒れてしまうだろう。

「直純くんっ！」

　近づいてくる由花の姿が、ダブって見えた。

──さすがに限界か……。

　肋ろつ骨こつを折られ、獣気が尽きた状態で、さらに筋力を全開にして闘たたかったのだ。立っていられなくもなる。

──火か車しやなり《混こん沌とん》なりに、せめて一いち撃げき喰くらわせたかったが……。

「直純くん！」

　由花が目の前にたどり着いた。

　直純は片腕を伸ばし、「きゃっ!?」、由花を抱き寄せた。

「直純……くん……？」

「よかった……」

　中途半端なところで力尽きてしまったが、由花を守ることはできた。

「本当に、よかった……」

　水すい虎ことの闘いの後、先に進むか引き返すかで迷ったが、引き返して正解だった。

　戦士としては間違っているのだろうが、功刀くぬぎ直純という一人の人間にとっては、正解だった。

「都築がいなくなったら、俺おれは──」

　その後に続いた言葉に、由花は目を丸くした。

「直純くん……」

　由花が嬉うれしそうに微笑ほほえんで直純を見あげたが、直純には見えていなかった。

「直純くん……？」

　声も聞こえていない。

「直純くん！　直純くんっ！」

　立ったまま、由花を抱いたまま、直純は意識を失っていた。




　炎の雨が降り注ぐ。

　燐りんは頭上に雷光の網を張り、それを壁かべとして防いだが、すかさず次の攻こう撃げきがきた。

　炎が槍やりを形作って、正面から迫る。その数、十数本。

　燐は退かず、自らその紅ぐ蓮れんの槍の群れに向かった。

　避さけられるものは紙一重で避け、そうでないものは太刀たちで斬きり払う。

　紅蓮の槍が脇わきを過ぎる度に、息も吸えない熱さが全身を撫なでたが、燐の足は止まらなかった。

　火か車しやに肉にく薄はくし、斬ざん撃げきを放つ。

　火車もまた、太刀を振るう。

　ぶつかり合う白しら刃はと白刃。

　助走による勢いと体重を乗せた一撃であったにもかかわらず、弾はじかれたのは燐の方だった。

　よろめいた燐に向け、火車が腕を突き出す。

　燐は咄とつ嗟さに呪じゆ符ふを呼び、放った。

　燐の視界が紅蓮に染まった。

　火車の掌てのひらから噴ふき出した炎だ。

　結界を張るのが刹せつ那なでも遅れていたら、燐は黒焦げになっていた。

　燐は飛び退のき、吐きそびれていた息を吐いた。

　壁のように広がり聳そびえる炎を睨にらみ、「火車……！」、その名を嚙かみしめる。

『桜さくらの妖よう魔ま』を束ねる『桜の妖魔』は、手て強ごわかった。

　操る炎には燐の術をも上回る威力があり、剣でも膂りよ力りよくの差により圧おし負けていた。

　炎の壁が消え、火車の姿が露あらわになる。

「まだ、そんな目ができるか。つくづくたいした女だ」

　太刀を揺り動かしながら、火車は薄うすく笑う。

　燐は呪符を呼び、太刀ともども構えた。

「惜しいな。実に惜しい」

　火車が地を蹴けった。

　燐は呪符を放ったが、呪符は雷光と化す直前に、火車の発した炎に焼き消されてしまった。

　肉薄してきた火車の斬撃が、燐の太刀を弾き飛ばす。

　さらに腹を蹴られ、燐はたまらず倒れた。

「起きるなよ」

　すかさず喉のど元もとに剣先を突きつけられる。

「殺すつもりだったが……気が変わった」

　燐は火車の猫ねこ眼めを睨にらみつつ手元を探ってみたが、手に太刀が触れることはなかった。

「おまえには、俺おれと一つになってもらう」

　火車の猫眼がスッと細まった。

「《混こん沌とん》が産まれれば、全すべてが混ざり合う……おまえは俺おれと溶け合い、俺の一部として生き続けるのだ」

「なにを……！」

　燐りんは喉のど元もとの剣先を払いのけて起きあがろうとしたが、火か車しやに顔面を鷲わしづかみにされ、押さえつけられてしまった。

「混沌こそが始源……混沌こそが終極……完全なる癒いやし……！」

　火車の指に力がこめられ、燐は喘あえいだ。

　目頭に涙が浮かび、口の端から唾だ液えきが流れる。

「おまえの全てで俺を……俺の孤独を癒せ！」

　燐の頭ず蓋がいがミシミシと軋きしみをあげる。

　意識が苦痛に蝕むしばまれ、なにも考えられなくなっていく。

──にい……さん……。

　あふれた涙が頰ほおに染みたその時、火車の指からふっと力が抜けた。

「……？」

　辛うじて意識のあった燐だが、火車の手が邪じや魔まになってなにも見えない。

　と、顔から火車の手が離れ──燐は見た。

　火車の胸から、細長いなにかが突き出ているのを。

「な……んだ……？」

　火車が力なく立ちあがり、

「なん……なんだ……？　これ……は……」

　力なく後ずさる。

　燐は上体を起こすと、口まわりの唾液を袖そでで一ひと拭ぬぐいして顔をあげ、身を強こわ張ばらせた。

　火車の胸から突き出た──否、胸を背後から貫いたそれが、陸に打ちあげられた魚のように激しく跳ね動いていた。

「ぐ……あああああっ！」

　火車の口から苦く悶もんの声があがる。

「なぜだ!?」

　火車は振り返り、叫んだ。

「なぜ、俺を殺す!?」

　火車が振り返ったことで、火車を貫いている触手のようなそれが、巨大樹じゆの根に抱えられた胞衣えなから伸びているものであることが明らかになった。

　燐は立ちあがり、太刀たちを探した。太刀は背後に転がっていた。

　拾いあげて向き直ると、火車が太刀を振りあげていた。

　火車は太刀で触手を断ち斬きると、胸に残っていた部分を引き抜き、焼き捨てた。

　しかし、火か車しやが触手から解放されることはなかった。

　胞衣えなから新たな触手が、それも無数に伸びてきて、火車の四肢に巻きついた。

「く……っ！」

　締しめつけがさらにきつくなり、火車の手から太刀たちがこぼれ落ちた。

　火車は再び叫んだ。

「なぜだ、《混こん沌とん》よ!?」

　答えは返らない。

　代わりに触手が縮ちぢみ始めた。

　火車が胞衣の方へと引っ張られていく。

「俺おれを……この俺を取りこもうというのか……!?」

　火車は狂ったように腕と頭を振った。

「違う……！　俺の望みは取りこむことだ！　取りこまれるのは……違う！　違う！」

　だが、触手は止まらない。

　やがて、胞衣の下部に細い切れ目が生まれ、

「ああっ！　あああああ──！」

　火車はそこから胞衣の中へと引きずりこまれた。

　その光景に、燐りんは茫ぼう然ぜんとなった。

　呪じゆ符ふを呼ぶことはおろか、太刀を構えることさえ忘れて胞衣を見つめていると、脈打っていた胞衣の表面がピタリと止まった。

　そして、その声が聞こえた。

『マだ、ねムイ……ちかラ、タりなイ……』

　それは、男の声であり、女の声であり、幼子の声であると同時に老人の声でもあった。

　低くて、高かった。

　濁にごっていて、透明だった。

『でモ、セまいノは、もうイやダ……』

　その声の余りの不気味さに燐が一歩後ずさった直後、それは起こった。

　胞衣を抱える巨大樹じゆ──《母》──その幹の中央部分に浮かんでいた百個以上もの女の顔が、一斉に目と口をいっぱいに開き、絶叫をあげた。

　この創つくられた空間の隅々まで響ひびき渡るような、甲高い叫び。

　そして、その残ざん響きようがやまぬうちに、唐突に衝しよう撃げきが燐を突きあげた。

──地じ震しん!?

　理解した時には、燐はうつ伏せに倒れていた。

　意識まで揺さぶるような、凄すさまじい縦たて揺ゆれ。目も開けていられない。

　十秒にも満たなかったのか、一分以上だったのか──揺れがどれだけ続いたのか、燐にはわからなかった。

　揺れが収まった時には、燐りんの意識は半分以上失われていた。

「う……」

　燐は呻うめいて、目を開けた。

「く……」

　このまま再び目を閉じたいという思いを、唇を強く嚙かむことで追いやり、立ちあがる。

　肺に溜たまっていた瘴しよう気き混じりの息を吐き、倒れても放すことのなかった太刀たちを持ちあげるのと一緒に顔をあげ──燐は目を見開いた。

《母》が炭のように黒くなっていた。

「これは……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、乾いた音を響ひびかせて、《母》の幹の下部から頭頂部にかけて一本の深い亀き裂れつが走った。

　次の瞬しゆん間かんには、その亀裂から無数の新たな亀裂が方々に走り、樹き全体が震ふるえた。

　亀裂は枝にまで及んでおり、何本もの枝が落ちた。

　燐はハッとなった。

──今のうちに！

　呪じゆ符ふを呼ぶ。

《母》になにが起きたのかわからないが、好機だ。胞衣えなもろとも攻こう撃げきし、終わらせる。

　しかし──。

　呪符を振りかぶろうとして、燐は再びあの声を聞いた。

『まダ、ねムい……デも、モウせまイノは、いヤだ……』

　また、《母》が震えた。

『モう、おきル』

　それは、音もなく胞衣を内側から突き破った。

　巨大な獣けものの、前脚。

　それが、すうっと横に動く。胞衣が、やはり音もなく裂かれていく。

　そうしてできた裂け目から、黄味がかった液体が瀑ばく布ふさながらの勢いで噴ふき出した。

　あっという間に燐にまで及び、足を浸す。人肌より、わずかに温かい。

「羊水……」

　足下に呟きを落とした燐は、ゆっくりと顔をあげ──見た。

　絶望を。

　絶望は、破れた胞衣を鼻先でめくりあげて、羊水に浸された地面の上に降り立った。

　狐きつねだ。

　絶望は、巨大な狐の姿をしていた。

　羊水に濡ぬれた体毛の色は、白。

　九つある尻尾しつぽは、どれもだらりと垂れ下がっている。

　白くないのは、眼めのみ。細く長いその眼には、この空間の空と同じく、数多あまたの色が混ざり合うことなく渦巻いている。

「《混こん……沌とん……》」

　燐りんが絶望の名前を口にした刹せつ那な、《混沌》の背後に聳そびえていた《母》が崩れ始めた。

　幹の表面がボロボロと剝そがれ、枝が次々と落ちていく。

　その最さ中なか、地面を浸していた羊水が、突然に気化し始めた。

　瞬またたく間に蒸気が視界を埋め尽くす。

　燐はきつく目をつむり、腕で顔の下半分を覆おおった。

　蒸気はさほど熱くはなく火傷やけどを負うようなことはなかったが、蒸気が収まった時には、燐の身体からだは雨に打たれたようにずぶ濡れになっていた。

　燐は顔から腕を下ろし薄うすく目を開けると、術で風を起こし、たちこめる蒸気を吹き散らした。

《混沌》の姿が露あらわになる。

　燐は半開きだった目を見開いた。

　ずぶ濡れになった燐とは対照的に、羊水に濡れていた《混沌》の体毛は、すっかり乾いていた。

　黄味がかった液体に濡れていてもなお真白く見えたその体毛は、今は朝あさ陽ひを浴びた新雪のように輝かがやいている。

　だが、燐に目を見開かせたのは、それではなかった。

　消えていたのだ。

《混沌》の背後に聳えていた巨大樹じゆが──跡形もなく。

《混沌》を包んでいた胞衣えなも同じく消えている。

　燐の手から、濡れて使い物にならなくなった呪じゆ符ふが落ちた。

　と、《混沌》の眼が動き、燐を捉とらえた。

　眼が合った瞬しゆん間かん、燐は糸を切られた操り人形のように、がっくりとその場に両りよう膝ひざをついた。

《混沌》がなにかをしたわけではない。燐の意志によるものでもない。

　燐はすぐに立ちあがろうとしたが、かなわなかった。

　足腰に全く力が入らなかった。なのに両腕は石のように強こわ張ばり、震ふるえている。

　燐と《混沌》以外に存在するもののない空間に、切せつ羽ぱがたてる軽い金属音がせわしなく響ひびく。

　恐怖。

　それが、燐を跪ひざまずかせたものの正体だった。

　全すべての生命あるものが持つ、本能と直結した感情。

　燐は再度立ちあがろうとしたが、駄目だった。やはり足腰が動かない。

　歯を食いしばることで恐怖を嚙かみ殺そうとしたが、歯の根が合わず、それもかなわなかった。

　目までが強こわ張ばっており、《混こん沌とん》から視線を外すことすらできない。

「う……」

　意志とは無関係に、かすれた呻うめきが洩もれた。

「くっ……」

　七年にも及ぶ『桜さくらの妖よう魔ま』との闘たたかい──恐怖に竦すくんだことは、幾度もあった。

　だが、そのいずれの時においても、燐りんはその恐怖を制してきた。

　恐怖は制し、御することにより、大きな力となる。

　恐怖を制することで、燐は七年もの間、孤独な闘いを続けることができたのだ。

　なのに──。

　その燐が──恐怖を制し続けてきた燐が──立ちあがれない。

《混沌》が動いた。おもむろに首をもたげ、九つの尻尾しつぽを花のように広げる。

　無数の色が渦巻く眼めが逸それたとたん、燐は嘔おう吐とした。

　咄とつ嗟さに手で口を押さえようとしたために、手までが胃液にまみれた。

　嘔吐は一度では治まらなかった。二度、三度と吐くうちに、腹と胸が痛くなっていく。喉のども焼けるように熱い。止まっていた涙が再びあふれた。

　五回吐いてようやく治まったものの、燐は顔をあげられなかった。

　喘ぜん息そく患者のような呼吸を繰くり返し、肩と背中を激しく上下させていると、なにかが頰ほおに優しく触れた。

　燐は目だけを動かし、その目を張り裂けんばかりに見開いた。

　頰に触れるそれは、火か車しやを胞衣えなの中へと引きずりこんだ、あの触手だった。

　燐を動けなくさせた恐怖が、今度は身体からだを勝手に動かした。

　太刀たちで触手を断ち斬きり、飛び退のく。

「はあっ……はあ……はあ……っ……」

　飛び退いた先で、燐はまた肩と背中を激しく上下させた。呼吸が一向に整わない。

　胃液にまみれた手で、シャツの胸元を握りしめる。

　そんなことをしたところで呼吸が整うわけもなかったが、それでも燐は喘あえぎ喘ぎ顔をあげた。

　再び《混沌》と目が合った。

　瞬しゆん間かん、燐は突き飛ばされたように後ずさった。

　ややあって、《混沌》の口が薄うすく開いた。そして、その口から例の声が洩れた。

『まダ、ネムい……ちカら、タりナい……』

　燐は見た。《混沌》の口こう腔こうの奥で、なにかが動き回っているのを。

《混沌》の次の言葉の直後、それは矢のような速さで燐に襲おそいかかってきた。

『オまえ、くウ』

　触手だ。

「──！」

　燐りんは反射的に身を撚ひねって三本あったそれを紙一重でかわし、まとめて斬きり払った。

　斬り落とされた側の触手は二、三度跳ねると灰となり、残った側はスルスルと《混こん沌とん》の口こう腔こうに戻っていった。

　燐は大きく息を吐いた。乱れきっていた呼吸が、いくらかマシになる。

──身体からだが勝手に動いてくれなければ、やられていた……。

　先程も今も身体に救われたが、そんな幸運はそう何度も続くものではない。

　燐は太刀たちを握り直し、《混沌》に向き直った。

　同時に、《混沌》が歩き出した。

　一歩、二歩、三歩──ゆっくりと、燐に近づいてくる。

　四歩、五歩、六歩──異変は、七歩目で起こった。

　地面についた《混沌》の左の前脚が、バキッと音を響ひびかせて、ありえない方向に曲がったのだ。

「──!?」

　燐は仰天した。

　体勢を崩して伏せた《混沌》の左前脚は、関節の少し下でものの見事に折れていた。骨が皮ひ膚ふを突き破り、純白の体毛を血の赤が侵している。

　そんな絶叫せずにはいられないような怪け我がをしながらも、《混沌》は呻うめき声の一つすらあげなかった。

　それどころか、《混沌》は大口を開けてあくびをしてみせた。そして、

『ネむい……』

　そう言って、犬や猫のように身体を丸めた。

「……」

　燐は理解した。

　夜明けを待たずして産まれたがために、《混沌》の身体はまだ完全にできあがってはいないのだ。

　恐怖に支配されていた燐の心に、希望が芽生えた。

　燐は目を閉じ、これまでにくぐり抜けてきた全すべての死し闘とうを脳裏に甦よみがえらせた。

『院いん』を襲おそった『桜さくらの妖よう魔ま』の群れ。鎌かま鼬いたち。逢おう錬れん。そして、桜──。

　八年前の桜との闘たたかいで感じた恐怖は、こんなものではなかった。

　桂けいを取り戻したい──その一念で、燐は桜への恐怖を制した。

　桂はもういない。

　だが、幸せに生きることで桂に報いたいという強い気持ちが、今の燐にはある。

──兄さん、私に力を貸して。

　希望の芽がみるみるうちに大たい樹じゆへと育ち、燐りんの心を支配していた恐怖を、その枝葉でもって切り裂いていく。

　燐はゆっくりと目を開くと、左腕を真横に伸ばし、その手に新たな呪じゆ符ふをつかんだ。




　致命傷を無数に負いながらも、牛ぎゆう鬼きは止まらなかった。

　ちぎれかけた脚で走り、ちぎれかけた腕で巨大剣を振りかぶる。

「さっきは、あんたが相手じゃイマイチ燃えねえ、なんて言っちまったけどよ、あれは訂正するぜ！」

　鷹たか秋あきは、牛鬼が血を撒まき散らしながら振り下ろした巨大剣を一歩横に動いただけでかわすと、跳ちよう躍やくして温う羅らを振るった。

　ちぎれかかっていた牛鬼の首が、その一いつ閃せんで完全に胴から斬きり離される。

　鷹秋は着地するや否や血飛沫しぶきを避よけるために軽く飛び退のいた。そして、言った。

「いい感じで燃えさせてもらったぜ」

　牛鬼の巨体が、巨大剣を握りしめたまま仰あお向むけに倒れた。

　鷹秋は両肩を交互に数回ずつ回し、それから「ふうっ」と息を吐いた。

　牛鬼は予想以上に手て強ごわかった。

　牛鬼には巨大剣から衝しよう撃げき波はを放つ能力があった。その威力は鷹秋の獣じゆう鳴めい斬ざんに匹敵していた。

　獣鳴斬と衝撃波は何度となく激突し、その度に一帯が震しん撼かんした。

　全くの互角だった。

　鷹秋が温羅の真の力を発動させなければ、闘たたかいは今も続いていただろう。

　消耗を避さけるためにも、互角の勝負を楽しむためにも、温羅の真の力は使いたくなかったが、ここで時間を浪費するわけにはいかなかった。

「さて、と」

　鷹秋は正面の、高こう野や山さん駅へと戻る道を見た。

　直なお純ずみと由ゆ花かは無事だろうか。

　瘴しよう気きに混じって、かすかながら二人の匂においがするが、微量すぎて生死の区別まではつかない。

　鷹秋は小さく舌打ちした。

　二人のことは気掛かりだが、引き返すわけにはいかなかった。

　振り返る。

　進むべき道は、こちらだ。

　たちこめる瘴気が少しも薄うすらいでいない──それどころかますます濃こくなっているということは、燐がまだ《混こん沌とん》を滅ぼせていないということだ。

　鷹たか秋あきは温う羅らを担いで駆け出した。

《混こん沌とん》のいる空間への扉がどこにあるのか、詳しい場所は聞いていないが、瘴しよう気きの濃こい方に向かっていけば、たどり着くはずだ。

　足が地面につく度に、疲ひ弊へいした身体からだに温羅の重みが響ひびく。

　瘴気による吐き気もあったが、鷹秋はこらえて走り続けた。

　件くだんの寺院にたどり着くまで、立ち止まることはなかった。




　蒼あおい火の粉が力なく踊る。

　燐りんは切れるほどに強く唇を嚙かんだ。

　九尾の狐きつねは、目の前で穏おだやかな寝息をたてている。

　効かなかった。

　炎も、雷らい撃げきも──攻撃の術は、全すべて。

　今し方の炎は、脚の傷に浴びせたにもかかわらず、寝息を乱すことさえできなかった。

　再び恐怖に侵されないよう激しく頭を振って、燐は太刀たちを構えた。

　術が通じずとも、全てを斬きり裂く魔ま剣けん・絶ぜつならば必ず傷を負わせられる。

　燐は跳ちよう躍やくした。

　狙ねらうは眉み間けん。

　しかし、太刀を突き出した瞬しゆん間かんに《混沌》が身じろぎしたがために、眉間を貫くはずだった絶対の刃やいばは、左眼へと吸いこまれた。

《混沌》の眼めが開いたのは、燐が太刀を引き抜いた刹せつ那なだった。

　燐は着地すると、すぐに頭上を仰ぎ見た。

　傷ついた《混沌》の左眼が、燐を見下ろしていた。

　退さがれ。本能がそう叫んだ。

　だが、燐はそれに逆らった。

　飛ひ翔しようの術を使い、一気に《混沌》の頭上高くに上る。

　燐が《混沌》の頭部めがけて急降下をかけたのと、《混沌》が首をもたげたのは同時だった。

《混沌》の口は大きく開かれており、口内には光が満ちていた。

　燐が《混沌》までの距離を半分ほど詰めたところで、その光は発射された。

　光は空の果てを貫くように、どこまでも伸びていく。

　その光景を、燐は地上から見あげた。

　空間転移を使うのが半瞬でも遅れていたら、あるいは光が発射されるのが半瞬でも早かったら、燐は肉片の一片も残らず消滅していた。

　動かなければ、と燐は思った。

　魔剣・絶での攻撃を繰くり返す以外、打つ手は残されていない。

　なのに、脚が強こわ張ばって動いてくれない。

　歯は嚙がみしていると、《混こん沌とん》がもたげていた首を下ろした。

　眼めが合った瞬しゆん間かん、再び本能が──今度は防げと叫んだ。

　燐りんは弾はじかれたように呪じゆ符ふを呼び、放った。

《混沌》の眼──それも傷ついた左眼だけが、カッと見開かれた。

　刹せつ那な、赤光が燐の全身を斬きり裂いた。

　鮮せん血けつをほとばしらせて、燐は倒れた。遅れて太刀たちが手元に転がった。

「うっ……」

　結界は間に合ったが、防ぎきれなかった。

「あ……く……っ」

　痛みに喘あえぎながらも、燐は手を伸ばし、太刀をつかんだ。

　それから、もう片方の手を二、三度開閉させ、両脚をすり合わせた。

　四肢は、どれもまだ動く。

　負った傷の数は多いが、一つ一つはそれほど深くはないようだった。

　結界が間に合っていなかったら、バラバラになっていた。

　喉のどの奥から飢えた獣けもののような唸うなり声を搾しぼり出し、太刀を杖つえ代がわりにして、燐は立ちあがった。

　だが、立つ途中で崩れまいと勢いをつけたことが仇あだとなった。

　勢い余って身体からだが大きく後ろに傾く。踏ん張ろうとしたが、傷の痛みがそれを妨げた。

　その手が背中を支えてくれなければ、倒れていた。

「間に合ったというべきか、遅かったというべきか……微妙な感じだな、こりゃあ」

　燐は、その手に体重を預けたまま視線を動かし、「あ……」と呆ほうけた声をこぼした。

　灰色の狼おおかみが──南なん原ばら鷹たか秋あきが、そこにいた。

「立てるか？」

「はっ、はい……痛つうっ！」

　慌てて鷹秋の手から離れようとした燐だったが、やはり痛みに遮られ、ますます身体を傾かせてしまった。

　すると、鷹秋が温う羅らを地面に突き立て、両手で燐を抱きあげて、その場に座らせた。

　きょとんとなった燐に、鷹秋が訊たずねる。

「あの白しろ狐ぎつねが、《混沌》だな？」

　燐が頷うなずくと、鷹秋は立ちあがり、温羅を引き抜いた。

「俺おれが一発ぶちかましてくる。あんたは傷を塞ふさいでおけ」

　温羅を両手で構え、鷹秋は《混沌》へと向かっていく。

《混沌》が大きなあくびをした。




「なめた野郎だぜ」

　鷹たか秋あきは足を止め、舌打ちした。

　一〇八体もの『桜さくらの妖よう魔ま』を合成させて造られたという、究極の『桜の妖魔』──《混こん沌とん》。

　混沌というくらいだから、もっとぐちゃぐちゃした姿を想像していたのだが、実際は巨大な九尾の狐きつねだった。

──デカさで比べりゃあ、あの童どう子じって奴やつの方が上だが……気け配はいは、こっちの方が上だな。

　それも桁けた違ちがいに。

　鷹秋もまた、燐りんと同じように抗あらがい難い恐怖にかられていた。

　背後に燐がいなければ、とっくに逃げ出していただろう。それも情けない悲鳴をあげて。

《混沌》が、またあくびをした。

「そんなに眠いのかよ」

　鷹秋は温う羅らを振りかぶり、獣じゆう気きをこめた。

「待ってな。今すぐ永眠させてやるからよ」

　傷だらけの分厚い刃やいばが、赤味を帯びていく。

　その最さ中なか、《混沌》の眼めが鷹秋に向いた。

《混沌》はわずかに首を傾け、言った。

『オまえ、まズソう』

　この世のものとは思えないおぞましい声に、思わず一歩下がってしまった鷹秋は、

「ンな心配はいらねえぜ！　こっちが喰くってやるからよ！」

　恐怖を怒声とともに吐き出し、温羅を振り下ろした。

　一呼吸分の間の後、《混沌》の周囲の空間が、不可視にして強大な力によって、風に煽あおられた湖面のように乱れた。

　鷹秋が飛び退のいた刹せつ那な、その力は《混沌》を消し去るために荒れ狂った。

《混沌》が眼を見開き、首をもたげた。

　片かた膝ひざをつきながらも、鷹秋はニッと牙きばを覗のぞかせた。

　逢おう錬れん、童子、牛ぎゆう鬼きを圧倒した温羅の力は、究極の『桜の妖魔』にも通じた──そう思った。

　実際、純白の体毛のそこかしこに、赤い染みができていた。

　だが、それだけだった。

　一いち撃げきで仕留められるとは思っていなかった。それでも致命傷に近いダメージを与えられるとは思っていた。

　なのに、体毛を汚すことしかできなかった。

　傷は全身至るところに刻まれているが、どれも小さい。ダメージと呼べるようなものではない。

　鷹秋は牙を剝むき出しにし、温羅にすがるようにして立ちあがった。そして、温羅を振りかぶる。

　しかし、鷹たか秋あきが温う羅らの力を発動させられるのは、一日に二度が限度。

　獣じゆう鳴めい斬ざんを連発したうえに、牛ぎゆう鬼きとの闘たたかいで温羅の力を一度発動させた鷹秋の獣じゆう気きは、もはや空っぽだ。温羅の力はおろか、獣鳴斬を撃うつことすらできない。完全な弾切れだ。

　唸うなっていると、もたげられていた《混こん沌とん》の首がゆっくりと下りてきた。

──弾切れってんなら、殴るまでだ！

　温羅を振りかぶったまま駆け出した瞬しゆん間かん、目の端を白いものがかすめた。

　それがなにかを確かめる間もなく、今度は目の前が赤く染まった。

　次の瞬間には、鷹秋の意識は砕け散っていた。




　全身から血飛沫しぶきをあげて、鷹秋は倒れた。

　燐りんは唇を嚙かみしめ、打ち震ふるえた。

　鷹秋を襲おそったのは、先程燐を斬きり裂いたのと同じ攻こう撃げきだった。

《混沌》の眼めから赤光が放たれる直前、燐が放った呪じゆ符ふが鷹秋を防まもる結界となったが、やはり先程と同様、防ぎきることはできなかった。

「南なん原ばら……さん……」

　燐は呻うめくように言うと、《混沌》に視線を突き刺した。

　異変は、《混沌》の眼が燐を捉とらえた直後に起こった。

　唐突に、《混沌》の左前脚の傷から、左眼から、そして鷹秋が与えたいくつもの小さな傷から、一斉に血が噴ふき出したのだ。

　目を剝むいた燐に、意識のない鷹秋に、その血が雨のように降り注ぐ。

「これは……？」

　ずっと伏せたままだった《混沌》が、跳ねるようにして立ちあがった。激しく頭を振り、身体からだを揺らす。

　血の噴ふん出しゆつはすぐに止まったが、《混沌》は身体を動かすことをやめようとしない。

　一体、《混沌》の身になにが起きたのか。

　考えられる可能性は、一つ。

《混沌》は胞衣えなの狭さを嫌い、まだ身体が完全にできあがっていないにもかかわらず、《母》を滅ぼしてまで産まれ出た。

　その不完全な身体に、温羅の力が浸透したのだ。

　燐は歯を食いしばり、立ちあがった。

　鷹秋が《混沌》と闘っている間に治ち癒ゆの術を自らに施しはしたが、治癒の術は自己治癒力を高めるだけのものでしかない。施したからといって、あれだけの傷はそうすぐには治らない。だが、それでも痛みは多少なりともやわらいでいた。

　燐りんは全身を引きずるようにして鷹たか秋あきの許もとまで歩くと、太刀たちを放り、鷹秋の手元に転がっていた温う羅らに両手をかけた。そして持ちあげる。

　燐の速さは鷹秋にも勝るが、腕力は並の人じん狼ろうにも及ばない。

　持ちあげるといっても、穂ほ先さきをわずかに地面から離すのが精一杯だが、それでも温羅の力を発動させることは可能だった。

　温羅に魔ま力りよくをこめる。

　刃やいばが赤味を帯びていく。

　最さ中なか、《混こん沌とん》の双そう眸ぼうから、燐めがけて赤光が放たれた。

　しかし、発射の瞬しゆん間かんに《混沌》自身がよろめいたために、それはあさっての方向へと消えていった。

《混沌》の眼めが見開かれる。

　燐は声を張りあげた。

「滅びなさい、桜さくら！」

　不可視にして強大な力の渦が、再び《混沌》を襲おそい──再び雨が降った。

　血と、肉片の雨が。

　そして、燐は聞いた。

　脚がちぎれても眼を刺されても悲鳴はおろか呻うめき声の一つすらあげなかった《混沌》の──絶叫を。

　力の渦は、絶叫がやむのと同時に消えた。

　その時にはもう、《混沌》の体毛に白い部分は残っていなかった。

　しかし──。

　首を裂かれ、腹を破られ、腰の肉と骨をごっそり削られ、右の後ろ脚と九つあった尻尾しつぽの大半を失いながらも、《混沌》は立っていた。

　燐は温羅から左手を離した。そして、その手に呪じゆ符ふを呼んだが、呪符は現れなかった。

「くっ……」

　温羅の使用により、いよいよ魔力が底をついてしまったのだ。

──ここまで追いつめておきながら……！

　空むなしく構えた左手を握りしめ、わななかせていると、《混沌》が再び絶叫をあげ──それが始まった。

　まず初めに、《混沌》の首の傷から噓うそのように大量の血が噴ふき出し、頭が落ちた。頭はごろんと転がると、熱されたバターのように溶けた。

　次に、首の切断面から新しい頭が生えてきた。それも二つ。

　どちらも狐きつねのものではない。右が山羊やぎで、左が蛙かえる。

　さらに、背中の肉が大きく盛りあがって飛び散り、そこから蝙蝠こうもりのような羽と、烏賊いかや蛸たこのような吸きゆう盤ばんのついた足が十数本も生えた。

　破れた腹からは幾本もの木の根が生え伸び、左の前脚と右の後ろ脚の傷口からは人間の──それも女性のものらしい白くしなやかな腕が生えた。

《混こん沌とん》が名前に相応ふさわしい姿になっていくその光景を、燐りんは呆ほうけた表情で見つめた。

　怖いとも気持ち悪いとも思わなかった。

　これまで数多あまたの異い形ぎようと見まみえてきた燐の感覚を麻ま痺ひさせるほどに、《混沌》の姿は現実離れしていた。

《混沌》が三度、絶叫した。

　その声にハッとなった燐は、吐き忘れていた息を吐き、《混沌》を睨にらんだ。

　変態は続いていた。様々な生き物の頭や脚、羽や尻尾しつぽが、身体からだの各所に次々と現れている。

　燐は左手を温う羅らに戻した。

《混沌》の突然の変態──それが意味するものは、一体何なのか。

　いよいよ完全体になろうとしているのか、あるいは滅びようとしているのか。

　後者であってくれればいい。だが、それに期待してこの場から退くような真似まねはできない。

　吸気に合わせて両腕に力をこめる。温羅の穂ほ先さきがわずかに浮いた。

　魔ま力りよくは尽きたが、燐にはまだ温羅を発動させることのできる力がある。

　生命という名の力が。

　刃やいばに、魔力に代わって生命力を吸わせる。

　とたん、脱力感が燐にがくんと両りよう膝ひざをつかせた。

　生命力そのものを吸われることによる脱力感は、燐の想像を超えて凄すさまじかった。

　生命力のみならず、肉体までもが温羅に吸いこまれていくような感覚。

「早く！」

　温羅を握りしめている両手から、冷たさが迫せりあがってきた。

　燐は理解していた。

　これは、死の冷たさだ。

　これが全身に広がれば、燐は死ぬ。

　しかし、冷たさが肘ひじを過ぎて肩に至っても、温羅の刃は赤熱しない。

「早く……！」

　死ぬのは構わない。

　死ねば、桂けいに逢あえるのだから。

　だが、このまま温羅を発動させられずに──《混沌》を滅ぼさずに死ぬことは、できない。

「お願い……！　早く……！　早く……っ！」

　燐は何度となく温羅に呼びかけたが、温羅は一向に応こたえてくれない。ただ燐の生命力を吸いあげ続けるだけ。

　やがて、燐りんの心にヒビが入った。

　これ以上、苦しみたくない。

《混こん沌とん》なんて、桜さくらの名残なごりなんて、どうでもいい。

　もう死んでしまいたい。

　桂けいのところにいきたい。

「バカか、てめえは！」

　その声が耳元で轟とどろいたのは、死の冷たさを喉のど元もとに感じた瞬しゆん間かんだった。

　燐は目を見開き、首を動かした。

　牙きばを剝むき出しにした灰色の狼おおかみの横顔が、そこにあった。

「な……ばら……さ……」

　鷹たか秋あきは燐を烈火のような眼まな差ざしで一いち瞥べつすると、温う羅らに両手を伸ばした。

　燐の手にかかる重みがふっと軽くなり、地面からほんのわずかに浮いているだけだった穂ほ先さきが、しっかりと《混沌》に向いた。

　いけない、と燐は思った。

　これでは、鷹秋まで生命力を吸いあげられてしまう。

「なにが、私は前を向いていないと、だ！　本当に前を向いてる奴やつってのはな、どんなに追いつめられたって、命を棒に振るような真似まねはしねえんだよ！」

　傷ついた身体からだから生命力を吸いあげられているにもかかわらず、鷹秋の声は張りを失っていなかった。

　だが、その声は燐にはひどくくぐもって聞こえた。

──聴覚が……。

　思った刹せつ那な、視界に暗幕がおりた。

　消耗が、ついに五感を麻ま痺ひさせ始めたのだ。

「あんたの兄貴は、あんたを助けるために他人も自分も犠ぎ牲せいにした……あんたの命は、あんただけのものじゃねえんだ」

　すぐ隣となりにいる──肩と肩、腕と腕が触れ合っている鷹秋の声が、遠い。

　燐は懸けん命めいに彼に身を寄せ、彼の声を聞いた。

　身体のほとんどを死の冷たさに侵され、目も見えなくなった燐にとって、鷹秋の声とかすかに感じる彼の温ぬくもりだけが、自分がまだ生きているということを認識させてくれるものであった。

「あんたには、生きる義務がある。だから──」

　鷹秋が次にあげた一際大きな声は、燐の聴覚を失いかけていた耳に、砕けかかっていた心に、強く響ひびいた。

「死んでもいいなんて、死んでも思うな！」

　燐りんは二度頷うなずいた。

　一度目は、浅く。

　二度目は、深く。

　温う羅らの刃やいばが赤熱し、震ふるえた。




　三度、力があふれた。

　温羅には、連続で発動させることにより威力が倍加されるという特性があった。

　燐の手が、前に力を発動させた時から一度も温羅を放さなかったことが、そして燐と鷹たか秋あき──二人分の生命力が、その特性を発揮させた。
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　肉が裂かれ、剝はがされ、溶かされていく。

　骨が砕かれ、灰となり、吹きちぎられていく。

《混こん沌とん》を三度襲おそった見えざる力は、前の二度よりも大きかった。

　身体からだが完全であれば、防ぐことも耐えることもできた。

　だが、不完全なまま産まれた《混沌》の身体は、前の攻こう撃げきにより壊こわれ、言うことをきかなくなっていた。

《混沌》は、産まれて間もなく滅びる我が身を嘆き、蛙かえるの眼めから大粒の涙をこぼした。




　余波が容赦なく全身を叩たたく。

　抗あらがう力などもはやなかったが、それでも燐りんが吹き飛ばされることがなかったのは、鷹たか秋あきの腕が苦しいほどに強く抱きしめていてくれたからだった。

　余波が治まったところで、燐は「《混こん沌とん》は？」と鷹秋に訊たずねた。

　視力も聴力もすっかり麻ま痺ひしていたために、すぐそこにある鷹秋も顔も見えなければ、自らの発した声も聞こえない。

　鷹秋は答えたが、その声も燐には聞こえなかった。

　燐は再度、「《混沌は》？」と訊ねた。

　燐が視力・聴力ともに麻痺していることに気づいたのだろう、鷹秋は今度は言葉とは異なる方法で答えた。

　頭をぐしゃぐしゃに撫なで回される。

　よくやったと、俺おれたちは勝ったのだと、その手は言っていた。

　燐は鷹秋の肩に顔を埋めるようにして、目を閉じた。










　　　Ⅴ．夜明け




　長かった夜が明けようとしていた。

　東の稜りよう線せんの彼方かなたに現れた朝あさ陽ひが、ゆっくりと闇やみを溶かしていく。

　そして、それに伴うように、たちこめていた瘴しよう気きが薄うすらいでいく。

「終わったみたいだよ、直かお純ずみくん」

　直純の額ひたいを淡く撫で、由ゆ花かはそう声をかけた。

　答えは返らない。

　直純の意識は、未いまだ戻っていなかった。

　意識を失って間もなく変身が解けた彼は、今は由花の膝ひざを枕まくらにして穏おだやかな寝息をたてている。

「鷹たか秋あきさんも燐りんさんも、きっと無事だよね……」

　できうることなら二人を迎えに行き、一刻も早く無事を確認したかったが、まだ由花は動けるほどには回復していなかった。

　それに、意識のない直純を一人で置いておくこともできない。

「結局、ちっとも役に立てなかったね、あたし……」

《混こん沌とん》を滅ぼすどころか、その姿を見ることもなく、土つち蜘ぐ蛛もにも勝てなかった。

　悔しい。

　情けない。

「でも……こんなこと言ったら、直なお純ずみくんも鷹たか秋あきさんも怒るかもしれないけど……あたし、今は嬉うれしい気持ちの方が強いの」

　由ゆ花かは微笑ほほえんだ。

「だって、直純くんが助けにきてくれたから」

　鷹秋・直純と離れた時、由花は二人の助勢を得られることはなくなったと思った。

　鷹秋も直純も生きつ粋すいの戦士だ。受け持った敵を倒せば、振り返ることなく《混沌》の許もとに向かうだろう、と。

　実際、鷹秋が引き返してくることはなかった。

　だが、直純は引き返してきた。

　喜んでいいことではないとわかってはいるが、いくら自分にそう言い聞かせても、嬉しいという気持ちは消えなかった。

「ありがとう、直純くん」

　助けにきてくれて。

　それに──。

　直純の意識を失う間際の言葉を思い出し、由花はもう一度、「ありがとう」と言った。そして、

「目が覚めたら、さっきの言葉、もう一度言ってほしいな」

　直純の頰ほおにそっと触れた。

　功刀くぬぎ直純。

　兄を越える男になるために、静しず華かに弟子入りした青年。由花より一つ年上の、弟弟子。

　いつも怖い顔をしていて喋しやべり方もぶっきらぼうだけれど、真ま面じ目めで努力家で、優しい人。

　静華を、小さな冬とう馬まを──由花のかけがえのない人たちを守ってくれた人。

　かつての冬馬と同じように、由花のために闘たたかってくれた人。

「でも、直純くんは照れ屋さんだから、きっと言ってくれないよね」

　それに、なにぶん意識を失う間際の言葉だ。直純自身、自分がなにを言ったかなど憶おぼえてはいないだろう。

　だが、由花はそれでも構わなかった。

「直純くんが憶えてなくても、あたしは憶えてるから。きっと、ずっと忘れないから」

　その時、

「おーい！」

　聞き知った声が届いた。

　顔をあげた由ゆ花かは、「あ」、目と口を丸くした。

　目の前に伸びる上り坂の先に、鷹たか秋あきと燐りんの姿があった。

　まだ濃こく残っている瘴しよう気きのおかげで、二人の匂においに全く気づけなかった。

「そっちは、生きてるかー!?」

　鷹秋の声は相変わらずよく響ひびいていたが、足取りはみっともないほどに弱々しかった。燐も同じだ。

　二人は互いに体重を預け合うような格好で、一歩一歩確かめるようにして歩いている。

　その痛々しいはずの姿が、由花にはなぜか微笑ほほえましく見えた。

　由花は、くすっと笑うと、

「生きてまーす！」

　鷹秋に負けじと声を響かせて、大きく手を振った。




　橘たちばな春はる海みが四人を迎えに現れたのは、それから間もなくのことだった。

　彼は一つの朗報を携えていた。

「安あ曇ずみちゃんの意識が戻ったんだ。左腕もくっついたし、もう心配はいらないよ」

　その知らせに由花は、「あーん、よかったよお！」、直なお純ずみの頭を力いっぱいに抱きしめて喜び、ちょうど戻ろうとしていた直純の意識を、そのまま闇やみに送り返した。










　　　Ⅵ．告白・約束




　星の形をした紫色の花が、夜風に淡く揺れていた。

　紫し宸しん殿でんの中庭──その隅の小さな花か壇だん。燐りんが桜さくらの傀儡くぐつだった頃ころには、なかったものだ。

　高こう野や山さんに赴く直前にも訪れた場所だが、その時は花壇の存在は全く目に入らなかった。

《混こん沌とん》との闘たたかいから五日。傷が癒いえ、体力も完全とはいかないまでも回復し、闘いに関係のないものに目を向けられる心の余裕も生まれた。

　燐は花壇に歩み寄り、指先だけで花に触れた。

　そこに声がかけられた。

「なんていうんだ、その花？」

「桔き梗きようです」

　答えてから、燐は振り返った。

　鷹たか秋あきがいた。

「悪いな。呼び出しておいて、遅れちまった」

「いえ。私も今来たところですから」

　鷹秋は燐の隣となりにやってきた。

「明日には、ここを出ていっちまうって聞いてな」

「ええ……もう、傷は癒いえましたから」

　そこで、ぷつりと会話が途と切ぎれた。

　鷹たか秋あきは表情なく桔き梗きようを見つめているだけで、口を開く気け配はいはない。

「あの、お話というのは……」

「うん？　ああ……」

　鷹秋は燐りんを見たが、その視線はすぐに桔梗に戻った。

「あんたの剣だけどな、春はるちゃんに高こう野や山さんまで探しに行ってもらったんだが……やっぱり見つからなかった。俺おれの温う羅らもな」

「そう……ですか」

　浅くうつむいた燐の脳裏に、五日前の光景が甦よみがえった。

　ひび割れた空。縦じゆう横おうに激しく揺れる大地。

《混こん沌とん》を倒した直後より始まった、空間の崩ほう壊かい──。

　術によって創成された空間は、創造主が死ぬか核が破壊されれば崩壊・消滅する。そして、あの空間の創造主は《母》だった。

　傷つき、体力も尽き、互いに支え合わなければ立っていることすらままならなかった燐と鷹秋には、それぞれの武器を拾いあげる余裕はなかった。

　魔ま剣けん・絶ぜつには、いつでもどこにいても一いつ瞬しゆんで手元に呼べるよう術を施してあったが、何度試みても、絶が燐の手元に現れることはなかった。

　術者である橘たちばな春はる海みが直接高野山に赴いて探しても見つからなかったということは、絶も温羅も、あの空間もろとも消滅してしまったということだ。

　うつむいたまま、燐は目を閉じた。

──ごめんなさい、兄さん……。

　魔剣・絶は、幾度もの死し闘とうをともに闘たたかい抜いてきた愛刀であると同時に、桂けいの形見でもある。

　それを失ってしまったことは、悔しくもあり哀かなしくもあり、桂に対して申し訳なくもあった。

「そんな顔するなって」

　燐は目を開け、鷹秋を見た。

　鷹秋もまた、燐を見ていた。

「あんたにとっちゃ、あの剣は大事なモンだったんだろうから、こんなこと言ってもフォローにゃなんないかもしれないけどよ……これも、ちょうどいい区切りになるんじゃねえか？」

　鷹秋は顔を桔梗の方に戻し、続けた。

「あんたの闘いは、もう終わったんだからよ」

　燐も同じように、顔を桔梗に向けた。

　そう──。

『桜さくらの妖よう魔ま』を産み出していた《母》は滅びた。もう新たな『桜の妖魔』が産まれることはない。

　それに、今回の闘たたかいで二十体以上もの『桜の妖魔』を討つことができた。

　残っている『桜の妖魔』がいないとも限らないから、終わったとは言いきれないが、一つの大きな区切りがついたことには違いない。

　再び会話が途と切ぎれた。

　今度の沈ちん黙もくは、鷹たか秋あきが破った。

「訊きいていいか？」

　燐りんは鷹秋を見た。

「あんたは、これからどうするつもりなんだ？」

　鷹秋が桔き梗きように顔を向けたまま発した問いに、燐はすぐに答えることはできなかった。

　いや、十秒が過ぎ、二十秒が過ぎ、三十秒が過ぎても結局、答えられなかった。

──これから……。

　桂けいや香か沙ざ薙なぎの里の人々の分まで幸せに生きる。それが桂の望みであり、桂の望みはそのまま燐の望みでもあった。

　この七年、『桜の妖魔』を滅ぼすことだけを考えてきたが、その闘いにもようやく区切りがついた。

　しかし、いざ闘いに区切りがついてみると、幸せというものが自分からはひどく遠いもののように思えてならない。

「私は……」

「俺おれんトコにこないか？」

　鷹秋が言った。

「……？」

　その言葉の意味がわからなかった燐は、小さく首を傾けて鷹秋の横顔を見た。

　鷹秋は燐をちらりとだけ見ると、怒ったような困ったような顔でボリボリと首の後ろを搔かき、それからため息を一つ吐いて、言った。

「俺と一緒にならねえか、って……そう言ったんだ」

　燐は目を丸くした。

「まあ、こんなブッ飛んだこといきなり言われりゃ、そりゃ驚おどろくわな。けどな──」

　鷹秋が身体からだごと燐に向き直る。

「シャレでもねえし、からかってるわけでもねえ。俺はマジだ。ってか、大マジだ」

　燐は、正面の少し高い位置にある鷹秋の目を見つめた。

「一ひと目め惚ぼれだった。それ以来、ずっと惚れたままだ」

　目からも声音からも、彼の言葉が偽りではないことが伝わってくる。

「あんたが香か沙ざ薙なぎ桂けいのことを今でも……いや、死ぬまでずっと想おもい続けていくってことは、わかってる。他ほかの誰だれかと生きていくつもりなんて、これっぽっちもないのかもしれねえ」

「……」

「けど、もし……あんたの言ってた、前を向く、ってことの中に、他の誰かと生きるってことが入ってるなら──」

「……」

「俺おれと一緒に生きてくれ。俺の連れ合いに……家族になってくれ」

「……」

　燐りんはうつむき、目を閉じると、自らの胸に手を当てた。

　幸せに生きる──それが燐の望みだった。

　そして、燐は知っていた。

　幸せが、他人との関かかわりの中から生ずるものであるということを。

　燐が幸せを自分からは遠いものとして感じたのは、それは燐が独りだからだ。

　家族も、友と呼べる者もいない。

　燐は己おのが心に問いかけた。

　本当に幸せになりたいのか、と。

　なりたい、と心は答えた。

　続いて問いかける。

　家族が欲しいか、と。

　わからない、と心は答えた。

　誰かを愛し、愛され、子供を生み、育てて、ささいなことに一いつ喜き一いち憂ゆうしながら日々を送る。そんな生き方を求める気持ちは、確かにある。

　だが、いざその機会を目の前に差し出されてみると、感じるのは戸惑いばかりだ。

「南なん原ばらさん、私は──」

　燐は目を開け、胸から手を下ろして顔をあげた。

　すると、鷹たか秋あきが苦笑まじりに言った。

「悪かったな、妙なこと言っちまって」

「え……？」

「困らせるつもりはなかったんだけどな……やっぱいきなり、俺と一緒に生きてくれ、なんてのは、いくらなんでもアレすぎたな……悪わりい。忘れてくれ」

「南原さん……」

　いけない、と燐は思った。

　謝あやまらせてしまった。

　人が人を想うことは、罪なことなどではないというのに。

「話はそれだけだ。……じゃあな」

　鷹たか秋あきは軽く片手をあげると、燐りんに背中を向け、歩き出した。

「あ……」

　鷹秋の背中を目にしたとたん、燐は胸に小さな痛みを覚えた。

　彼の背中が遠ざかっていくにつれ、胸の痛みは増していく。

　燐は再び胸に手を当てた。

　そして、彼の背中を目にするのは何度目だろう、と思った。

　一度目は、逢おう錬れんとの闘たたかい。倒された燐が失っていた意識を取り戻した時、最初に目に映ったのは、魔ま剣けん・絶ぜつを手にした鷹秋の背中だった。

　二度目は、鎌かま鼬いたちとの闘い。やはり倒された燐が目を覚ました時、睦むつ美みの背中の向こうに鷹秋の背中が見えた。

　三度目は、五日前。火か車しやの側近たちと相対した時、鷹秋の背中が、燐を《混こん沌とん》の許もとへと急がせてくれた。

　四度目は、やはり五日前──《混沌》との闘い。闘いの場に駆けつけた鷹秋は、傷つき動けない燐の前に立つと、温う羅らを構えて《混沌》に挑みかかった。

　燐が『桜さくらの妖よう魔ま』に追いつめられた時、いつでもそこに鷹秋がいた。彼の背中があった。

「南なん原ばらさん！」

　燐のその声は、半ば無意識のうちにあげられたものだった。

　鷹秋が立ち止まって振り向く。

　燐は胸に手を当てたままで言った。

「時間をくれませんか？」

　鷹秋は無言。表情もない。

　燐は続けた。

「区切りがついたといっても、『桜の妖魔』が滅んだとは限りません。しばらくは様子を見なければなりませんし、それに……この七年、桜の名残なごりを消し去る以外のことはなにも考えてきませんでしたから……これからのことについて、時間をかけて考えたいのです」

　一ひと目め惚ぼれだった、と鷹秋は言った。

　つまり彼は、五年もの間、燐を想おもい続けてくれていたということだ。

　このうえ返事を先延ばしにすることで、さらに待たせてしまうことになるが、焦ってここで答えを出してしまうことは、彼の申し出を受けるにせよ受けないにせよ後々、後悔するような気がした。

　鷹秋は言葉も表情もないまま、しばしじっと燐を見ていたが、やがて小さく笑い、頷うなずいた。




　見切った。

　そう思って放った一いち撃げきだった。

　しかし、逆だった。見切られていたのは直なお純ずみの方だった。

　由ゆ花かの指先が、直純の手首に軽く触れる。

　それだけで、直純の拳こぶしはあさっての方向に逸そらされた。

　しまった、と思った時には遅かった。

　腹に鋭するどい軽い衝しよう撃げきを覚え、直純は身体からだをくの字に折った。そして、顔面めがけて突きあがってくる白い閃せん光こうを見た。

　それは、由花の掌てのひら。

「くっ！」

　上体を傾け、紙一重で避さけたものの、そこで大きく体勢を崩してしまった直純に、続けざまに放たれた逆の手での掌しよう打だまで避けることはできなかった。

　胸にもらって、直純は吹っ飛んだ。




「結局、都つ築づきからは一本も取れなかったな……」

　首にかけたタオルで顔の汗を拭ぬぐいつつ、直純は言った。

　月明かりは疲れを癒いやしてくれるように優しかったが、夜気は今夜もひどく蒸しており、汗は拭っても拭っても噴ふき出してくる。

「でも、今日は危なかったよ。直純くんの攻撃、どんどん速くなってきてるから、見切っててもかわすの難しいもん」

　ハンドタオルで直純と同じく汗を拭いながら、由花は笑った。

　修行場に利用している、いつもの公園。

　直純と由花は、木製のベンチに並んで腰掛けていた。

　静しず華かの姿はない。九く条じよう正まさ宗むねの一件以来、静華は「もう、あたしがくっついてたって、たいして意味なんかありゃしないからね」と言って、その日の修行のメニューを言い渡すだけで帰ってしまうことが多くなっていた。

「そうか。なら、あと一歩だな」

　直純は面おもてを空に向け、目を閉じた。

　由花との戦績は、今回で二四九戦〇勝二四九敗。

　悔しさはあるが、心は軽かった。

「でも、次はいつになるかわからないんだよね……」

　直純は目を開け、由花を見た。

　今し方まで笑っていた由花は、寂しげにうつむいていた。

「都つ築づき……」

　直純と由花が東京に帰ってきたのは、高こう野や山さんでの闘たたかいから一週間後のこと。

　直なお純ずみの許もとに五ご堂どうから直々に電話があったのは、それからさらに一週間後のことだった。

「仕方ないよね。直純くん、獣じゆう聖せいになったんだもんね……」

　五ご堂どうからの電話──それは、直純を獣聖に任命する、というものであった。

　高こう野や山さんでの戦果を評価されてのことだ。

　それに伴い、直純は本山へ帰ることとなった。

　当面は五堂の側そばにつき、彼の仕事の補佐をすることになっている。いうなれば、研修だ。

「いよいよ明日だね、直純くんが本山に行っちゃうの」

「ああ」

「いつ頃ごろになったら、こっちに帰ってこられるのかな……」

「わからない。それに、帰るといっても俺おれは元々向こうの人間だからな……」

「そっか……そうだよね……ごめんね、変なこと訊きいちゃって……」

　由ゆ花かは顔をあげ、小さく笑ったが、その表情は明るいものではなかった。

「いや……」

　と返しつつも、直純は戸惑っていた。

　直純が本山へ帰ることが決まってから五日が過ぎていたが、由花がこんな様子を見せるのは初めてのことだった。

　直純が獣聖に任命されたことを話した時、由花は我が事のように喜んでくれた。この五日の間で、何度「おめでとう」を言われたことかわからない。

「直純くんが獣聖になれたことは、嬉うれしいの。本当に、すごく、嬉しいの。直純くんが頑張ってるの、ずっと見てたから……だから笑ってなくちゃいけないって、そう思ってたのに……」

　由花は再びうつむいた。髪がその横顔を覆おおい隠す。

「ごめんね……でも、あたし、直純くんはもうずっと側にいる人だって、そんなふうに思っちゃってたから……だから……ごめんね……」

　最後の「ごめんね」には、嗚お咽えつが混じっていた。

　細い肩は小刻みに震ふるえている。

　直純は口を開いたが、言葉はなにも出てこなかった。

──俺が向こうに帰ることで、都つ築づきが泣くなんて……。

　由花や静しず華か、それに夏なつ彦ひこ、秋あき斗と、美み冬ふゆ、冬とう馬ま──都築家の人々と離れることを寂しいと思う気持ちは、直純にもある。

　だが、今回のこの別れを、直純はそれほど大きなものとして捉とらえてはいなかった。

　離れるといっても、東京と奈良──会うことの難しい距離ではない。

　しかし、由花の捉え方は違っていたのだ。

　直純は、由花の頭にそっと手を載せた。

　由花が顔をあげ、涙に濡ぬれた瞳ひとみを大きくして直純を見た。

「直なお純ずみ……くん？」

　浅黒く硬い直純の手が、由ゆ花かの頭をぎこちなく撫なでる。

「すまん。こんな時、どう言えばいいのかわからない……不快なら、やめる」

　直純がそう言うと、由花は小さく首を振り、微笑ほほえんだ。

「ううん。あたし、頭撫でてもらうの、好き」

「そうか」

「うん」

　由花が身体からだを寄せてきた。

　直純の腕に彼女の腕と肩が触れ、肩に頰ほおが重ねられる。

　いつもの直純であれば硬直しているところだが、今は自然でいられた。

　頭を撫でる手つきからも、次第にぎこちなさが抜けていく。

　由花の髪は、いくぶん汗で湿ってはいたが、それでもその手触りは心地よかった。

　由花も気持ちよさそうに目を細めている。

　どれだけそうしていたか──やがて、「直純くん」、由花が口を開いた。

「帰ってきて……くれるよね？」

「ああ」

　直純は、迷いなく答えた。

　直純が生まれ育ったのは、あちらだ。

　だが、そこに直純の帰りを待っている人はいない。

　一緒にいたいと思える人のいる場所、帰りを待っていてくれる人のいる場所こそが『帰るべき場所』であるならば、直純にとっての帰るべき場所は、ここ──都つ築づき由花という少女の、隣となりだ。

「帰ってくる。必ず」

　由花が、直純の肩から頰を離すことなく直純を見あげた。

「本当？　約束してくれる？」

「ああ」

「時間が作れたら、会いにきてくれる？　あたしの方からも、会いに行っていい？」

「ああ」

「電話もしてくれる？」

「電話は苦手だ」

「してくれなくちゃダメ」

「わかった」

「安あ曇ずみちゃんと仲良くしてね」

「ああ」

「でも、仲良くなりすぎたらダメだよ？」

「あ、ああ」

「それからね──」

「なんだ？」

「もっと、頭撫なでてほしいな」

　直なお純ずみは微笑わらって、頷うなずいた。










　　　エピローグ




　彼女は待っていた。

　満ちた月の下で。彼を。

　穏おだやかな風が、芝草と彼女の白い髪を淡く揺らす。

　彼女は待っていた。

　そこは、『院いん』本山──紫し宸しん殿でんの中庭。

　彼女がちょうど一年前の今日、彼に想おもいを告げられた場所。

　片隅の花か壇だんでは、今年も桔き梗きようが紫の花を咲かせている。

　彼女は待っていた。

　彼に答えを伝えるために。

　一年。それだけかかった。

『桜さくらの妖よう魔ま』の絶滅が確認されるまでに。

　そして、心の整理がつくまでに。

　やがて、約束の時間より少し早く、彼がやってきた。

「よう。面と向かって会うのは、一年ぶりだな」

　彼は以前と少しも変わっていなかったが──彼女は目を丸くした。

　彼が花束を手にしていたから。

　鮮あざやかで華はなやかで、両手でなければ持てないような大きな花束を。

「ガラじゃねえから嫌だっつったんだけどよ、睦むつ美みの奴やつに無理やり持たされちまってな……」

　彼は照れくさそうに顔を背けつつ、花束を彼女の鼻先に突きつけた。

「返事を言葉で聞くってのは、その、なんつーか、アレだからよ……もし、俺おれのところにきてくれるなら、こいつを受け取ってくれ。んで、やっぱりダメだってんなら──」

　彼の言葉はまだ途中だったが、彼女は両手で花束を受け取った。

　彼は驚おどろきの目で彼女を見た。

　微笑ほほえんで、彼女は言った。

「幸せにしてくださいね」

　桔き梗きようの花が、揺れていた。
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あとがき







　三年連続で正月に身体からだを壊こわしました。正月恐怖症になりそうです。っていうか、もうなってます。正月なんて要りません。三箇が日も全部大おお晦日みそかにしてしまえばいいんです。そうなれば四夜連続で猪いの木き祭り開催です。それはそれで嫌いやかもしれない。




　どうも。

『月と貴女あなたに花束を ｒｅｍａｉｎｓⅡ』です。

　完結編ということで、サブタイトルに『めぐりあい奈な良ら』とつけようとしたのですが、却下されてしまいました。ちぇっ。




　では、今回も作品ごとに解説っぽいことを少々。




【炎の面影】──直なお純ずみが由ゆ花かの肉じゃがに撃げき墜ついされるお話（違）。家庭料理の代表的なイメージのある肉じゃがですが、実のところ手抜き料理の代表でもあったりします。なので、世の中の男子諸君は、女の子に美味おいしい肉じゃがをご馳ち走そうされたからといって、「この娘こはなんて料理が上手うまいんだ！　好きだ！　大好きだ！」なんて思ってはいけません（笑）。




【混こん沌とんの彼方かなた】──『ｒｅｍａｉｎｓ』最終話。鷹たか秋あき・燐りんペア、直純・由花ペアの双方を描くお話であるため、いつもの二倍の分量にはなるだろうと覚悟していたのですが、いざ書きあがってみると三倍になってました（汗）。おかげで橘たちばなさんを主役にしたお話が一本、書かれず終しまいに。どうもこの橘さん、がんばっている割に作中での扱いが悪いです（六巻ではイラストレーターにまで冷たく扱われた）。英えい霊れいに敬礼。




　さて、この『ｒｅｍａｉｎｓ』ですが、結構楽しんで書くことができました。機会があったら、また書きたいと思っています。無論、読者さんがそれを許してくれるのであればですが。




　本編・番外編合わせて八冊、お付き合いいただき、本当にありがとうございました。

　またお目にかかれる日のあることを祈りつつ──それでは。




　二〇〇三年　一月


志し村むら一かず矢や　　
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志し村むら一かず矢や

第５回電撃ゲーム小説大賞に於いて、『月と貴女に花束を』で選考委員特別賞を受賞。最近、肩こりがひどい。湿布を貼って寝ることが多いので、布団がすっかり湿布臭くなってしまった。その臭いに酔うことしばしば。あう。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞金賞受賞者。電撃文庫『月と貴女に花束を』等のイラストの他、現在「電撃ｈｐ」誌上にて、イラストストーリーを連載中！　代表作に『椎名優画集 天球綺譚』、『同Ⅱ 幻燈庭園』がある。
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